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3行＋再生専門子会社：行＋再生専門子会社：行＋再生専門子会社：行＋再生専門子会社：みずほ銀行(BK)、みずほコーポレート銀行（CB)、みずほ信託銀行に傘下の

再生専門子会社を合算した値

みずほフィナンシャルグループみずほフィナンシャルグループみずほフィナンシャルグループみずほフィナンシャルグループ

（その他ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社）（その他ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社）（その他ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社）（その他ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社）

ユーシーカードユーシーカードユーシーカードユーシーカード

みずほ総合研究所みずほ総合研究所みずほ総合研究所みずほ総合研究所

みずほ情報総研みずほ情報総研みずほ情報総研みずほ情報総研

みずほキャピタルみずほキャピタルみずほキャピタルみずほキャピタル

資産管理ｻｰﾋﾞｽ資産管理ｻｰﾋﾞｽ資産管理ｻｰﾋﾞｽ資産管理ｻｰﾋﾞｽ

信託銀行信託銀行信託銀行信託銀行

みずほ証券みずほ証券みずほ証券みずほ証券
みずほみずほみずほみずほ

インベスターズ証券インベスターズ証券インベスターズ証券インベスターズ証券

みずほみずほみずほみずほ

信託銀行信託銀行信託銀行信託銀行みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行
みずほみずほみずほみずほ

コーポレート銀行コーポレート銀行コーポレート銀行コーポレート銀行

新光証券新光証券新光証券新光証券*

（資産運用会社）（資産運用会社）（資産運用会社）（資産運用会社）

第一勧業第一勧業第一勧業第一勧業
ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

富士投信富士投信富士投信富士投信
投資顧問投資顧問投資顧問投資顧問

興銀第一ﾗｲﾌ興銀第一ﾗｲﾌ興銀第一ﾗｲﾌ興銀第一ﾗｲﾌ
ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ*

再生専門子会社再生専門子会社再生専門子会社再生専門子会社

みずほホールディングスみずほホールディングスみずほホールディングスみずほホールディングス

みずほみずほみずほみずほ

アドバイザリーアドバイザリーアドバイザリーアドバイザリー

2行＋再生専門子会社：行＋再生専門子会社：行＋再生専門子会社：行＋再生専門子会社：みずほ銀行、みずほコーポレート銀行に傘下の再生専門子会社を合算した値本資料における本資料における本資料における本資料における

計数の取扱い計数の取扱い計数の取扱い計数の取扱い

についてについてについてについて

＊持分法適用の関連会社

3行合算：行合算：行合算：行合算：みずほ銀行、みずほコーポレート銀行、みずほ信託銀行の合算値

2行合算：行合算：行合算：行合算：みずほ銀行、みずほコーポレート銀行の合算値
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5.5.5.5. 経営戦略のフェーズ転換経営戦略のフェーズ転換経営戦略のフェーズ転換経営戦略のフェーズ転換 P.P.P.P.22222222----34343434

6.6.6.6. 2004200420042004年度業績予想年度業績予想年度業績予想年度業績予想 P.P.P.P.35353535----39393939

（（（（ご参考）ご参考）ご参考）ご参考） 主要主要主要主要グループグループグループグループ会社別会社別会社別会社別 施策施策施策施策・実績・実績・実績・実績

P.P.P.P.40404040----58585858

1.1.1.1. 2002002002004444年度年度年度年度中間期中間期中間期中間期業績概要業績概要業績概要業績概要 P.3P.3P.3P.3----6666

2.2.2.2. 財務体質の着実な改善財務体質の着実な改善財務体質の着実な改善財務体質の着実な改善 P.7P.7P.7P.7----14141414

! 不良債権不良債権不良債権不良債権問題問題問題問題のののの終息終息終息終息

! 企業再生プロジェクト企業再生プロジェクト企業再生プロジェクト企業再生プロジェクトも最終段階へも最終段階へも最終段階へも最終段階へ

! 株式・国債ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵﾘｽｸへの対応株式・国債ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵﾘｽｸへの対応株式・国債ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵﾘｽｸへの対応株式・国債ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵﾘｽｸへの対応

! リスクリスクリスクリスクコントロールコントロールコントロールコントロールの着実な進展の着実な進展の着実な進展の着実な進展

! 税効果会計・減損会計等における税効果会計・減損会計等における税効果会計・減損会計等における税効果会計・減損会計等における

保守的な対応保守的な対応保守的な対応保守的な対応

3.3.3.3. コスト構造改革コスト構造改革コスト構造改革コスト構造改革とシステム統合プロジェクトとシステム統合プロジェクトとシステム統合プロジェクトとシステム統合プロジェクト

への取組みへの取組みへの取組みへの取組み P.15P.15P.15P.15----11117777

4.4.4.4. 自己資本の充実自己資本の充実自己資本の充実自己資本の充実 P.1P.1P.1P.18888----21212121

目次目次目次目次
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１．１．１．１． 2004年度中間期業績概要年度中間期業績概要年度中間期業績概要年度中間期業績概要
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前年同期比 前年同期比

連結粗利益／業務粗利益 9,612 △ 1,361 7,882 △ 1,771

5,645 △ 205 5,265 △ 732

2,419 187 1,733 194

700 △ 591 74 △ 547

847 △ 751 809 △ 686

△ 5,630 91 △ 4,205 170

4,060 3,691 △ 1,625

284 1,980 335 1,649

801 △ 394 626 △ 364

2,986 △ 2,067 2,008 △ 2,847

1,304 587 1,411 263

2,339 △ 214 1,919 △ 1,177

前年度末比 前年度末比

23,134 △ 9,799 22,247 △ 9,662

12,084 △ 1,245

11.86% 0.51%

13.02% 0.51% **ROE=ＲＯＥ（株主資本ベース）**
自己資本比率（国際統一基準、速報値）

3行＋再生専門
子会社

3行＋再生専門
子会社

連結

金融再生法開示債権

経常利益

特別損益

中間純利益

連結

連結業務純益（参考値*）／実質業務純益

与信関係費用
株式関係損益／株式等損益

繰延税金資産（純額）

資金利益
役務取引等利益、信託報酬

その他業務利益（国債等債券損益を含む）
営業経費／経費

特定取引利益

中間期中間期中間期中間期
業績概要業績概要業績概要業績概要

!財務諸課題の一掃による与信関係費用の大幅改善を背景に、連結ベースで経常利益財務諸課題の一掃による与信関係費用の大幅改善を背景に、連結ベースで経常利益財務諸課題の一掃による与信関係費用の大幅改善を背景に、連結ベースで経常利益財務諸課題の一掃による与信関係費用の大幅改善を背景に、連結ベースで経常利益2,986億円、当初予想を億円、当初予想を億円、当初予想を億円、当初予想を939億円億円億円億円
上回る中間純利益上回る中間純利益上回る中間純利益上回る中間純利益2,339億円を計上億円を計上億円を計上億円を計上 （資金（資金（資金（資金利益は前年同期比利益は前年同期比利益は前年同期比利益は前年同期比205億円の減少ながら役務取引等利益は億円の減少ながら役務取引等利益は億円の減少ながら役務取引等利益は億円の減少ながら役務取引等利益は187億円億円億円億円の増加、前年度のの増加、前年度のの増加、前年度のの増加、前年度の

外形標準課税訴訟還付等の要因を除けば中間純利益は前年同期比増益）外形標準課税訴訟還付等の要因を除けば中間純利益は前年同期比増益）外形標準課税訴訟還付等の要因を除けば中間純利益は前年同期比増益）外形標準課税訴訟還付等の要因を除けば中間純利益は前年同期比増益）

! 3行＋再生専門子会社行＋再生専門子会社行＋再生専門子会社行＋再生専門子会社の業務純益は市場関連収益の低迷を主因として前年同期比の業務純益は市場関連収益の低迷を主因として前年同期比の業務純益は市場関連収益の低迷を主因として前年同期比の業務純益は市場関連収益の低迷を主因として前年同期比1,625億円減少したが、顧客部門億円減少したが、顧客部門億円減少したが、顧客部門億円減少したが、顧客部門

収益では増益（収益では増益（収益では増益（収益では増益（P.6P.6P.6P.6参照）参照）参照）参照）

!経常利益は特別利益に計上した引当金純取崩額等を合算したベースで経常利益は特別利益に計上した引当金純取崩額等を合算したベースで経常利益は特別利益に計上した引当金純取崩額等を合算したベースで経常利益は特別利益に計上した引当金純取崩額等を合算したベースで4,000億円強を計上億円強を計上億円強を計上億円強を計上

!不良債権残高は前年度末比で不良債権残高は前年度末比で不良債権残高は前年度末比で不良債権残高は前年度末比で9,662億円減少し、不良債権比率は億円減少し、不良債権比率は億円減少し、不良債権比率は億円減少し、不良債権比率は3.1％とメガバンク中トップへ％とメガバンク中トップへ％とメガバンク中トップへ％とメガバンク中トップへ

! 2,327億円の公的資金優先株を消却した後も、連結自己資本比率は億円の公的資金優先株を消却した後も、連結自己資本比率は億円の公的資金優先株を消却した後も、連結自己資本比率は億円の公的資金優先株を消却した後も、連結自己資本比率は11.86％と高い水準を確保％と高い水準を確保％と高い水準を確保％と高い水準を確保

"資金利益 732億円減少
・開示不良債権とその他要注意先債権の残高減少に加えて資金需要の
低迷による貸出金収支の減少（貸出残高：前年度末比約2兆円減少）
・前年同期の海外子会社売却に伴う配当金(約450億円)等の剥落の影響

"役務取引等利益 194億円増加
・ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝ･投資信託販売等の手数料増加により資金利益の減少をｶﾊﾞｰ

"特定取引利益＋その他業務利益 1,233億円減少
・市場関連収益の低迷により減少（国債等債券損益：1,234億円減少）

"経費 170億円減少

・人件費を中心に計画を上回る削減の実施

"与信関係費用 1,649億円減少
・企業再生の着実な進展等によりネットで335億円の戻入益を計上

"中間純利益 1,177億円減少
・外形標準課税訴訟還付等の前年同期特殊要因（約1千億円）の影響

"資金利益 732億円減少
・開示不良債権とその他要注意先債権の残高減少に加えて資金需要の
低迷による貸出金収支の減少（貸出残高：前年度末比約2兆円減少）
・前年同期の海外子会社売却に伴う配当金(約450億円)等の剥落の影響

"役務取引等利益 194億円増加
・ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝ･投資信託販売等の手数料増加により資金利益の減少をｶﾊﾞｰ

"特定取引利益＋その他業務利益 1,233億円減少
・市場関連収益の低迷により減少（国債等債券損益：1,234億円減少）

"経費 170億円減少

・人件費を中心に計画を上回る削減の実施

"与信関係費用 1,649億円減少
・企業再生の着実な進展等によりネットで335億円の戻入益を計上

"中間純利益 1,177億円減少
・外形標準課税訴訟還付等の前年同期特殊要因（約1千億円）の影響

増減要因等増減要因等増減要因等増減要因等(3行+再生専門子会社)増減要因等増減要因等増減要因等増減要因等(3行+再生専門子会社)

" 不良債権残高 9,662億円減少
・ｵﾌﾊﾞﾗﾝｽ化と企業再生の推進等により、当初年度計画を半年前倒しで

達成（不良債権比率：3.1%⇒半減目標達成）

" 繰延税金資産の純額（連結） 1,245億円減少
・連結Tier１に占める割合は29.8％ （前年度末比3.9%減少）

" 不良債権残高 9,662億円減少
・ｵﾌﾊﾞﾗﾝｽ化と企業再生の推進等により、当初年度計画を半年前倒しで

達成（不良債権比率：3.1%⇒半減目標達成）

" 繰延税金資産の純額（連結） 1,245億円減少
・連結Tier１に占める割合は29.8％ （前年度末比3.9%減少）

＜不良債権残高・繰延税金資産＞＜不良債権残高・繰延税金資産＞＜不良債権残高・繰延税金資産＞＜不良債権残高・繰延税金資産＞ （前年度末比）

＜業績＞＜業績＞＜業績＞＜業績＞ （前年同期比）

（億円）

中間純利益×2
（期首株主資本＋期末株主資本）÷2

＊連結業務純益＝子銀行単体実質業務純益－グループ内受取配当金

＋その他連結子会社単体実質業務純益(#)+持分法による投資損益
(#)その他連結子会社単体実質業務純益＝その他連結子会社経常利益
－同与信関係費用－同株式関係損益＋その他臨時経費

2004200420042004年度中間期の業績概要年度中間期の業績概要年度中間期の業績概要年度中間期の業績概要



5

グループ証券会社グループ証券会社グループ証券会社グループ証券会社（計数は単体ベース） その他グループ会社その他グループ会社その他グループ会社その他グループ会社

連単差の主な要因連単差の主な要因連単差の主な要因連単差の主な要因

! みずほ証券の利益：約みずほ証券の利益：約みずほ証券の利益：約みずほ証券の利益：約130億円億円億円億円

! 与信関係費用の低下を主因とするローン保証会社の利益を含む与信関係費用の低下を主因とするローン保証会社の利益を含む与信関係費用の低下を主因とするローン保証会社の利益を含む与信関係費用の低下を主因とするローン保証会社の利益を含む

その他子会社等の利益（受取配当金等調整後）：約その他子会社等の利益（受取配当金等調整後）：約その他子会社等の利益（受取配当金等調整後）：約その他子会社等の利益（受取配当金等調整後）：約140億円億円億円億円

! みずほ証券の第三者割当増資（割当先：農林中央金庫）に伴うみずほ証券の第三者割当増資（割当先：農林中央金庫）に伴うみずほ証券の第三者割当増資（割当先：農林中央金庫）に伴うみずほ証券の第三者割当増資（割当先：農林中央金庫）に伴う

みなし売却益他みなし売却益他みなし売却益他みなし売却益他

!証券会社を中心としたグループ総合金融力の発揮により、中間純利益の連単差は＋証券会社を中心としたグループ総合金融力の発揮により、中間純利益の連単差は＋証券会社を中心としたグループ総合金融力の発揮により、中間純利益の連単差は＋証券会社を中心としたグループ総合金融力の発揮により、中間純利益の連単差は＋419億円億円億円億円

!グループ全体での経費削減努力の結果、連結営業経費は前年同期比グループ全体での経費削減努力の結果、連結営業経費は前年同期比グループ全体での経費削減努力の結果、連結営業経費は前年同期比グループ全体での経費削減努力の結果、連結営業経費は前年同期比91億円圧縮億円圧縮億円圧縮億円圧縮

中間期中間期中間期中間期
業績概要業績概要業績概要業績概要

前年同期比

純営業収益 466 52

一般管販費 △ 258 △ 64

経常利益 210 △ 8

中間純利益 129 5

04年度
上期

前年同期比

純営業収益 225 △ 4

一般管販費 △ 179 △ 4

経常利益 48 △ 8

中間純利益 25 △ 24

04年度
上期

前年同期比

純営業収益 532 18

一般管販費 △ 480 △ 52

経常利益 70 △ 23

中間純利益 65 △ 25

04年度
上期

! シンクタンク（みずほ総合研究所）・ベンチャーキャピタルシンクタンク（みずほ総合研究所）・ベンチャーキャピタルシンクタンク（みずほ総合研究所）・ベンチャーキャピタルシンクタンク（みずほ総合研究所）・ベンチャーキャピタル

（みずほｷｬﾋﾟﾀﾙ）・システム関連会社（みずほ情報総研）他を（みずほｷｬﾋﾟﾀﾙ）・システム関連会社（みずほ情報総研）他を（みずほｷｬﾋﾟﾀﾙ）・システム関連会社（みずほ情報総研）他を（みずほｷｬﾋﾟﾀﾙ）・システム関連会社（みずほ情報総研）他を

中心に、業績は概ね良好中心に、業績は概ね良好中心に、業績は概ね良好中心に、業績は概ね良好

!みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行海外現法（みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行海外現法（みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行海外現法（みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行海外現法（MHCBMHCBMHCBMHCBｱﾒﾘｶｱﾒﾘｶｱﾒﾘｶｱﾒﾘｶ････ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ）とﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ）とﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ）とﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ）と

みずほ証券海外現法（みずほｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ）も収益増強にみずほ証券海外現法（みずほｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ）も収益増強にみずほ証券海外現法（みずほｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ）も収益増強にみずほ証券海外現法（みずほｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ）も収益増強に

寄与寄与寄与寄与

（億円）

株式引受シェアの上昇・グループ内連携強化による株式引受シェアの上昇・グループ内連携強化による株式引受シェアの上昇・グループ内連携強化による株式引受シェアの上昇・グループ内連携強化による

受入手数料の増強が収益に貢献受入手数料の増強が収益に貢献受入手数料の増強が収益に貢献受入手数料の増強が収益に貢献

連単差連単差連単差連単差

中間純利益の連単差は改善：中間純利益の連単差は改善：中間純利益の連単差は改善：中間純利益の連単差は改善： 419億円億円億円億円（前年同期：（前年同期：（前年同期：（前年同期：△△△△543億円）億円）億円）億円）

債券関連の強みに加え、株式関連の

主幹事実績の積上げによる引受ｼｪｱの
上昇や好調なｾｶﾝﾀﾞﾘｰ業務等を背景に、
経常利益は半期の過去最高であった
前年同期並みの実績

株式関連の引受売出手数料を中心に
受入手数料は前年同期比31億円増加
したが、ﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ損益の減少と減損
会計の導入等により減益

ﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ損益の減少を株式関連業務
を中心とする手数料収入の増収等にて
ｶﾊﾞｰしたが、ｼｽﾃﾑ開発費等の増加に
より減益

3333銀行以外の主要グループ会社業績概要銀行以外の主要グループ会社業績概要銀行以外の主要グループ会社業績概要銀行以外の主要グループ会社業績概要

!みずほ証券みずほ証券みずほ証券みずほ証券

!みずほｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券みずほｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券みずほｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券みずほｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券

!新光証券新光証券新光証券新光証券
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中間期中間期中間期中間期
業績概要業績概要業績概要業績概要 3333銀行の部門別収益状況銀行の部門別収益状況銀行の部門別収益状況銀行の部門別収益状況

（億円）

03年度 04年度

前年同期比

【みずほ銀行+再生専門子会社】【みずほ銀行+再生専門子会社】【みずほ銀行+再生専門子会社】【みずほ銀行+再生専門子会社】
粗利益 1 ,446 2,908 1,510 +64        

個人部門 経費 △1 ,148 △2,203 △1,047 +101       

業務純益 298 705 463 +165       

粗利益 2,593 5,203 2,637 +44        

法人部門 経費 △1 ,448 △2,832 △1,358 +90        

業務純益 1 ,145 2,371 1,279 +134       

(小計） 粗利益 4,039 8,111 4,147 +108       

顧客部門 経費 △2,596 △5,035 △2,405 +191       

業務純益 1 ,443 3,076 1,742 +299       

粗利益 1 ,043 1,676 309 △734     

経費 △339 △725 △399 △60       

業務純益 704 951 △90 △794     

粗利益 5,082 9,787 4,455 △626     

合計 経費 △2,936 △5,760 △2,803 +132       

業務純益 2,147 4,026 1,652 △494     

【みずほコーポレート銀行+再生専門子会社】【みずほコーポレート銀行+再生専門子会社】【みずほコーポレート銀行+再生専門子会社】【みずほコーポレート銀行+再生専門子会社】
粗利益 1 ,853 3,840 1,934 +81        

国内部門 経費 △513 △1,041 △481 +32        

業務純益 1 ,340 2,799 1,453 +113       

粗利益 345 646 298 △47       

国際部門 経費 △189 △335 △162 +27        

業務純益 156 311 136 △20       

(小計） 粗利益 2,198 4,486 2,232 +34        

顧客部門 経費 △702 △1,376 △643 +59        

業務純益 1 ,496 3,110 1,589 +93        

粗利益 1 ,775 2,421 561 △1,214   

経費 △372 △728 △403 △31       

業務純益 1 ,403 1,693 158 △1,245   

粗利益 3,973 6,908 2,793 △1,180   

合計 経費 △1 ,074 △2,104 △1,046 +27        

業務純益 2,899 4,803 1,746 △1,153   

【みずほ信託銀行+再生専門子会社】【みずほ信託銀行+再生専門子会社】【みずほ信託銀行+再生専門子会社】【みずほ信託銀行+再生専門子会社】
粗利益 636 1,420 647 +10        

経費 △366 △709 △355 +11        

業務純益 270 710 292 +21        

上期実績 実績 上期実績

市場部門
その他

市場部門
その他

! [個人部門] 投資信託等を中心とした非金利収支の増強を主因に粗利が増加し、リストラ施策
の進展による経費削減と合わせ、業務純益で前年同期比 +165億円。

! [法人部門] 資金需要の低迷等による貸出金収支の減少をソリューションビジネス推進による
役務収益増強と経費削減でカバーし、業務純益で前年同期比 +134億円。

以上により、顧客部門収益は増加（前年同期比 +299億円）。

! [市場部門その他] 債券関係損益の大幅減少を主因とした市場部門の低迷により、前年同期
比 △794億円。

みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行

! [国内部門] 資金需要の低迷等により貸出金収支が減少したものの、シンジケーション業務収
入や一体運営を行なっているみずほ証券の収益貢献(配当）と経費削減により、業務純益で
前年同期比 +113億円。

! [国際部門] 貸出金収支の減少を非金利収支増加と経費削減により一部カバーし、業務純益
で前年同期比 △20億円。

以上により、顧客部門収益は増加（前年同期比 +93億円）。

! [市場部門その他] 債券関係損益の減少、更に、前年度上期の海外子会社配当要因（約450
億円）一部剥落等により、業務純益で前年同期比 △1,245億円と大幅減少。

みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行

(注記）
1.左記計数は、内部管理データに基づき、表中に記載の各部門毎に集計した参考値
2.2004年度に、以下の内部収益管理ルール等を変更（2003年度の実績についても、過去の開示から一部変更）
・BK：支店経費管理の枠組変更、プロダクツ所管部組織変更にともない、法･個人間の収益･経費配分を一部変更
・CB：国際部門計数について、為替変動の影響調整
・BK/CB：顧客部門粗利益にコア預金収益を計上、自行債権流動化益は市場部門その他に含む

! [財管部門] 不動産業務・金銭債権の流動化等の資産金融業務、証券代行業務が好調で、前
年同期比 +30億円。粗利益に占める財管部門収益は約49%に向上(前年同期比 +4%）。

! [資金部門] 国債等債券関係損益の減少を主因に前年同期比 △19億円。

! [経費] システム投資等により物件費は増加するも、退職給付関連費用等の減少を主因に人
件費は減少、経費全体でも前年同期比 △11億円。

みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行
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２．２．２．２． 財務体質の着実な改善財務体質の着実な改善財務体質の着実な改善財務体質の着実な改善
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△△△△2.0

△△△△1.5

△△△△1.0

△△△△0.5

0.0

0.5

1.0

03年度上期03年度上期03年度上期03年度上期 03年度下期03年度下期03年度下期03年度下期 04年度上期04年度上期04年度上期04年度上期

0

1

2

3

4

5

6

02年9月末02年9月末02年9月末02年9月末 03年3月末03年3月末03年3月末03年3月末 04年3月末04年3月末04年3月末04年3月末 04年9月末04年9月末04年9月末04年9月末 05年3月末05年3月末05年3月末05年3月末

残高削減ペースを加速し、残高削減ペースを加速し、残高削減ペースを加速し、残高削減ペースを加速し、04年年年年3月末比月末比月末比月末比1兆円弱の減少兆円弱の減少兆円弱の減少兆円弱の減少

不良債権比率も不良債権比率も不良債権比率も不良債権比率も3.1％と％と％と％と05年年年年3月期の半減目標を月期の半減目標を月期の半減目標を月期の半減目標を

半年前倒しで達成し、メガバンク中トップへ半年前倒しで達成し、メガバンク中トップへ半年前倒しで達成し、メガバンク中トップへ半年前倒しで達成し、メガバンク中トップへ

不良債権の推移不良債権の推移不良債権の推移不良債権の推移
＜金融再生法開示債権＞＜金融再生法開示債権＞＜金融再生法開示債権＞＜金融再生法開示債権＞

（兆円）（兆円）（兆円）（兆円）

（修正計画）（修正計画）（修正計画）（修正計画）

6.4% 6.2% 4.4% 2%台前半台前半台前半台前半不良債権比率不良債権比率不良債権比率不良債権比率

54,249億円億円億円億円 47,859億円億円億円億円 31,910億円億円億円億円 1兆円台半ば兆円台半ば兆円台半ば兆円台半ば不良債権残高不良債権残高不良債権残高不良債権残高

（（（（3333行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）

*5月発表の不良債権残高削減計画

財務体質の財務体質の財務体質の財務体質の
着実な改善着実な改善着実な改善着実な改善

22,247億円億円億円億円

3.1%

（従来計画*）
2兆円台半ば

半減半減半減半減

新規発生新規発生新規発生新規発生 償却償却償却償却 回収・債権売却等回収・債権売却等回収・債権売却等回収・債権売却等正常債権化正常債権化正常債権化正常債権化

（（（（3333行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）

（兆円）（兆円）（兆円）（兆円）

0.4
0.3 0.3

不良債権増減の要因分析不良債権増減の要因分析不良債権増減の要因分析不良債権増減の要因分析
＜金融再生法開示債権の増減要因＞＜金融再生法開示債権の増減要因＞＜金融再生法開示債権の増減要因＞＜金融再生法開示債権の増減要因＞

不良債権の不良債権の不良債権の不良債権の新規発生は新規発生は新規発生は新規発生は低水準に定着低水準に定着低水準に定着低水準に定着
（みずほ銀行の中堅・中小企業向け貸出においても、新規発生は減少傾向）（みずほ銀行の中堅・中小企業向け貸出においても、新規発生は減少傾向）（みずほ銀行の中堅・中小企業向け貸出においても、新規発生は減少傾向）（みずほ銀行の中堅・中小企業向け貸出においても、新規発生は減少傾向）

企業再生の着実な進展・取引先企業の業績回復による企業再生の着実な進展・取引先企業の業績回復による企業再生の着実な進展・取引先企業の業績回復による企業再生の着実な進展・取引先企業の業績回復による
正常債権化・回収等が顕著正常債権化・回収等が顕著正常債権化・回収等が顕著正常債権化・回収等が顕著

要管理債権要管理債権要管理債権要管理債権 危険債権危険債権危険債権危険債権 破産更生等債権破産更生等債権破産更生等債権破産更生等債権

△△△△0.8

△△△△1.4
△△△△1.3

半年半年半年半年
前倒し前倒し前倒し前倒し
達成達成達成達成

不良債権問題の終息（１）不良債権問題の終息（１）不良債権問題の終息（１）不良債権問題の終息（１）～不良債権半減目標の達成～不良債権半減目標の達成～不良債権半減目標の達成～不良債権半減目標の達成

残高減少要因残高減少要因残高減少要因残高減少要因

△△△△0.4兆円兆円兆円兆円 △△△△1.1兆円兆円兆円兆円 △△△△0.9兆円兆円兆円兆円（ネット増減額）（ネット増減額）（ネット増減額）（ネット増減額）

㋑㋑㋑㋑

㋺㋺㋺㋺

㋩㋩㋩㋩

㋑㋑㋑㋑ ㋺㋺㋺㋺ ㋩㋩㋩㋩

㋑㋑㋑㋑

㋩㋩㋩㋩

㋥㋥㋥㋥

㋑㋑㋑㋑

㋺㋺㋺㋺

㋥㋥㋥㋥

㋑㋑㋑㋑ ㋺㋺㋺㋺ ㋩㋩㋩㋩ ㋥㋥㋥㋥
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△△△△1,000

0

1,000

2,000

3,000

03年度上期03年度上期03年度上期03年度上期 03年度下期03年度下期03年度下期03年度下期 04年度上期04年度上期04年度上期04年度上期

区分遷移等（新規発生を含む）に伴う費用は区分遷移等（新規発生を含む）に伴う費用は区分遷移等（新規発生を含む）に伴う費用は区分遷移等（新規発生を含む）に伴う費用は
着実に減少着実に減少着実に減少着実に減少 与信関係費用の低減化与信関係費用の低減化与信関係費用の低減化与信関係費用の低減化

（億円）（億円）（億円）（億円）

450（（（（△△△△1,900））））
△△△△335

３行３行３行３行

++++再生専門子会社再生専門子会社再生専門子会社再生専門子会社

各行別各行別各行別各行別
与信関係費用与信関係費用与信関係費用与信関係費用

150（（（（0））））△△△△400（（（（△△△△1,200））））700（（（（△△△△700））））04040404年度通期見込（従来見込年度通期見込（従来見込年度通期見込（従来見込年度通期見込（従来見込****比）比）比）比）

90△△△△59917204040404年度上期実績年度上期実績年度上期実績年度上期実績

みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行
++++再生専門子会社再生専門子会社再生専門子会社再生専門子会社

みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行
++++再生専門子会社再生専門子会社再生専門子会社再生専門子会社

みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行
++++再生専門子会社再生専門子会社再生専門子会社再生専門子会社

財務体質の財務体質の財務体質の財務体質の
着実な改善着実な改善着実な改善着実な改善

23,712

20,952

2,379

 △△△△335

785

 △△△△1,000

4,000

9,000

14,000

19,000

24,000
（億円）（億円）（億円）（億円）

与信関係費用の推移与信関係費用の推移与信関係費用の推移与信関係費用の推移

01年度年度年度年度 02年度年度年度年度 03年度年度年度年度 04年度上期年度上期年度上期年度上期 04年度下期年度下期年度下期年度下期

（計画）（計画）（計画）（計画）

（（（（3333行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）

区分遷移等（新規発生を含む）に伴う費用（ネット）区分遷移等（新規発生を含む）に伴う費用（ネット）区分遷移等（新規発生を含む）に伴う費用（ネット）区分遷移等（新規発生を含む）に伴う費用（ネット） 最終処理に伴う費用（ネット）最終処理に伴う費用（ネット）最終処理に伴う費用（ネット）最終処理に伴う費用（ネット）

与信関係費用減少の要因分析与信関係費用減少の要因分析与信関係費用減少の要因分析与信関係費用減少の要因分析

（（（（3333行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）

04040404年度通期見込年度通期見込年度通期見込年度通期見込
450450450450億円億円億円億円

（従来見込（従来見込（従来見込（従来見込****比比比比△△△△1,9001,9001,9001,900億円億円億円億円）

*5月発表の与信関係費用見込

不良債権問題の終息（２）不良債権問題の終息（２）不良債権問題の終息（２）不良債権問題の終息（２）～与信関係費用の大幅減少～与信関係費用の大幅減少～与信関係費用の大幅減少～与信関係費用の大幅減少

（億円）（億円）（億円）（億円）
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2222

3333

4444

5555

6666

7777

03年3月末03年3月末03年3月末03年3月末 03年9月末03年9月末03年9月末03年9月末 04年3月末04年3月末04年3月末04年3月末 04年9月末04年9月末04年9月末04年9月末

アセットクオリティの他グループ比較アセットクオリティの他グループ比較アセットクオリティの他グループ比較アセットクオリティの他グループ比較

（兆円）（兆円）（兆円）（兆円）

約約約約6.4兆円兆円兆円兆円

約約約約5.4兆円兆円兆円兆円

約約約約6.1兆円兆円兆円兆円

その他要注意先残高その他要注意先残高その他要注意先残高その他要注意先残高その他要注意先残高その他要注意先残高その他要注意先残高その他要注意先残高 平均行内格付の推移平均行内格付の推移平均行内格付の推移平均行内格付の推移平均行内格付の推移平均行内格付の推移平均行内格付の推移平均行内格付の推移

5555

6666

7777
02年4月02年4月02年4月02年4月 02年9月02年9月02年9月02年9月 03年3月03年3月03年3月03年3月 03年9月03年9月03年9月03年9月 04年3月04年3月04年3月04年3月 04年9月04年9月04年9月04年9月

与信残高加重平均ベース与信残高加重平均ベース与信残高加重平均ベース与信残高加重平均ベース
正常先・要注意先の行内格付正常先・要注意先の行内格付正常先・要注意先の行内格付正常先・要注意先の行内格付(A1(A1(A1(A1～～～～E2)E2)E2)E2)をををを
数値化数値化数値化数値化(1(1(1(1～～～～13)13)13)13)して加重平均したものして加重平均したものして加重平均したものして加重平均したもの

不良債権問題の終息（３）不良債権問題の終息（３）不良債権問題の終息（３）不良債権問題の終息（３）～ｱｾｯﾄｸｵﾘﾃｨに関する分析～ｱｾｯﾄｸｵﾘﾃｨに関する分析～ｱｾｯﾄｸｵﾘﾃｨに関する分析～ｱｾｯﾄｸｵﾘﾃｨに関する分析
財務体質の財務体質の財務体質の財務体質の
着実な改善着実な改善着実な改善着実な改善

高高高高

低低低低

アセットクオリティの改善アセットクオリティの改善アセットクオリティの改善アセットクオリティの改善

みずほみずほみずほみずほみずほみずほみずほみずほ財務指標財務指標財務指標財務指標財務指標財務指標財務指標財務指標
(04/9(04/9末末末末末末末末))

2.22.2兆円兆円兆円兆円兆円兆円兆円兆円不良債権残高不良債権残高不良債権残高不良債権残高
（金融再生法開示債権）（金融再生法開示債権）（金融再生法開示債権）（金融再生法開示債権）

3.14%3.14%不良債権比率不良債権比率不良債権比率不良債権比率*1

（金融再生法開示債権）（金融再生法開示債権）（金融再生法開示債権）（金融再生法開示債権）

△△△△△△△△335335億円億円億円億円億円億円億円億円与信関係費用与信関係費用与信関係費用与信関係費用
（（（（△△△△は戻入益）は戻入益）は戻入益）は戻入益）

42.2%42.2%要管理先債権引当率要管理先債権引当率要管理先債権引当率要管理先債権引当率
（対信用部分）（対信用部分）（対信用部分）（対信用部分）

（出所）各行資料
*1：金融再生法ﾍﾞｰｽの債権に対する不良債権残高の比率
*2：与信関係費用に償却債権取立益を含む

3333行＋再生行＋再生行＋再生行＋再生
専門子会社専門子会社専門子会社専門子会社

高い引当水準を維持しつつ着実な不良債権処理を実施高い引当水準を維持しつつ着実な不良債権処理を実施高い引当水準を維持しつつ着実な不良債権処理を実施高い引当水準を維持しつつ着実な不良債権処理を実施

####他グループ比、アセットクオリティは顕著に改善他グループ比、アセットクオリティは顕著に改善他グループ比、アセットクオリティは顕著に改善他グループ比、アセットクオリティは顕著に改善

引当率引当率引当率引当率引当率引当率引当率引当率

危険債権（対信用部分）危険債権（対信用部分）危険債権（対信用部分）危険債権（対信用部分）

要管理先債権（対信用部分）要管理先債権（対信用部分）要管理先債権（対信用部分）要管理先債権（対信用部分）

その他要注意先債権（対債権額）その他要注意先債権（対債権額）その他要注意先債権（対債権額）その他要注意先債権（対債権額）

高い引当水準高い引当水準高い引当水準高い引当水準高い引当水準高い引当水準高い引当水準高い引当水準～資産劣化リスクへの備え～資産劣化リスクへの備え～資産劣化リスクへの備え～資産劣化リスクへの備え～資産劣化リスクへの備え～資産劣化リスクへの備え～資産劣化リスクへの備え～資産劣化リスクへの備え

（（（（3333行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）

（（（（2222行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）（行内格付）（行内格付）（行内格付）（行内格付）（（（（3333行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）

約約約約約約約約55%55%DCF対象先（対信用部分）対象先（対信用部分）対象先（対信用部分）対象先（対信用部分）

04/9末末末末

70.1%70.1%

42.2%42.2%

9.66%9.66%

＋約＋約＋約＋約＋約＋約＋約＋約5%5%

前年度末比前年度末比前年度末比前年度末比

△△△△△△△△8.8%8.8%

＋＋＋＋＋＋＋＋0.9%0.9%

△△△△△△△△0.71%0.71%

約約約約4.1兆円兆円兆円兆円

4.4%

4,557億円億円億円億円

38.7%

2.4兆円兆円兆円兆円

SMFGSMFG

子銀行単体子銀行単体子銀行単体子銀行単体

4.1兆円兆円兆円兆円

3.28%

501億円億円億円億円 6,141億円億円億円億円*2

9.42%

32.31% 52.32%

1.6兆円兆円兆円兆円

UFJUFJMTFGMTFG

2222行合算行合算行合算行合算 子銀行合算子銀行合算子銀行合算子銀行合算
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企業再生プロジェクトも最終段階へ企業再生プロジェクトも最終段階へ企業再生プロジェクトも最終段階へ企業再生プロジェクトも最終段階へ

再生専門子会社における不良債権の推移再生専門子会社における不良債権の推移再生専門子会社における不良債権の推移再生専門子会社における不良債権の推移

金融再生法開示債権残高は大きく減少金融再生法開示債権残高は大きく減少金融再生法開示債権残高は大きく減少金融再生法開示債権残高は大きく減少

再生ｽｷｰﾑ提供再生ｽｷｰﾑ提供再生ｽｷｰﾑ提供再生ｽｷｰﾑ提供

みずほグループ各社みずほグループ各社みずほグループ各社みずほグループ各社日本政策投資銀行日本政策投資銀行日本政策投資銀行日本政策投資銀行
（（（（DBJ)DBJ)DBJ)DBJ)外資系５社外資系５社外資系５社外資系５社

再生アドバイザリー会社再生アドバイザリー会社再生アドバイザリー会社再生アドバイザリー会社

((((株株株株)))) みずほｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰみずほｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰみずほｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰみずほｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ

再生専門子会社再生専門子会社再生専門子会社再生専門子会社

（株）みずほプロジェクト（株）みずほプロジェクト（株）みずほプロジェクト（株）みずほプロジェクト、、、、 （株）みずほコーポレート（株）みずほコーポレート（株）みずほコーポレート（株）みずほコーポレート
（株）みずほグローバル、（株）みずほグローバル、（株）みずほグローバル、（株）みずほグローバル、 （株）みずほアセット（株）みずほアセット（株）みずほアセット（株）みずほアセット

（株）みずほプロジェクト（株）みずほプロジェクト（株）みずほプロジェクト（株）みずほプロジェクト、、、、 （株）みずほコーポレート（株）みずほコーポレート（株）みずほコーポレート（株）みずほコーポレート
（株）みずほグローバル、（株）みずほグローバル、（株）みずほグローバル、（株）みずほグローバル、 （株）みずほアセット（株）みずほアセット（株）みずほアセット（株）みずほアセット

(10%) (60%) (100%)(30%)

企業再生プロジェクト推進体制企業再生プロジェクト推進体制企業再生プロジェクト推進体制企業再生プロジェクト推進体制

財務体質の財務体質の財務体質の財務体質の
着実な改善着実な改善着実な改善着実な改善

0

1

2

3

03年9月末03年9月末03年9月末03年9月末 04年3月末04年3月末04年3月末04年3月末 04年9月末04年9月末04年9月末04年9月末

△△△△６０％６０％６０％６０％

24,650億円億円億円億円 17,731億円億円億円億円 9,924億円億円億円億円

（兆円）（兆円）（兆円）（兆円）

設立時設立時設立時設立時
（（（（03/7）））） 04/9末末末末04/3末末末末

―――― △△△△204億円億円億円億円 762億円億円億円億円当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益

約約約約950社社社社 約約約約500社社社社 約約約約400社社社社債務者数債務者数債務者数債務者数

4.2兆円兆円兆円兆円 3.1兆円兆円兆円兆円 2.4兆円兆円兆円兆円

（再生専門子会社（再生専門子会社（再生専門子会社（再生専門子会社4社合算）社合算）社合算）社合算）

産業再生機構
支援要請先

（設立時以降企業再生に伴う正常債権化額：約（設立時以降企業再生に伴う正常債権化額：約（設立時以降企業再生に伴う正常債権化額：約（設立時以降企業再生に伴う正常債権化額：約0.7兆円兆円兆円兆円（（（（04/9末時点）末時点）末時点）末時点）））））

債権債権債権債権****

＊部分直接償却前

再生専門子会社の実績再生専門子会社の実績再生専門子会社の実績再生専門子会社の実績

（再生専門子会社（再生専門子会社（再生専門子会社（再生専門子会社4社合算）社合算）社合算）社合算）

企業再生を企業再生を企業再生を企業再生を 終結させる計画は、前倒しで進捗終結させる計画は、前倒しで進捗終結させる計画は、前倒しで進捗終結させる計画は、前倒しで進捗

開示債権残高は、開示債権残高は、開示債権残高は、開示債権残高は、03030303年年年年9999月末以降月末以降月末以降月末以降1111年で年で年で年で““““６割の削減６割の削減６割の削減６割の削減””””を実現を実現を実現を実現

####産業再生機構への支援要請を決めた債務者を勘案すると、産業再生機構への支援要請を決めた債務者を勘案すると、産業再生機構への支援要請を決めた債務者を勘案すると、産業再生機構への支援要請を決めた債務者を勘案すると、

####開示債権残高は更に減少（開示債権残高は更に減少（開示債権残高は更に減少（開示債権残高は更に減少（7,5007,5007,5007,500億円を下回る水準へ）億円を下回る水準へ）億円を下回る水準へ）億円を下回る水準へ）
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4.0

03年3月末03年3月末03年3月末03年3月末 04年3月末04年3月末04年3月末04年3月末 04年9月末04年9月末04年9月末04年9月末 05年3月末05年3月末05年3月末05年3月末

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18
20

03年3月末03年3月末03年3月末03年3月末 03年9月末03年9月末03年9月末03年9月末 04年3月末04年3月末04年3月末04年3月末 04年9月末04年9月末04年9月末04年9月末

0

1

2

3

4

5
TB/FB
中長期債中長期債中長期債中長期債
平均残存期間平均残存期間平均残存期間平均残存期間

（兆円）（兆円）（兆円）（兆円）

評価差額評価差額評価差額評価差額評価差額評価差額評価差額評価差額（億円）（億円）（億円）（億円）（億円）（億円）（億円）（億円） +8,416 +7,739

3.9

取得原価取得原価取得原価取得原価

時価時価時価時価

（兆円）（兆円）（兆円）（兆円）

3.4

評
価
差
額

評
価
差
額

評
価
差
額

評
価
差
額

（計画）（計画）（計画）（計画）

（（（（3333行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）行＋再生専門子会社）

04040404年年年年9999月末債券金利感応度（月末債券金利感応度（月末債券金利感応度（月末債券金利感応度（10BPV)10BPV)10BPV)10BPV)

円貨：円貨：円貨：円貨：△△△△185185185185億円（億円（億円（億円（+43+43+43+43億円）億円）億円）億円） 外貨：外貨：外貨：外貨：△△△△107107107107億円（億円（億円（億円（△△△△10101010億円）億円）億円）億円）

（（（（3333行＋再生専門子会社、除く信託勘定）行＋再生専門子会社、除く信託勘定）行＋再生専門子会社、除く信託勘定）行＋再生専門子会社、除く信託勘定）

△△△△1,911 △△△△1,429

2.8

4.2

3.0

（国債（国債（国債（国債B/SB/SB/SB/S計上額）計上額）計上額）計上額）
117,162億円億円億円億円 151,385億円億円億円億円 193,195億円億円億円億円

（（（（10101010年国債利回）年国債利回）年国債利回）年国債利回）
0.70% 1.38% 1.435%

△△△△2,200

（（（（取得原価推移取得原価推移取得原価推移取得原価推移））））
39,480億円億円億円億円 34,607億円億円億円億円

財務体質の財務体質の財務体質の財務体質の
着実な改善着実な改善着実な改善着実な改善

（年）（年）（年）（年）

3.1

31,115億円億円億円億円

2.7

1.44%

195,899億円億円億円億円

着実な株式保有リスクの削減着実な株式保有リスクの削減着実な株式保有リスクの削減着実な株式保有リスクの削減

株式ポートフォリオの状況株式ポートフォリオの状況株式ポートフォリオの状況株式ポートフォリオの状況
＜その他有価証券（時価のあるもの）＞＜その他有価証券（時価のあるもの）＞＜その他有価証券（時価のあるもの）＞＜その他有価証券（時価のあるもの）＞

国債ポートフォリオの状況国債ポートフォリオの状況国債ポートフォリオの状況国債ポートフォリオの状況
＜その他有価証券（時価のあるもの）＞＜その他有価証券（時価のあるもの）＞＜その他有価証券（時価のあるもの）＞＜その他有価証券（時価のあるもの）＞

中長期債を中心とした平均残存期間の短縮化と中長期債を中心とした平均残存期間の短縮化と中長期債を中心とした平均残存期間の短縮化と中長期債を中心とした平均残存期間の短縮化と
ヘッジ比率のアップにより金利上昇リスクに対応ヘッジ比率のアップにより金利上昇リスクに対応ヘッジ比率のアップにより金利上昇リスクに対応ヘッジ比率のアップにより金利上昇リスクに対応

2行合算 行内管理ベース
括弧内は04年3月末からの増減取得原価取得原価取得原価取得原価/Tier1/Tier1/Tier1/Tier1比比比比 03030303年年年年3333月末：月末：月末：月末：113%113%113%113%→→→→04040404年年年年9999月末：月末：月末：月末：77%77%77%77%

約約約約3,5003,5003,5003,500億円の削減実績億円の削減実績億円の削減実績億円の削減実績
うち日銀へ売却：約うち日銀へ売却：約うち日銀へ売却：約うち日銀へ売却：約500500500500億円億円億円億円
うち取得機構へ売却：約うち取得機構へ売却：約うち取得機構へ売却：約うち取得機構へ売却：約300300300300億円億円億円億円

株式・国債ポートフォリオリスクへの対応株式・国債ポートフォリオリスクへの対応株式・国債ポートフォリオリスクへの対応株式・国債ポートフォリオリスクへの対応

評価差額評価差額評価差額評価差額評価差額評価差額評価差額評価差額（億円）（億円）（億円）（億円）（億円）（億円）（億円）（億円）
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!リスクカテゴリー毎にリスクキャピタルを配賦リスクカテゴリー毎にリスクキャピタルを配賦リスクカテゴリー毎にリスクキャピタルを配賦リスクカテゴリー毎にリスクキャピタルを配賦

!リスクのコントロールと資本効率の向上を追求リスクのコントロールと資本効率の向上を追求リスクのコントロールと資本効率の向上を追求リスクのコントロールと資本効率の向上を追求

!新新新新BISBISBISBIS規制への対応規制への対応規制への対応規制への対応

Tier Tier Tier Tier １１１１ 等等等等

（配分原資）（配分原資）（配分原資）（配分原資）

株価リスク株価リスク株価リスク株価リスク

（リスク）（リスク）（リスク）（リスク）

信用リスク信用リスク信用リスク信用リスク

市場リスク市場リスク市場リスク市場リスク

リスクキャピタルの配賦リスクキャピタルの配賦リスクキャピタルの配賦リスクキャピタルの配賦 リスク削減状況リスク削減状況リスク削減状況リスク削減状況（各期首における配賦ﾘｽｸｷｬﾋﾟﾀﾙﾍﾞｰｽ）（各期首における配賦ﾘｽｸｷｬﾋﾟﾀﾙﾍﾞｰｽ）（各期首における配賦ﾘｽｸｷｬﾋﾟﾀﾙﾍﾞｰｽ）（各期首における配賦ﾘｽｸｷｬﾋﾟﾀﾙﾍﾞｰｽ）

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙﾘｽｸｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙﾘｽｸｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙﾘｽｸｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙﾘｽｸ等等等等

（（（（2222行行行行++++再生専門子会社）再生専門子会社）再生専門子会社）再生専門子会社）

0000

20202020

40404040

60606060

80808080

100100100100

02/上02/上02/上02/上 02/下02/下02/下02/下 03/上03/上03/上03/上 03/下03/下03/下03/下 04/上04/上04/上04/上 04/下04/下04/下04/下

信用リスク信用リスク信用リスク信用リスク 株価リスク株価リスク株価リスク株価リスク 市場リスク市場リスク市場リスク市場リスク

2002200220022002年度上期の期首配賦ﾘｽｸｷｬﾋﾟﾀﾙを年度上期の期首配賦ﾘｽｸｷｬﾋﾟﾀﾙを年度上期の期首配賦ﾘｽｸｷｬﾋﾟﾀﾙを年度上期の期首配賦ﾘｽｸｷｬﾋﾟﾀﾙを100100100100とした場合における推移とした場合における推移とした場合における推移とした場合における推移

＜リスクキャピタルの算出方法＞＜リスクキャピタルの算出方法＞＜リスクキャピタルの算出方法＞＜リスクキャピタルの算出方法＞

・・・・・・・・・・・・ 期間１年、信頼区間期間１年、信頼区間期間１年、信頼区間期間１年、信頼区間99%99%99%99%をベースに、各リスクをベースに、各リスクをベースに、各リスクをベースに、各リスク
カテゴリー毎に算出カテゴリー毎に算出カテゴリー毎に算出カテゴリー毎に算出

財務諸課題の一掃により、信用・株価リスクを財務諸課題の一掃により、信用・株価リスクを財務諸課題の一掃により、信用・株価リスクを財務諸課題の一掃により、信用・株価リスクを

中心にリスク削減は着実に進展中心にリスク削減は着実に進展中心にリスク削減は着実に進展中心にリスク削減は着実に進展

#### 今後は収益分野に資本を重点配賦今後は収益分野に資本を重点配賦今後は収益分野に資本を重点配賦今後は収益分野に資本を重点配賦

財務体質の財務体質の財務体質の財務体質の
着実な改善着実な改善着実な改善着実な改善

参考参考参考参考

04/904/904/904/9末における当グループのリスクキャピタル（使用ベース）は、末における当グループのリスクキャピタル（使用ベース）は、末における当グループのリスクキャピタル（使用ベース）は、末における当グループのリスクキャピタル（使用ベース）は、
グループ連結グループ連結グループ連結グループ連結Tier1Tier1Tier1Tier1の約の約の約の約6666割割割割

リスクコントロールの着実な進展リスクコントロールの着実な進展リスクコントロールの着実な進展リスクコントロールの着実な進展～ﾘｽｸｷｬﾋﾟﾀﾙ配賦～ﾘｽｸｷｬﾋﾟﾀﾙ配賦～ﾘｽｸｷｬﾋﾟﾀﾙ配賦～ﾘｽｸｷｬﾋﾟﾀﾙ配賦
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税効果会計税効果会計税効果会計税効果会計税効果会計税効果会計税効果会計税効果会計税効果会計税効果会計税効果会計税効果会計

!将来課税所得の保守的見積りを継続将来課税所得の保守的見積りを継続将来課税所得の保守的見積りを継続将来課税所得の保守的見積りを継続

"評価性引当金評価性引当金評価性引当金評価性引当金16,67416,67416,67416,674億円計上億円計上億円計上億円計上 （（（（04040404年年年年9999月末月末月末月末 3333行合算）行合算）行合算）行合算）

!課税所得計上（課税所得計上（課税所得計上（課税所得計上（2,7602,7602,7602,760億円億円億円億円（概算、（概算、（概算、（概算、3333行合算）行合算）行合算）行合算））により繰延税金）により繰延税金）により繰延税金）により繰延税金

資産の残高は着実に減少資産の残高は着実に減少資産の残高は着実に減少資産の残高は着実に減少

" 04040404年年年年9999月末連結繰延税金資産純額月末連結繰延税金資産純額月末連結繰延税金資産純額月末連結繰延税金資産純額 12,08412,08412,08412,084億円億円億円億円

"連結連結連結連結Tier1Tier1Tier1Tier1に対する比率はに対する比率はに対する比率はに対する比率は29.8%29.8%29.8%29.8%に低下に低下に低下に低下

!将来課税所得の保守的見積りを継続将来課税所得の保守的見積りを継続将来課税所得の保守的見積りを継続将来課税所得の保守的見積りを継続

"評価性引当金評価性引当金評価性引当金評価性引当金16,67416,67416,67416,674億円計上億円計上億円計上億円計上 （（（（04040404年年年年9999月末月末月末月末 3333行合算）行合算）行合算）行合算）

!課税所得計上（課税所得計上（課税所得計上（課税所得計上（2,7602,7602,7602,760億円億円億円億円（概算、（概算、（概算、（概算、3333行合算）行合算）行合算）行合算））により繰延税金）により繰延税金）により繰延税金）により繰延税金

資産の残高は着実に減少資産の残高は着実に減少資産の残高は着実に減少資産の残高は着実に減少

" 04040404年年年年9999月末連結繰延税金資産純額月末連結繰延税金資産純額月末連結繰延税金資産純額月末連結繰延税金資産純額 12,08412,08412,08412,084億円億円億円億円

"連結連結連結連結Tier1Tier1Tier1Tier1に対する比率はに対する比率はに対する比率はに対する比率は29.8%29.8%29.8%29.8%に低下に低下に低下に低下

減損会計減損会計減損会計減損会計減損会計減損会計減損会計減損会計減損会計減損会計減損会計減損会計

税効果会計・減損会計等における保守的な対応税効果会計・減損会計等における保守的な対応税効果会計・減損会計等における保守的な対応税効果会計・減損会計等における保守的な対応

!みずほ銀行のその他有価証券（債券）に時価ヘッジ会計みずほ銀行のその他有価証券（債券）に時価ヘッジ会計みずほ銀行のその他有価証券（債券）に時価ヘッジ会計みずほ銀行のその他有価証券（債券）に時価ヘッジ会計

を適用を適用を適用を適用

～～～～ ヘッジ対象資産及びヘッジ手段に係る損益を同一のヘッジ対象資産及びヘッジ手段に係る損益を同一のヘッジ対象資産及びヘッジ手段に係る損益を同一のヘッジ対象資産及びヘッジ手段に係る損益を同一の

会計期間に認識会計期間に認識会計期間に認識会計期間に認識 ～～～～

"評価差額の変動による資本減少のリスクを低減評価差額の変動による資本減少のリスクを低減評価差額の変動による資本減少のリスクを低減評価差額の変動による資本減少のリスクを低減

（債券評価損（債券評価損（債券評価損（債券評価損((((益益益益))))とﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ評価益とﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ評価益とﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ評価益とﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ評価益((((損損損損))))ををををP/LP/LP/LP/L上で相殺）上で相殺）上で相殺）上で相殺）

"本適用に伴い、繰延ヘッジ損失の処理が進展本適用に伴い、繰延ヘッジ損失の処理が進展本適用に伴い、繰延ヘッジ損失の処理が進展本適用に伴い、繰延ヘッジ損失の処理が進展

!みずほ銀行のその他有価証券（債券）に時価ヘッジ会計みずほ銀行のその他有価証券（債券）に時価ヘッジ会計みずほ銀行のその他有価証券（債券）に時価ヘッジ会計みずほ銀行のその他有価証券（債券）に時価ヘッジ会計

を適用を適用を適用を適用

～～～～ ヘッジ対象資産及びヘッジ手段に係る損益を同一のヘッジ対象資産及びヘッジ手段に係る損益を同一のヘッジ対象資産及びヘッジ手段に係る損益を同一のヘッジ対象資産及びヘッジ手段に係る損益を同一の

会計期間に認識会計期間に認識会計期間に認識会計期間に認識 ～～～～

"評価差額の変動による資本減少のリスクを低減評価差額の変動による資本減少のリスクを低減評価差額の変動による資本減少のリスクを低減評価差額の変動による資本減少のリスクを低減

（債券評価損（債券評価損（債券評価損（債券評価損((((益益益益))))とﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ評価益とﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ評価益とﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ評価益とﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ評価益((((損損損損))))ををををP/LP/LP/LP/L上で相殺）上で相殺）上で相殺）上で相殺）

"本適用に伴い、繰延ヘッジ損失の処理が進展本適用に伴い、繰延ヘッジ損失の処理が進展本適用に伴い、繰延ヘッジ損失の処理が進展本適用に伴い、繰延ヘッジ損失の処理が進展

時価ヘッジ会計時価ヘッジ会計時価ヘッジ会計時価ヘッジ会計時価ヘッジ会計時価ヘッジ会計時価ヘッジ会計時価ヘッジ会計時価ヘッジ会計時価ヘッジ会計時価ヘッジ会計時価ヘッジ会計

! 04040404年度上期において、固定資産に係る減損会計を年度上期において、固定資産に係る減損会計を年度上期において、固定資産に係る減損会計を年度上期において、固定資産に係る減損会計を

営業用資産全般に対し早期適用営業用資産全般に対し早期適用営業用資産全般に対し早期適用営業用資産全般に対し早期適用

!減損会計の導入を機に、システム関連資産についても減損会計の導入を機に、システム関連資産についても減損会計の導入を機に、システム関連資産についても減損会計の導入を機に、システム関連資産についても

前倒し適用（影響額約前倒し適用（影響額約前倒し適用（影響額約前倒し適用（影響額約200200200200億円）することも含め、特別億円）することも含め、特別億円）することも含め、特別億円）することも含め、特別

損失（減損損失）を損失（減損損失）を損失（減損損失）を損失（減損損失）を413413413413億円計上億円計上億円計上億円計上（（（（3333行行行行++++再生専門子会社）再生専門子会社）再生専門子会社）再生専門子会社）

! 04040404年度上期において、固定資産に係る減損会計を年度上期において、固定資産に係る減損会計を年度上期において、固定資産に係る減損会計を年度上期において、固定資産に係る減損会計を

営業用資産全般に対し早期適用営業用資産全般に対し早期適用営業用資産全般に対し早期適用営業用資産全般に対し早期適用

!減損会計の導入を機に、システム関連資産についても減損会計の導入を機に、システム関連資産についても減損会計の導入を機に、システム関連資産についても減損会計の導入を機に、システム関連資産についても

前倒し適用（影響額約前倒し適用（影響額約前倒し適用（影響額約前倒し適用（影響額約200200200200億円）することも含め、特別億円）することも含め、特別億円）することも含め、特別億円）することも含め、特別

損失（減損損失）を損失（減損損失）を損失（減損損失）を損失（減損損失）を413413413413億円計上億円計上億円計上億円計上（（（（3333行行行行++++再生専門子会社）再生専門子会社）再生専門子会社）再生専門子会社）

（億円）（億円）（億円）（億円）

（資産の部）（資産の部）（資産の部）（資産の部） （金額）（金額）（金額）（金額） （負債の部）（負債の部）（負債の部）（負債の部） （金額）（金額）（金額）（金額）

その他資産その他資産その他資産その他資産
（繰延ヘッジ損失等）（繰延ヘッジ損失等）（繰延ヘッジ損失等）（繰延ヘッジ損失等）

△△△△ 549 その他負債その他負債その他負債その他負債
（金融派生商品）（金融派生商品）（金融派生商品）（金融派生商品）

△△△△ 18

（資本の部）（資本の部）（資本の部）（資本の部）

利益剰余金利益剰余金利益剰余金利益剰余金 △△△△ 202
評価差額金評価差額金評価差額金評価差額金
（資本直入分）（資本直入分）（資本直入分）（資本直入分）

△△△△ 329

（みずほ銀行単体）（みずほ銀行単体）（みずほ銀行単体）（みずほ銀行単体）! B/SB/SB/SB/S影響（増減）額影響（増減）額影響（増減）額影響（増減）額

! P/LP/LP/LP/L影響額影響額影響額影響額 （億円）（億円）（億円）（億円）

資金利益資金利益資金利益資金利益 △△△△ 7
国債等債券損益国債等債券損益国債等債券損益国債等債券損益 △△△△ 51

業務粗利益業務粗利益業務粗利益業務粗利益 △△△△ 58
特別損失特別損失特別損失特別損失 △△△△ 144
税引前中間純利益税引前中間純利益税引前中間純利益税引前中間純利益 △△△△ 202

（みずほ銀行単体）（みずほ銀行単体）（みずほ銀行単体）（みずほ銀行単体）

財務体質の財務体質の財務体質の財務体質の
着実な改善着実な改善着実な改善着実な改善
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３．ｺｽﾄ構造改革とｼｽﾃﾑ統合ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへの取組み３．ｺｽﾄ構造改革とｼｽﾃﾑ統合ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへの取組み３．ｺｽﾄ構造改革とｼｽﾃﾑ統合ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへの取組み３．ｺｽﾄ構造改革とｼｽﾃﾑ統合ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへの取組み
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2006年度までに年度までに年度までに年度までに2002年度対比で約年度対比で約年度対比で約年度対比で約1,900億円の経費削減を計画億円の経費削減を計画億円の経費削減を計画億円の経費削減を計画
計画を上回るペースで進捗中（今年度上期実績も前年同期比約１６０億円の削減）計画を上回るペースで進捗中（今年度上期実績も前年同期比約１６０億円の削減）計画を上回るペースで進捗中（今年度上期実績も前年同期比約１６０億円の削減）計画を上回るペースで進捗中（今年度上期実績も前年同期比約１６０億円の削減）

人件費人件費人件費人件費
△△△△270270270270億円億円億円億円

物件費等物件費等物件費等物件費等
＋＋＋＋100100100100億円億円億円億円

従業員削減従業員削減従業員削減従業員削減等（等（等（等（△△△△130130130130億円）億円）億円）億円）

2004年度計画の経費増減要因年度計画の経費増減要因年度計画の経費増減要因年度計画の経費増減要因 （前年度比）（前年度比）（前年度比）（前年度比）

本店売却に伴う本店賃借料等（＋本店売却に伴う本店賃借料等（＋本店売却に伴う本店賃借料等（＋本店売却に伴う本店賃借料等（＋155155155155億円）億円）億円）億円）

代行返上等による退職給付費用の減少代行返上等による退職給付費用の減少代行返上等による退職給付費用の減少代行返上等による退職給付費用の減少
（（（（△△△△140140140140億円）億円）億円）億円）

店舗統廃合等（店舗統廃合等（店舗統廃合等（店舗統廃合等（△△△△135135135135億円）億円）億円）億円）
4,010 3,850

8,919

7,311 7,056

7,864 7,700

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

02年度 03年度 04年度 05年度 06年度

0

（億円）

52.2% 47.1%

（実績） （実績） （計画） （健全化計画）

経費率経費率経費率経費率*2

人員人員人員人員*1
（年度末） 27,900 26,575 24,000

＊２＊２＊２＊２ 経費率＝経費／業務粗利益経費率＝経費／業務粗利益経費率＝経費／業務粗利益経費率＝経費／業務粗利益

＊１＊１＊１＊１ 健全化計画ベース健全化計画ベース健全化計画ベース健全化計画ベース

30%台半ば台半ば台半ば台半ば

△△△△約約約約1,900

～～～～～～～～
（上期実績）

2005年度以降経費削減を更に加速化年度以降経費削減を更に加速化年度以降経費削減を更に加速化年度以降経費削減を更に加速化

システム統合システム統合システム統合システム統合によるによるによるによるシステム開発・運営コスト・システム開発・運営コスト・システム開発・運営コスト・システム開発・運営コスト・
業務委託費用の業務委託費用の業務委託費用の業務委託費用の削減・削減・削減・削減・事務合理化事務合理化事務合理化事務合理化

国内店舗国内店舗国内店舗国内店舗統廃合等によるスペースコストの削減統廃合等によるスペースコストの削減統廃合等によるスペースコストの削減統廃合等によるスペースコストの削減

（上期実績）

2004年度上期の経費増減要因年度上期の経費増減要因年度上期の経費増減要因年度上期の経費増減要因 （前年同期比）（前年同期比）（前年同期比）（前年同期比）

人件費人件費人件費人件費
△△△△190190190190億円億円億円億円

従業員削減従業員削減従業員削減従業員削減等（等（等（等（△△△△75757575億円）億円）億円）億円）

代行返上等による退職給付費用の減少代行返上等による退職給付費用の減少代行返上等による退職給付費用の減少代行返上等による退職給付費用の減少
（（（（△△△△115115115115億円）億円）億円）億円）

（健全化計画）

コストコストコストコスト
構造改革構造改革構造改革構造改革

外形標準課税（＋外形標準課税（＋外形標準課税（＋外形標準課税（＋80808080億円）億円）億円）億円）

コスト構造改革への取組コスト構造改革への取組コスト構造改革への取組コスト構造改革への取組 （（（（2222行行行行++++再生専門子会社）再生専門子会社）再生専門子会社）再生専門子会社）
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みずほ銀行システム統合プロジェクトは順調に進捗みずほ銀行システム統合プロジェクトは順調に進捗みずほ銀行システム統合プロジェクトは順調に進捗みずほ銀行システム統合プロジェクトは順調に進捗みずほ銀行システム統合プロジェクトは順調に進捗みずほ銀行システム統合プロジェクトは順調に進捗みずほ銀行システム統合プロジェクトは順調に進捗みずほ銀行システム統合プロジェクトは順調に進捗

７月７月７月７月 ８月８月８月８月 ９月９月９月９月 １０月１０月１０月１０月 １１月１１月１１月１１月 １２月１２月１２月１２月

統合プロジェクトは７０％完了（１２月中に完了予定）統合プロジェクトは７０％完了（１２月中に完了予定）統合プロジェクトは７０％完了（１２月中に完了予定）統合プロジェクトは７０％完了（１２月中に完了予定）

システム移行実施店舗数（対象店舗数：２８２）システム移行実施店舗数（対象店舗数：２８２）システム移行実施店舗数（対象店舗数：２８２）システム移行実施店舗数（対象店舗数：２８２）

（累計数）

（5）

システム統合の概要システム統合の概要システム統合の概要システム統合の概要

ＳＴＥＰＳＳＴＥＰＳＳＴＥＰＳＳＴＥＰＳ
（旧ＤＫＢ）（旧ＤＫＢ）（旧ＤＫＢ）（旧ＤＫＢ）

*  ﾘﾚｰ･ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ

RC*

勘定系ﾃﾞｰﾀ 勘定系ﾃﾞｰﾀﾃﾞｰﾀ移行ﾃﾞｰﾀ移行ﾃﾞｰﾀ移行ﾃﾞｰﾀ移行

第一勧銀情報システム第一勧銀情報システム第一勧銀情報システム第一勧銀情報システム

富士総合研究所富士総合研究所富士総合研究所富士総合研究所

興銀システム開発興銀システム開発興銀システム開発興銀システム開発

みずほ情報総研みずほ情報総研みずほ情報総研みずほ情報総研 システム統合完了による更なる経費削減を実現システム統合完了による更なる経費削減を実現システム統合完了による更なる経費削減を実現システム統合完了による更なる経費削減を実現

システム子会社の統合システム子会社の統合システム子会社の統合システム子会社の統合
（１０月１日実施）（１０月１日実施）（１０月１日実施）（１０月１日実施）

（9）

（39）

（99）

（206）

（282）

５５５５

４４４４
３０３０３０３０

６０６０６０６０

１０７１０７１０７１０７

完了完了完了完了

完了完了完了完了

完了完了完了完了

完了完了完了完了

完了完了完了完了
７６７６７６７６
完了予定完了予定完了予定完了予定

ＴＯＰＴＯＰＴＯＰＴＯＰ
（旧富士）（旧富士）（旧富士）（旧富士）

システム統合システム統合システム統合システム統合
プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト システム統合の完遂システム統合の完遂システム統合の完遂システム統合の完遂
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４．自己資本の充実４．自己資本の充実４．自己資本の充実４．自己資本の充実
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" 中間純利益計上中間純利益計上中間純利益計上中間純利益計上 +2,339億円億円億円億円
" 公的資金優先株返済公的資金優先株返済公的資金優先株返済公的資金優先株返済 △△△△2,327億円億円億円億円
" みずほ証券に対する農林中央金庫の出資みずほ証券に対する農林中央金庫の出資みずほ証券に対する農林中央金庫の出資みずほ証券に対する農林中央金庫の出資 +749億円億円億円億円

! 2004200420042004年度中間純利益計上により、公的資金返済後も自己資本比率は高い水準を確保年度中間純利益計上により、公的資金返済後も自己資本比率は高い水準を確保年度中間純利益計上により、公的資金返済後も自己資本比率は高い水準を確保年度中間純利益計上により、公的資金返済後も自己資本比率は高い水準を確保

! 課税所得計上（課税所得計上（課税所得計上（課税所得計上（2,7602,7602,7602,760億円億円億円億円((((概算概算概算概算､､､､3333行合算行合算行合算行合算))))）により繰延税金資産も減少、資本の質は着実に改善）により繰延税金資産も減少、資本の質は着実に改善）により繰延税金資産も減少、資本の質は着実に改善）により繰延税金資産も減少、資本の質は着実に改善

自己資本比率の向上自己資本比率の向上自己資本比率の向上自己資本比率の向上 資本の質の改善資本の質の改善資本の質の改善資本の質の改善

連結ベース、連結ベース、連結ベース、連結ベース、04年年年年9月末（速報値）月末（速報値）月末（速報値）月末（速報値）
括弧内は括弧内は括弧内は括弧内は04年年年年3月末比月末比月末比月末比

自己資本の自己資本の自己資本の自己資本の
充実充実充実充実

2.49
2.12

1.33 1.20

33.8
29.8

49.5 60.8

0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0

02/3末末末末 03/3末末末末 04/3末末末末 04/9末末末末
0
10
20
30
40
50
60

繰延税金資産純額繰延税金資産純額繰延税金資産純額繰延税金資産純額

Tie r1に占める比率（右軸）Tie r1に占める比率（右軸）Tie r1に占める比率（右軸）Tie r1に占める比率（右軸）（兆円）

（みずほﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ連結ベース）（みずほﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ連結ベース）（みずほﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ連結ベース）（みずほﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ連結ベース）繰延税金資産純額の減少繰延税金資産純額の減少繰延税金資産純額の減少繰延税金資産純額の減少

（％）

みずほフィナンシャルグループみずほフィナンシャルグループみずほフィナンシャルグループみずほフィナンシャルグループ 11.86% (+0.51%)

Tier1比率比率比率比率 6.01% (+0.26%)

みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行 （国内基準）（国内基準）（国内基準）（国内基準） 10.57% (+0.66%)

  ＜参考＞  ＜参考＞  ＜参考＞  ＜参考＞ （国際統一基準）（国際統一基準）（国際統一基準）（国際統一基準） 10.91% (+0.45%)

みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行 13.48% (+0.46%)

みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行 13.72% (+0.96%)

19,490 19,490 17,162

10,000
3,250 1,000

0

10,000

20,000

30,000

02/9末末末末 04/3末末末末 04/9末末末末

劣後債劣後債劣後債劣後債

優先株優先株優先株優先株

（（（（3333行合算）行合算）行合算）行合算）公的資金の返済公的資金の返済公的資金の返済公的資金の返済

グループ連結グループ連結グループ連結グループ連結Tier1の主な増減要因の主な増減要因の主な増減要因の主な増減要因

連結連結連結連結BIS比率比率比率比率

劣後債残額につ劣後債残額につ劣後債残額につ劣後債残額につ
いては、年度内いては、年度内いては、年度内いては、年度内
の返済を予定の返済を予定の返済を予定の返済を予定

公的資金残高公的資金残高公的資金残高公的資金残高公的資金残高公的資金残高公的資金残高公的資金残高
//連結自己資本連結自己資本連結自己資本連結自己資本連結自己資本連結自己資本連結自己資本連結自己資本 34.8% 29.3% 22.8%

約約約約4割を返済割を返済割を返済割を返済
（返済額（返済額（返済額（返済額1.1兆円）兆円）兆円）兆円）

自己資本の充実（１）自己資本の充実（１）自己資本の充実（１）自己資本の充実（１）～自己資本比率の向上～自己資本比率の向上～自己資本比率の向上～自己資本比率の向上

（億円）
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第一回第一種第一回第一種第一回第一種第一回第一種

第九回第九種第九回第九種第九回第九種第九回第九種与信関係費用の大幅減少等による与信関係費用の大幅減少等による与信関係費用の大幅減少等による与信関係費用の大幅減少等による
安定的収益基盤の確立安定的収益基盤の確立安定的収益基盤の確立安定的収益基盤の確立

今年度連結当期利益予想の範囲内で今年度連結当期利益予想の範囲内で今年度連結当期利益予想の範囲内で今年度連結当期利益予想の範囲内で
返済を実施返済を実施返済を実施返済を実施

自己株式買受けによる取得及び消却自己株式買受けによる取得及び消却自己株式買受けによる取得及び消却自己株式買受けによる取得及び消却

取得する優先株は取得する優先株は取得する優先株は取得する優先株は､､､､取得後取得後取得後取得後､､､､直ちに直ちに直ちに直ちに
｢｢｢｢その他資本剰余金その他資本剰余金その他資本剰余金その他資本剰余金｣｣｣｣によりによりによりにより消却済み消却済み消却済み消却済み

＠＠＠＠180.2180.2180.2180.2万円万円万円万円

公的資金優先株の一斉転換期日到来公的資金優先株の一斉転換期日到来公的資金優先株の一斉転換期日到来公的資金優先株の一斉転換期日到来
による普通株式希薄化の回避による普通株式希薄化の回避による普通株式希薄化の回避による普通株式希薄化の回避

自己資本の質の向上と、資本効率の改善自己資本の質の向上と、資本効率の改善自己資本の質の向上と、資本効率の改善自己資本の質の向上と、資本効率の改善

取得株式総数取得株式総数取得株式総数取得株式総数取得株式総数取得株式総数取得株式総数取得株式総数 取得価格取得価格取得価格取得価格取得価格取得価格取得価格取得価格

33,00033,00033,00033,000株株株株

対象優先株式対象優先株式対象優先株式対象優先株式対象優先株式対象優先株式対象優先株式対象優先株式

＠＠＠＠168.6168.6168.6168.6万円万円万円万円107,000107,000107,000107,000株株株株

＠＠＠＠300300300300万円万円万円万円

発行価額発行価額発行価額発行価額発行価額発行価額発行価額発行価額

＠＠＠＠125125125125万円万円万円万円

発行価額（合算）発行価額（合算）発行価額（合算）発行価額（合算）発行価額（合算）発行価額（合算）発行価額（合算）発行価額（合算） ２，３２７億円２，３２７億円２，３２７億円２，３２７億円※※※※

※※※※公的資金優先株公的資金優先株公的資金優先株公的資金優先株1111兆兆兆兆9,4909,4909,4909,490億円の億円の億円の億円の12%12%12%12%程度を買入消却程度を買入消却程度を買入消却程度を買入消却

自己資本の自己資本の自己資本の自己資本の
充実充実充実充実

! 財務体質の着実な改善を受け財務体質の着実な改善を受け財務体質の着実な改善を受け財務体質の着実な改善を受け､｢､｢､｢､｢希薄化希薄化希薄化希薄化｣｣｣｣回避に向けた公的資金返済を開始回避に向けた公的資金返済を開始回避に向けた公的資金返済を開始回避に向けた公的資金返済を開始

#### 2004200420042004年年年年8888月に月に月に月に2,3272,3272,3272,327億円の買入消却を実施、億円の買入消却を実施、億円の買入消却を実施、億円の買入消却を実施、4.3%4.3%4.3%4.3%程度程度程度程度****の普通株式希薄化を回避の普通株式希薄化を回避の普通株式希薄化を回避の普通株式希薄化を回避

! 今後も自己資本を維持・向上しつつ、早期返済に努める方針今後も自己資本を維持・向上しつつ、早期返済に努める方針今後も自己資本を維持・向上しつつ、早期返済に努める方針今後も自己資本を維持・向上しつつ、早期返済に努める方針
（＊返済時の転換価格を前提、（＊返済時の転換価格を前提、（＊返済時の転換価格を前提、（＊返済時の転換価格を前提、04/3末発行済株式数対比）末発行済株式数対比）末発行済株式数対比）末発行済株式数対比）

返済方法返済方法返済方法返済方法

公的資金優先株の取得内容公的資金優先株の取得内容公的資金優先株の取得内容公的資金優先株の取得内容

返済の基本的考え方返済の基本的考え方返済の基本的考え方返済の基本的考え方 返済内容返済内容返済内容返済内容

Ｔｉｅｒ１及びＴｉｅｒ１及びＴｉｅｒ１及びＴｉｅｒ１及びBISBISBISBIS比率水準の維持・向上比率水準の維持・向上比率水準の維持・向上比率水準の維持・向上

自己資本の充実（２）自己資本の充実（２）自己資本の充実（２）自己資本の充実（２）～公的資金優先株の買入消却～公的資金優先株の買入消却～公的資金優先株の買入消却～公的資金優先株の買入消却
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R&I

財務体質の改善・収益の安定化に対する格付機関の評価改善を受けて格付が向上財務体質の改善・収益の安定化に対する格付機関の評価改善を受けて格付が向上財務体質の改善・収益の安定化に対する格付機関の評価改善を受けて格付が向上財務体質の改善・収益の安定化に対する格付機関の評価改善を受けて格付が向上財務体質の改善・収益の安定化に対する格付機関の評価改善を受けて格付が向上財務体質の改善・収益の安定化に対する格付機関の評価改善を受けて格付が向上財務体質の改善・収益の安定化に対する格付機関の評価改善を受けて格付が向上財務体質の改善・収益の安定化に対する格付機関の評価改善を受けて格付が向上

みずほみずほみずほみずほ
（みずほ銀行・みずほコーポレート銀行・みずほ信託銀行）（みずほ銀行・みずほコーポレート銀行・みずほ信託銀行）（みずほ銀行・みずほコーポレート銀行・みずほ信託銀行）（みずほ銀行・みずほコーポレート銀行・みずほ信託銀行）

ムーディーズムーディーズムーディーズムーディーズ

S&P

A-

A3*1

BBB

フィッチフィッチフィッチフィッチ
BBB+

JCR A*3

財務格付財務格付財務格付財務格付

→→→→

D-

! 2004/11/12 ﾑｰﾃﾞｨｰｽﾞがﾑｰﾃﾞｨｰｽﾞがﾑｰﾃﾞｨｰｽﾞがﾑｰﾃﾞｨｰｽﾞが3銀行の長期・財務格付を格上げ銀行の長期・財務格付を格上げ銀行の長期・財務格付を格上げ銀行の長期・財務格付を格上げ （長期（長期（長期（長期A3 #### A1、財務、財務、財務、財務E（みずほ信託：（みずほ信託：（みずほ信託：（みずほ信託：E+））））#### D-））））
! 2004/9/3  JCRがががが3銀行の長期格付を格上げ銀行の長期格付を格上げ銀行の長期格付を格上げ銀行の長期格付を格上げ （（（（A #### A+ （みずほ信託：（みずほ信託：（みずほ信託：（みずほ信託：A- #### A））））））））
! 2004/7/2  ﾑｰﾃﾞｨｰｽﾞがみずほ信託銀行の長期格付を格上げﾑｰﾃﾞｨｰｽﾞがみずほ信託銀行の長期格付を格上げﾑｰﾃﾞｨｰｽﾞがみずほ信託銀行の長期格付を格上げﾑｰﾃﾞｨｰｽﾞがみずほ信託銀行の長期格付を格上げ （（（（Baa1 #### A3））））
! 2004/6/23  S&Pがががが3銀行の長期格付を格上げ銀行の長期格付を格上げ銀行の長期格付を格上げ銀行の長期格付を格上げ （（（（BBB #### BBB+））））
! 2004/4/14 フィッチがフィッチがフィッチがフィッチが3銀行の格付見通しを「弱含み」から「安定的」に変更銀行の格付見通しを「弱含み」から「安定的」に変更銀行の格付見通しを「弱含み」から「安定的」に変更銀行の格付見通しを「弱含み」から「安定的」に変更

最近の格付見直し状況最近の格付見直し状況最近の格付見直し状況最近の格付見直し状況

A1

BBB+

A+*4

E*2

長期格付長期格付長期格付長期格付

長期格付長期格付長期格付長期格付

長期格付長期格付長期格付長期格付

長期格付長期格付長期格付長期格付

長期格付長期格付長期格付長期格付

→→→→

→→→→

→→→→

BBB+

A- AA-

A1

A-

A-

AA

D-

A

A1

BBB+

BBB+

A+

E+

A-

A1

BBB+

BBB+

A

E+

東京三菱銀行東京三菱銀行東京三菱銀行東京三菱銀行 三井住友銀行三井住友銀行三井住友銀行三井住友銀行 ＵＦＪ銀行ＵＦＪ銀行ＵＦＪ銀行ＵＦＪ銀行

→→→→

（（（（2004200420042004年年年年3333月月月月末末末末））））

（（（（2004200420042004年年年年11111111月月月月11112222日現在日現在日現在日現在））））

見通しを「弱含み」
から「安定的」へ

財務格付財務格付財務格付財務格付 EE C/D E E

D-
A1

BBB+

A+*4

BBB+

A-
E

みずほみずほみずほみずほ

（（（（2004200420042004年年年年11111111月月月月12121212日現在日現在日現在日現在））））

（注）みずほ信託銀行の格付は各々右記のとおり・・・（注）みずほ信託銀行の格付は各々右記のとおり・・・（注）みずほ信託銀行の格付は各々右記のとおり・・・（注）みずほ信託銀行の格付は各々右記のとおり・・・****1111：：：：Baa1Baa1Baa1Baa1、、、、****2222：：：：E+E+E+E+、、、、****3333：：：：AAAA----、、、、****4444：：：：AAAA

外部格付の向上外部格付の向上外部格付の向上外部格付の向上
外部格付の外部格付の外部格付の外部格付の
向上向上向上向上
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５．経営戦略のフェーズ転換５．経営戦略のフェーズ転換５．経営戦略のフェーズ転換５．経営戦略のフェーズ転換
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不良債権問題を中心とする財務諸課題の一掃不良債権問題を中心とする財務諸課題の一掃不良債権問題を中心とする財務諸課題の一掃不良債権問題を中心とする財務諸課題の一掃 ＝＝＝＝ 貸出業務における貸出業務における貸出業務における貸出業務における「「「「質質質質」」」」の追求の追求の追求の追求

! 不良債権残高の削減不良債権残高の削減不良債権残高の削減不良債権残高の削減
! 引当率の大幅引上げ引当率の大幅引上げ引当率の大幅引上げ引当率の大幅引上げ
! 与信関係費用の安定与信関係費用の安定与信関係費用の安定与信関係費用の安定

! コスト構造改革への取組みコスト構造改革への取組みコスト構造改革への取組みコスト構造改革への取組み

! システム統合の完遂システム統合の完遂システム統合の完遂システム統合の完遂

アセットクオリティは急速に改善、安定的なボトムライン収益体質を構築アセットクオリティは急速に改善、安定的なボトムライン収益体質を構築アセットクオリティは急速に改善、安定的なボトムライン収益体質を構築アセットクオリティは急速に改善、安定的なボトムライン収益体質を構築

公的資金優先株の返済を開始公的資金優先株の返済を開始公的資金優先株の返済を開始公的資金優先株の返済を開始

良質良質良質良質良質良質良質良質貸出貸出貸出貸出貸出貸出貸出貸出拡大による拡大による拡大による拡大による拡大による拡大による拡大による拡大による収益増強収益増強収益増強収益増強収益増強収益増強収益増強収益増強、、、、、、、、非金利収入の継続拡大に加え、更なる経費削減が課題非金利収入の継続拡大に加え、更なる経費削減が課題非金利収入の継続拡大に加え、更なる経費削減が課題非金利収入の継続拡大に加え、更なる経費削減が課題非金利収入の継続拡大に加え、更なる経費削減が課題非金利収入の継続拡大に加え、更なる経費削減が課題非金利収入の継続拡大に加え、更なる経費削減が課題非金利収入の継続拡大に加え、更なる経費削減が課題
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経営戦略のフェーズ転換経営戦略のフェーズ転換経営戦略のフェーズ転換経営戦略のフェーズ転換
経営戦略の経営戦略の経営戦略の経営戦略の
ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換

1.48%1.52%1.50%
1.45%1.40%

0.40%

0.60%

0.80%

1.00%

1.20%

1.40%

1.60%

02/上上上上 02/下下下下 03/上上上上 03/下下下下 04/上上上上

（2行合算）

利鞘の状況利鞘の状況利鞘の状況利鞘の状況
(国内預貸金利回差（除く預保等向け貸出）)

84.9

69.6
66.7 64.6

40

50

60

70

80

90

02/3末末末末 03/3末末末末 04/3末末末末 04/9末末末末

（3行+再生専門子会社）

貸出金残高の推移貸出金残高の推移貸出金残高の推移貸出金残高の推移

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

02/上上上上 02/下下下下 03/上上上上 03/下下下下 04/上上上上

（2行+再生専門子会社）

非金利収入の増強非金利収入の増強非金利収入の増強非金利収入の増強
(国内対顧非金利収入（管理ﾍﾞｰｽ）)

＜減少額＜減少額＜減少額＜減少額5555兆円の内訳＞兆円の内訳＞兆円の内訳＞兆円の内訳＞
開示不良債権開示不良債権開示不良債権開示不良債権△△△△2.52.52.52.5兆円兆円兆円兆円
その他要注意先その他要注意先その他要注意先その他要注意先△△△△2.22.22.22.2兆円兆円兆円兆円

（兆円）（兆円）（兆円）（兆円）
（億円）（億円）（億円）（億円）

平均行内格付の平均行内格付の平均行内格付の平均行内格付の
改善による低下改善による低下改善による低下改善による低下

00.00%0
～～～～～～～～ ～～～～～～～～ ～～～～～～～～

1.48%1.52%1.50%
1.45%1.40%

0.40%

0.60%

0.80%

1.00%

1.20%

1.40%

1.60%

02/上上上上 02/下下下下 03/上上上上 03/下下下下 04/上上上上

（2行合算）

利鞘の状況利鞘の状況利鞘の状況利鞘の状況
(国内預貸金利回差（除く預保等向け貸出）)

84.9

69.6
66.7 64.6

40

50

60

70

80

90

02/3末末末末 03/3末末末末 04/3末末末末 04/9末末末末

（3行+再生専門子会社）

貸出金残高の推移貸出金残高の推移貸出金残高の推移貸出金残高の推移

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

02/上上上上 02/下下下下 03/上上上上 03/下下下下 04/上上上上

（2行+再生専門子会社）

非金利収入の増強非金利収入の増強非金利収入の増強非金利収入の増強
(国内対顧非金利収入（管理ﾍﾞｰｽ）)

＜減少額＜減少額＜減少額＜減少額5555兆円の内訳＞兆円の内訳＞兆円の内訳＞兆円の内訳＞
開示不良債権開示不良債権開示不良債権開示不良債権△△△△2.52.52.52.5兆円兆円兆円兆円
その他要注意先その他要注意先その他要注意先その他要注意先△△△△2.22.22.22.2兆円兆円兆円兆円

（兆円）（兆円）（兆円）（兆円）
（億円）（億円）（億円）（億円）

平均行内格付の平均行内格付の平均行内格付の平均行内格付の
改善による低下改善による低下改善による低下改善による低下

00.00%0
～～～～～～～～ ～～～～～～～～ ～～～～～～～～
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トップライン拡大へトップライン拡大へトップライン拡大へトップライン拡大へ ～～～～ 対顧コア収益の増強対顧コア収益の増強対顧コア収益の増強対顧コア収益の増強 ～～～～ 業務革新による更なる経費削減へ業務革新による更なる経費削減へ業務革新による更なる経費削減へ業務革新による更なる経費削減へ

ホールセールマーケットホールセールマーケットホールセールマーケットホールセールマーケット

リテールマーケットリテールマーケットリテールマーケットリテールマーケット

システム統合効果システム統合効果システム統合効果システム統合効果

!みずほ銀行システム統合完了みずほ銀行システム統合完了みずほ銀行システム統合完了みずほ銀行システム統合完了

による、統合効果の実現による、統合効果の実現による、統合効果の実現による、統合効果の実現

業務の革新業務の革新業務の革新業務の革新

!システム統合完了後、業務革新のシステム統合完了後、業務革新のシステム統合完了後、業務革新のシステム統合完了後、業務革新の

更なる推進により、サービスの強化更なる推進により、サービスの強化更なる推進により、サービスの強化更なる推進により、サービスの強化

と徹底的なコスト削減を目指すと徹底的なコスト削減を目指すと徹底的なコスト削減を目指すと徹底的なコスト削減を目指す粗利構成比粗利構成比粗利構成比粗利構成比

Citigroupみずほみずほみずほみずほ

ﾘﾃｰﾙ部門経費率ﾘﾃｰﾙ部門経費率ﾘﾃｰﾙ部門経費率ﾘﾃｰﾙ部門経費率 58.8%
（みずほ銀行）（みずほ銀行）（みずほ銀行）（みずほ銀行）

45.9%
(Retail)(Retail)(Retail)(Retail)

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾞｰｽで見たｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾞｰｽで見たｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾞｰｽで見たｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾍﾞｰｽで見た
収益構造比較収益構造比較収益構造比較収益構造比較

シ
ナ
ジ
ー
の
追
求

シ
ナ
ジ
ー
の
追
求

シ
ナ
ジ
ー
の
追
求

シ
ナ
ジ
ー
の
追
求

! マーケットシェアＮｏ．１の地位を既に確立マーケットシェアＮｏ．１の地位を既に確立マーケットシェアＮｏ．１の地位を既に確立マーケットシェアＮｏ．１の地位を既に確立

####証券・インベストメントバンキング業務への注力証券・インベストメントバンキング業務への注力証券・インベストメントバンキング業務への注力証券・インベストメントバンキング業務への注力

!収益増強のビジネスモデル確立収益増強のビジネスモデル確立収益増強のビジネスモデル確立収益増強のビジネスモデル確立

－各種提携による顧客囲い込み（個人）－各種提携による顧客囲い込み（個人）－各種提携による顧客囲い込み（個人）－各種提携による顧客囲い込み（個人）

－ﾐﾄﾞﾙﾘｽｸ－ﾐﾄﾞﾙﾘｽｸ－ﾐﾄﾞﾙﾘｽｸ－ﾐﾄﾞﾙﾘｽｸ････ｽﾓｰﾙﾏｰｹｯﾄでのｼｪｱ拡大（法人）ｽﾓｰﾙﾏｰｹｯﾄでのｼｪｱ拡大（法人）ｽﾓｰﾙﾏｰｹｯﾄでのｼｪｱ拡大（法人）ｽﾓｰﾙﾏｰｹｯﾄでのｼｪｱ拡大（法人）

!

顧
客
基
盤
を
最
大
限
活
用
し
た
グ
ル
ー
プ
内
シ
ナ
ジ
ー
の
徹
底
追
求

顧
客
基
盤
を
最
大
限
活
用
し
た
グ
ル
ー
プ
内
シ
ナ
ジ
ー
の
徹
底
追
求

顧
客
基
盤
を
最
大
限
活
用
し
た
グ
ル
ー
プ
内
シ
ナ
ジ
ー
の
徹
底
追
求

顧
客
基
盤
を
最
大
限
活
用
し
た
グ
ル
ー
プ
内
シ
ナ
ジ
ー
の
徹
底
追
求

(FY2003)
14%14%14%14%

36%36%36%36%

17%17%17%17% 18%18%18%18%

26%26%26%26%

56%56%56%56%

Retail

Others

Wholesale

みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行

47%47%47%47%

その他その他その他その他 個人部門個人部門個人部門個人部門

法人部門法人部門法人部門法人部門
みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄみずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄみずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄみずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ
銀行・みずほ証券銀行・みずほ証券銀行・みずほ証券銀行・みずほ証券

Consumer Finance

その他その他その他その他

14%14%14%14%

36%36%36%36%

17%17%17%17% 18%18%18%18%

26%26%26%26%

56%56%56%56%

Retail

Others

Wholesale

みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行

47%47%47%47%

その他その他その他その他 個人部門個人部門個人部門個人部門

法人部門法人部門法人部門法人部門
みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄみずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄみずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄみずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ
銀行・みずほ証券銀行・みずほ証券銀行・みずほ証券銀行・みずほ証券

Consumer Finance

その他その他その他その他

新しいフェーズにおける経営ビジョン新しいフェーズにおける経営ビジョン新しいフェーズにおける経営ビジョン新しいフェーズにおける経営ビジョン
経営戦略の経営戦略の経営戦略の経営戦略の
ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換
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みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行 みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行

みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行 グループ証券会社グループ証券会社グループ証券会社グループ証券会社

粗利の増強と経費の削減による粗利の増強と経費の削減による粗利の増強と経費の削減による粗利の増強と経費の削減による
粗利経費率粗利経費率粗利経費率粗利経費率40％台の早期実現％台の早期実現％台の早期実現％台の早期実現
粗利の増強と経費の削減による粗利の増強と経費の削減による粗利の増強と経費の削減による粗利の増強と経費の削減による
粗利経費率粗利経費率粗利経費率粗利経費率40％台の早期実現％台の早期実現％台の早期実現％台の早期実現

コスト構造改革コスト構造改革コスト構造改革コスト構造改革
の断行の断行の断行の断行

経営資源配分の経営資源配分の経営資源配分の経営資源配分の
大胆な見直し大胆な見直し大胆な見直し大胆な見直し

ビジネス改革をビジネス改革をビジネス改革をビジネス改革を
支える人事改革支える人事改革支える人事改革支える人事改革

情報提供ｻｰﾋﾞｽ力情報提供ｻｰﾋﾞｽ力情報提供ｻｰﾋﾞｽ力情報提供ｻｰﾋﾞｽ力
活用によるｺｱﾋﾞｼﾞﾈｽ活用によるｺｱﾋﾞｼﾞﾈｽ活用によるｺｱﾋﾞｼﾞﾈｽ活用によるｺｱﾋﾞｼﾞﾈｽ
の徹底・強化の徹底・強化の徹底・強化の徹底・強化

ﾏｽﾏｽﾏｽﾏｽ････ﾘﾃｰﾙ分野のﾘﾃｰﾙ分野のﾘﾃｰﾙ分野のﾘﾃｰﾙ分野の

収益ﾋﾞｼﾞﾈｽ化収益ﾋﾞｼﾞﾈｽ化収益ﾋﾞｼﾞﾈｽ化収益ﾋﾞｼﾞﾈｽ化

ﾁｬﾈﾙﾈｯﾄﾜｰｸのﾁｬﾈﾙﾈｯﾄﾜｰｸのﾁｬﾈﾙﾈｯﾄﾜｰｸのﾁｬﾈﾙﾈｯﾄﾜｰｸの
再構築等による再構築等による再構築等による再構築等による
対顧ﾋﾞｼﾞﾈｽ強化対顧ﾋﾞｼﾞﾈｽ強化対顧ﾋﾞｼﾞﾈｽ強化対顧ﾋﾞｼﾞﾈｽ強化

グローバルトップバンクに並ぶグローバルトップバンクに並ぶグローバルトップバンクに並ぶグローバルトップバンクに並ぶ
高い収益力を目指す高い収益力を目指す高い収益力を目指す高い収益力を目指す

－非金利収入比率－非金利収入比率－非金利収入比率－非金利収入比率50％以上へ％以上へ％以上へ％以上へ

グローバルトップバンクに並ぶグローバルトップバンクに並ぶグローバルトップバンクに並ぶグローバルトップバンクに並ぶ
高い収益力を目指す高い収益力を目指す高い収益力を目指す高い収益力を目指す

－非金利収入比率－非金利収入比率－非金利収入比率－非金利収入比率50％以上へ％以上へ％以上へ％以上へ

市場型間接金融市場型間接金融市場型間接金融市場型間接金融
モデルの確立モデルの確立モデルの確立モデルの確立

ソリューションソリューションソリューションソリューション
バンクの実現バンクの実現バンクの実現バンクの実現

財管部門を中心とした収益増強財管部門を中心とした収益増強財管部門を中心とした収益増強財管部門を中心とした収益増強
2005年度年度年度年度 業務純益業務純益業務純益業務純益*（一般貸引繰入前）（一般貸引繰入前）（一般貸引繰入前）（一般貸引繰入前）800億円億円億円億円
業務粗利益比率（財管部門：資金部門）業務粗利益比率（財管部門：資金部門）業務粗利益比率（財管部門：資金部門）業務粗利益比率（財管部門：資金部門）=6:4

財管部門を中心とした収益増強財管部門を中心とした収益増強財管部門を中心とした収益増強財管部門を中心とした収益増強
2005年度年度年度年度 業務純益業務純益業務純益業務純益*（一般貸引繰入前）（一般貸引繰入前）（一般貸引繰入前）（一般貸引繰入前）800億円億円億円億円
業務粗利益比率（財管部門：資金部門）業務粗利益比率（財管部門：資金部門）業務粗利益比率（財管部門：資金部門）業務粗利益比率（財管部門：資金部門）=6:4

信託機能・専門性信託機能・専門性信託機能・専門性信託機能・専門性
の更なる発揮の更なる発揮の更なる発揮の更なる発揮

顧客基盤の拡大顧客基盤の拡大顧客基盤の拡大顧客基盤の拡大

連結経常利益連結経常利益連結経常利益連結経常利益500500500500億円体制の確立億円体制の確立億円体制の確立億円体制の確立
（（（（2004200420042004年度）年度）年度）年度）
連結経常利益連結経常利益連結経常利益連結経常利益500500500500億円体制の確立億円体制の確立億円体制の確立億円体制の確立
（（（（2004200420042004年度）年度）年度）年度）

ｸﾞﾙｰﾌﾟ証券会社としての基盤を活かしｸﾞﾙｰﾌﾟ証券会社としての基盤を活かしｸﾞﾙｰﾌﾟ証券会社としての基盤を活かしｸﾞﾙｰﾌﾟ証券会社としての基盤を活かし
早期復配を実現早期復配を実現早期復配を実現早期復配を実現
ｸﾞﾙｰﾌﾟ証券会社としての基盤を活かしｸﾞﾙｰﾌﾟ証券会社としての基盤を活かしｸﾞﾙｰﾌﾟ証券会社としての基盤を活かしｸﾞﾙｰﾌﾟ証券会社としての基盤を活かし
早期復配を実現早期復配を実現早期復配を実現早期復配を実現

中期経営目標：中期経営目標：中期経営目標：中期経営目標：2005200520052005年度年度年度年度
ROEROEROEROE目標：目標：目標：目標：10101010％以上％以上％以上％以上
利益水準で業界ﾄｯﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟ入り利益水準で業界ﾄｯﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟ入り利益水準で業界ﾄｯﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟ入り利益水準で業界ﾄｯﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟ入り
ﾘﾃｰﾙ部門：ﾘﾃｰﾙ部門：ﾘﾃｰﾙ部門：ﾘﾃｰﾙ部門：ﾘﾃｰﾙ預り資産ﾘﾃｰﾙ預り資産ﾘﾃｰﾙ預り資産ﾘﾃｰﾙ預り資産8888兆円（兆円（兆円（兆円（2006200620062006年年年年3333月末）月末）月末）月末）

株式投信預り資産株式投信預り資産株式投信預り資産株式投信預り資産1.251.251.251.25兆円（兆円（兆円（兆円（2006200620062006年年年年3333月末）月末）月末）月末）

中期経営目標：中期経営目標：中期経営目標：中期経営目標：2005200520052005年度年度年度年度
ROEROEROEROE目標：目標：目標：目標：10101010％以上％以上％以上％以上
利益水準で業界ﾄｯﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟ入り利益水準で業界ﾄｯﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟ入り利益水準で業界ﾄｯﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟ入り利益水準で業界ﾄｯﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟ入り
ﾘﾃｰﾙ部門：ﾘﾃｰﾙ部門：ﾘﾃｰﾙ部門：ﾘﾃｰﾙ部門：ﾘﾃｰﾙ預り資産ﾘﾃｰﾙ預り資産ﾘﾃｰﾙ預り資産ﾘﾃｰﾙ預り資産8888兆円（兆円（兆円（兆円（2006200620062006年年年年3333月末）月末）月末）月末）

株式投信預り資産株式投信預り資産株式投信預り資産株式投信預り資産1.251.251.251.25兆円（兆円（兆円（兆円（2006200620062006年年年年3333月末）月末）月末）月末）

みずほみずほみずほみずほ
証券証券証券証券
みずほみずほみずほみずほ
証券証券証券証券

みずほみずほみずほみずほ
ｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ
証券証券証券証券

みずほみずほみずほみずほ
ｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ
証券証券証券証券

新光新光新光新光
証券証券証券証券
新光新光新光新光
証券証券証券証券

*修正業務純益ﾍﾞｰｽ

主要グループ会社の経営目標主要グループ会社の経営目標主要グループ会社の経営目標主要グループ会社の経営目標
経営戦略の経営戦略の経営戦略の経営戦略の
ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換
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0000

1,0001,0001,0001,000

2,0002,0002,0002,000

03年度年度年度年度 06年度（計画）年度（計画）年度（計画）年度（計画）

～～ ～～～～ ～～

586億円億円億円億円

金利上昇金利上昇金利上昇金利上昇
効効効効 果果果果

経費削減経費削減経費削減経費削減

粗利増強粗利増強粗利増強粗利増強

(億円億円億円億円)

! マス顧客部門の収益化マス顧客部門の収益化マス顧客部門の収益化マス顧客部門の収益化:みずほﾏｲﾚｰｼﾞｸﾗﾌﾞの拡販みずほﾏｲﾚｰｼﾞｸﾗﾌﾞの拡販みずほﾏｲﾚｰｼﾞｸﾗﾌﾞの拡販みずほﾏｲﾚｰｼﾞｸﾗﾌﾞの拡販
ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ収益の増強ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ収益の増強ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ収益の増強ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ収益の増強

!個人ローンの増強個人ローンの増強個人ローンの増強個人ローンの増強
• ｵﾘｴﾝﾄｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ（ｵﾘｺ）との提携によるﾛｰﾝの増強ｵﾘｴﾝﾄｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ（ｵﾘｺ）との提携によるﾛｰﾝの増強ｵﾘｴﾝﾄｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ（ｵﾘｺ）との提携によるﾛｰﾝの増強ｵﾘｴﾝﾄｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ（ｵﾘｺ）との提携によるﾛｰﾝの増強
•住宅ﾛｰﾝの増強住宅ﾛｰﾝの増強住宅ﾛｰﾝの増強住宅ﾛｰﾝの増強

粗利粗利粗利粗利

増加要因増加要因増加要因増加要因

経費減少経費減少経費減少経費減少
要因要因要因要因

チャネルの再構築チャネルの再構築チャネルの再構築チャネルの再構築････事務の合理化事務の合理化事務の合理化事務の合理化

システム統合後のシステム経費削減システム統合後のシステム経費削減システム統合後のシステム経費削減システム統合後のシステム経費削減

!投資運用商品の販売強化投資運用商品の販売強化投資運用商品の販売強化投資運用商品の販売強化:ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ営業の強化ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ営業の強化ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ営業の強化ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ営業の強化

個人部門収益計画個人部門収益計画個人部門収益計画個人部門収益計画 みずほマイレージクラブみずほマイレージクラブみずほマイレージクラブみずほマイレージクラブ((((MMC))))の拡販の拡販の拡販の拡販

サービスサービスサービスサービス････機能の拡充機能の拡充機能の拡充機能の拡充

一般企業との提携ｻｰﾋﾞｽ一般企業との提携ｻｰﾋﾞｽ一般企業との提携ｻｰﾋﾞｽ一般企業との提携ｻｰﾋﾞｽ

個人部門の業務純益の実績・計画個人部門の業務純益の実績・計画個人部門の業務純益の実績・計画個人部門の業務純益の実績・計画

金利上昇が金利上昇が金利上昇が金利上昇が

無い場合でも無い場合でも無い場合でも無い場合でも

業純業純業純業純2.5倍倍倍倍
程度を目指す程度を目指す程度を目指す程度を目指す

*左記収益計画には含まず左記収益計画には含まず左記収益計画には含まず左記収益計画には含まず

! MMCセゾンカード：セゾンカード：セゾンカード：セゾンカード： 05年年年年4月発行予定月発行予定月発行予定月発行予定
! UC・セゾンの業務再編・統合（ｲｼｭｱ事業、加盟店業務、・セゾンの業務再編・統合（ｲｼｭｱ事業、加盟店業務、・セゾンの業務再編・統合（ｲｼｭｱ事業、加盟店業務、・セゾンの業務再編・統合（ｲｼｭｱ事業、加盟店業務、
ﾌﾟﾛｾｼﾝｸﾞ業務等）ﾌﾟﾛｾｼﾝｸﾞ業務等）ﾌﾟﾛｾｼﾝｸﾞ業務等）ﾌﾟﾛｾｼﾝｸﾞ業務等） に向け具体的に検討に向け具体的に検討に向け具体的に検討に向け具体的に検討

セゾン顧客セゾン顧客セゾン顧客セゾン顧客（（（（1,600万人強）万人強）万人強）万人強）に対しに対しに対しに対し､､､､みずほ商品の具体的なみずほ商品の具体的なみずほ商品の具体的なみずほ商品の具体的な

販売方法を検討開始販売方法を検討開始販売方法を検討開始販売方法を検討開始 （相互にﾏｰｹｯﾄを開放）（相互にﾏｰｹｯﾄを開放）（相互にﾏｰｹｯﾄを開放）（相互にﾏｰｹｯﾄを開放）

0

50

100

04年9月末 04年10月末

マイレージクラブ会員数推移マイレージクラブ会員数推移マイレージクラブ会員数推移マイレージクラブ会員数推移 （（（（8/16取扱開始後累計）取扱開始後累計）取扱開始後累計）取扱開始後累計）

(千件千件千件千件)

ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ利用率：ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ利用率：ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ利用率：ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ利用率：約約約約25%がｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞに利用（がｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞに利用（がｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞに利用（がｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞに利用（10月）月）月）月）

新型ﾘﾎﾞ機能新型ﾘﾎﾞ機能新型ﾘﾎﾞ機能新型ﾘﾎﾞ機能

会員専用ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ会員専用ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ会員専用ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ会員専用ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽﾊﾛｰｷﾃｨﾃﾞｻﾞｲﾝｶｰﾄﾞﾊﾛｰｷﾃｨﾃﾞｻﾞｲﾝｶｰﾄﾞﾊﾛｰｷﾃｨﾃﾞｻﾞｲﾝｶｰﾄﾞﾊﾛｰｷﾃｨﾃﾞｻﾞｲﾝｶｰﾄﾞ

クレディセゾンクレディセゾンクレディセゾンクレディセゾン((((ｾｿﾞﾝｾｿﾞﾝｾｿﾞﾝｾｿﾞﾝ))))との戦略的提携との戦略的提携との戦略的提携との戦略的提携*（（（（04年年年年8月月月月））））

みずほ銀行～個人戦略（１）みずほ銀行～個人戦略（１）みずほ銀行～個人戦略（１）みずほ銀行～個人戦略（１）
経営戦略の経営戦略の経営戦略の経営戦略の
ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換
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コンサルティング営業の強化コンサルティング営業の強化コンサルティング営業の強化コンサルティング営業の強化個人ローンの増強個人ローンの増強個人ローンの増強個人ローンの増強

オリコとの提携によるローンの増強オリコとの提携によるローンの増強オリコとの提携によるローンの増強オリコとの提携によるローンの増強

ｵﾘｺ保証による販売提携ﾛｰﾝの拡販ｵﾘｺ保証による販売提携ﾛｰﾝの拡販ｵﾘｺ保証による販売提携ﾛｰﾝの拡販ｵﾘｺ保証による販売提携ﾛｰﾝの拡販

住宅ローンの増強住宅ローンの増強住宅ローンの増強住宅ローンの増強

審査の迅速化審査の迅速化審査の迅速化審査の迅速化････販売体制の強化販売体制の強化販売体制の強化販売体制の強化

重
点
顧
客

重
点
顧
客

重
点
顧
客

重
点
顧
客
80
万
人
万
人
万
人
万
人

フィナンシャルコンサルタントフィナンシャルコンサルタントフィナンシャルコンサルタントフィナンシャルコンサルタント(FC)
によるコンサルティング営業によるコンサルティング営業によるコンサルティング営業によるコンサルティング営業
････ FC: 2005年度中に年度中に年度中に年度中に2,000名体制名体制名体制名体制
････ ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ:

2005年度中に年度中に年度中に年度中に250店に設置店に設置店に設置店に設置
（注）（注）（注）（注） 預り資産預り資産預り資産預り資産3千万以上は千万以上は千万以上は千万以上はFC1級担当級担当級担当級担当

預り資産預り資産預り資産預り資産1千万以上は千万以上は千万以上は千万以上はFC2････3級担当級担当級担当級担当

預り資産預り資産預り資産預り資産

1億円以上億円以上億円以上億円以上

プライベートバンキングプライベートバンキングプライベートバンキングプライベートバンキング(PB)人員人員人員人員
による顧客とのリレーション強化による顧客とのリレーション強化による顧客とのリレーション強化による顧客とのリレーション強化
････ ターゲット顧客の明確化ターゲット顧客の明確化ターゲット顧客の明確化ターゲット顧客の明確化

････ PB人員の大幅増強人員の大幅増強人員の大幅増強人員の大幅増強

預り資産預り資産預り資産預り資産

3千万円以上千万円以上千万円以上千万円以上

預り資産預り資産預り資産預り資産

1千万円以上千万円以上千万円以上千万円以上

6666

8888

10101010

03年3月末03年3月末03年3月末03年3月末 04年3月末04年3月末04年3月末04年3月末 04年9月末04年9月末04年9月末04年9月末 05年3月末05年3月末05年3月末05年3月末

流動化金額流動化金額流動化金額流動化金額

（計画）（計画）（計画）（計画）

(兆円)

9.11兆円兆円兆円兆円 9.00兆円兆円兆円兆円 8.95兆円兆円兆円兆円

04年年年年6月月月月:約約約約3,100億円の億円の億円の億円の

ﾛｰﾝ債権流動化を実施ﾛｰﾝ債権流動化を実施ﾛｰﾝ債権流動化を実施ﾛｰﾝ債権流動化を実施

みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行居住用住宅ﾛｰﾝ残高居住用住宅ﾛｰﾝ残高居住用住宅ﾛｰﾝ残高居住用住宅ﾛｰﾝ残高

下期純増下期純増下期純増下期純増
2,000億円億円億円億円

0

0.5

1

03年度下期 04年度上期 04年度下期（計画）

(兆円) 特約付外貨定期預金

投信（除くMMF・中期国債ﾌｧﾝﾄﾞ）

保険

04年度上期比年度上期比年度上期比年度上期比

+2,000億円億円億円億円
03年度下期比年度下期比年度下期比年度下期比

+1,230億円億円億円億円

* 換算レートは同一レートを使用

投資運用商品獲得額投資運用商品獲得額投資運用商品獲得額投資運用商品獲得額

みずほ銀行～個人戦略（２）みずほ銀行～個人戦略（２）みずほ銀行～個人戦略（２）みずほ銀行～個人戦略（２）
経営戦略の経営戦略の経営戦略の経営戦略の
ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換

0

500

1000

1500

04年9月末 04年10月末 05年3月末(計画)

2400
(億円) ｵﾘｺ保証販売提携ﾛｰﾝ残高ｵﾘｺ保証販売提携ﾛｰﾝ残高ｵﾘｺ保証販売提携ﾛｰﾝ残高ｵﾘｺ保証販売提携ﾛｰﾝ残高（提携発表（提携発表（提携発表（提携発表04年年年年7月）月）月）月）

～～～～～～～～

～～～～～～～～

0
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0

2,500

5,000

03年度年度年度年度 06年度年度年度年度

(億円億円億円億円)

(実績実績実績実績) (計画計画計画計画)

金利上昇金利上昇金利上昇金利上昇
効果等効果等効果等効果等*

＋約＋約＋約＋約800億円億円億円億円

5,212

業務粗利益業務粗利益業務粗利益業務粗利益

経費経費経費経費

2,736

スモール層向け貸出増加額スモール層向け貸出増加額スモール層向け貸出増加額スモール層向け貸出増加額** 0.4兆円兆円兆円兆円

貸出ボリュームの増加貸出ボリュームの増加貸出ボリュームの増加貸出ボリュームの増加

ミドルリスク層向け貸出増加額ミドルリスク層向け貸出増加額ミドルリスク層向け貸出増加額ミドルリスク層向け貸出増加額 2兆円兆円兆円兆円

ソリューションビジネス関連手数料の増加ソリューションビジネス関連手数料の増加ソリューションビジネス関連手数料の増加ソリューションビジネス関連手数料の増加

粗利粗利粗利粗利

増加要因増加要因増加要因増加要因

(800億円億円億円億円)

経費減少経費減少経費減少経費減少
要因要因要因要因

•店舗合理化店舗合理化店舗合理化店舗合理化

• システム統合後のシステム経費削減システム統合後のシステム経費削減システム統合後のシステム経費削減システム統合後のシステム経費削減

**** 利鞘改善効果利鞘改善効果利鞘改善効果利鞘改善効果、、、、国内為替・外為・デリバティブ等の非金利国内為替・外為・デリバティブ等の非金利国内為替・外為・デリバティブ等の非金利国内為替・外為・デリバティブ等の非金利収益増加収益増加収益増加収益増加を含むを含むを含むを含む
** ** ** ** ビジネス金融センターにおける貸出増加額ビジネス金融センターにおける貸出増加額ビジネス金融センターにおける貸出増加額ビジネス金融センターにおける貸出増加額

ミドルリスク層ミドルリスク層ミドルリスク層ミドルリスク層ｽﾓｰﾙ層ｽﾓｰﾙ層ｽﾓｰﾙ層ｽﾓｰﾙ層

その他要注意先その他要注意先その他要注意先その他要注意先

規模（年商）規模（年商）規模（年商）規模（年商）

高高高高

低低低低

ローリスク層ローリスク層ローリスク層ローリスク層

信用格付信用格付信用格付信用格付

１０億円１０億円１０億円１０億円

中堅・中小企業部門における顧客セグメント中堅・中小企業部門における顧客セグメント中堅・中小企業部門における顧客セグメント中堅・中小企業部門における顧客セグメント

「中堅・中小企業」専門ｿﾘｭｰｼｮﾝ体制「中堅・中小企業」専門ｿﾘｭｰｼｮﾝ体制「中堅・中小企業」専門ｿﾘｭｰｼｮﾝ体制「中堅・中小企業」専門ｿﾘｭｰｼｮﾝ体制

ｿﾘｭｰｼｮﾝの提供による貸出ｼｪｱの拡大ｿﾘｭｰｼｮﾝの提供による貸出ｼｪｱの拡大ｿﾘｭｰｼｮﾝの提供による貸出ｼｪｱの拡大ｿﾘｭｰｼｮﾝの提供による貸出ｼｪｱの拡大

ミドルリスク層・スモール層にフォーカスした貸出強化ミドルリスク層・スモール層にフォーカスした貸出強化ミドルリスク層・スモール層にフォーカスした貸出強化ミドルリスク層・スモール層にフォーカスした貸出強化

ソリューションビジネスの推進ソリューションビジネスの推進ソリューションビジネスの推進ソリューションビジネスの推進

法人部門収益計画法人部門収益計画法人部門収益計画法人部門収益計画

みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（１）みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（１）みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（１）みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（１）
経営戦略の経営戦略の経営戦略の経営戦略の
ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換

貸出ﾎﾞﾘｭｰﾑの増加貸出ﾎﾞﾘｭｰﾑの増加貸出ﾎﾞﾘｭｰﾑの増加貸出ﾎﾞﾘｭｰﾑの増加

ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ
関連手数料の増加関連手数料の増加関連手数料の増加関連手数料の増加
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03/上 03/下 04/上 04/下（計画）

スーパーワイド

（億円）

（除くスモール層向け商品）

取引方針制度の導入と取引方針制度の導入と取引方針制度の導入と取引方針制度の導入と
個別取引先における貸出ｼｪｱのｱｯﾌﾟ個別取引先における貸出ｼｪｱのｱｯﾌﾟ個別取引先における貸出ｼｪｱのｱｯﾌﾟ個別取引先における貸出ｼｪｱのｱｯﾌﾟ

貸出新商品の導入（ｽｰﾊﾟｰﾜｲﾄﾞ）貸出新商品の導入（ｽｰﾊﾟｰﾜｲﾄﾞ）貸出新商品の導入（ｽｰﾊﾟｰﾜｲﾄﾞ）貸出新商品の導入（ｽｰﾊﾟｰﾜｲﾄﾞ）

審査のスピードアップと審査のスピードアップと審査のスピードアップと審査のスピードアップと
業種別審査体制の強化業種別審査体制の強化業種別審査体制の強化業種別審査体制の強化

新規取引の飛躍的拡大新規取引の飛躍的拡大新規取引の飛躍的拡大新規取引の飛躍的拡大

0

100

200

300

02/上 02/下 03/上 03/下 04/上 04/下（計画）

（億円）

社債関連

ｼﾝｼﾞｹｰﾄﾛｰﾝ・ｺﾐｯﾄﾒﾝﾄﾗｲﾝ

M&A/MBO

不動産ﾌｧｲﾅﾝｽ

債権流動化

新設手数料

ソリューション関連手数料の推移ソリューション関連手数料の推移ソリューション関連手数料の推移ソリューション関連手数料の推移

ローコストなマスセールス体制の確立ローコストなマスセールス体制の確立ローコストなマスセールス体制の確立ローコストなマスセールス体制の確立

０３年度 ０５年度

拠点数 １１拠点 １００拠点

支所 １１拠点 ４０拠点

営業所 ‐ １１拠点

駐在RM ‐ ４９拠点

人員 １５０名 ６００名

当行OB等：170名

信金信金信金信金OBOBOBOB等：等：等：等：290290290290名名名名
パート等：140名

ビジネス金融センターの拠点・人員計画ビジネス金融センターの拠点・人員計画ビジネス金融センターの拠点・人員計画ビジネス金融センターの拠点・人員計画

積極的な「ニューマネー」取込体制の確立積極的な「ニューマネー」取込体制の確立積極的な「ニューマネー」取込体制の確立積極的な「ニューマネー」取込体制の確立

ミドルリスク層への貸出強化施策ミドルリスク層への貸出強化施策ミドルリスク層への貸出強化施策ミドルリスク層への貸出強化施策 スモール層への貸出強化施策スモール層への貸出強化施策スモール層への貸出強化施策スモール層への貸出強化施策

ソリューションビジネスの推進ソリューションビジネスの推進ソリューションビジネスの推進ソリューションビジネスの推進

本部ソリューション支援チーム３００名体制本部ソリューション支援チーム３００名体制本部ソリューション支援チーム３００名体制本部ソリューション支援チーム３００名体制

スーパーワイドを中心とした無担保スーパーワイドを中心とした無担保スーパーワイドを中心とした無担保スーパーワイドを中心とした無担保

貸出商品の貸出実行累計額推移貸出商品の貸出実行累計額推移貸出商品の貸出実行累計額推移貸出商品の貸出実行累計額推移

2004200420042004年度上期実行額：年度上期実行額：年度上期実行額：年度上期実行額： 1,6001,6001,6001,600億円億円億円億円

みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（２）みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（２）みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（２）みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（２）
経営戦略の経営戦略の経営戦略の経営戦略の
ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換
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ソリューションバンクの実現ソリューションバンクの実現ソリューションバンクの実現ソリューションバンクの実現

～～～～ 「「「「Deal after Deal」営業体制」営業体制」営業体制」営業体制の確立の確立の確立の確立 ～～～～

" クロス・プロダクツ営業の推進クロス・プロダクツ営業の推進クロス・プロダクツ営業の推進クロス・プロダクツ営業の推進

－－－－銀行・証券等のプロダクツを総動員する銀行・証券等のプロダクツを総動員する銀行・証券等のプロダクツを総動員する銀行・証券等のプロダクツを総動員するRM体制体制体制体制
の構築・強化の構築・強化の構築・強化の構築・強化

" 中国ビジネスの拡大中国ビジネスの拡大中国ビジネスの拡大中国ビジネスの拡大

－－－－中国進出企業サポート推進体制の充実中国進出企業サポート推進体制の充実中国進出企業サポート推進体制の充実中国進出企業サポート推進体制の充実

" 内為・外為収益を中心とした決済ビジネスにおける内為・外為収益を中心とした決済ビジネスにおける内為・外為収益を中心とした決済ビジネスにおける内為・外為収益を中心とした決済ビジネスにおける

抜本的収益増強抜本的収益増強抜本的収益増強抜本的収益増強
－－－－ GCMSの展開加速、トレードファイナンス強化の展開加速、トレードファイナンス強化の展開加速、トレードファイナンス強化の展開加速、トレードファイナンス強化

" ファイナンスアレンジメント業務の更なる強化ファイナンスアレンジメント業務の更なる強化ファイナンスアレンジメント業務の更なる強化ファイナンスアレンジメント業務の更なる強化

－－－－多様なファイナンススキームの提供（債権流動化、多様なファイナンススキームの提供（債権流動化、多様なファイナンススキームの提供（債権流動化、多様なファイナンススキームの提供（債権流動化、

不動産ファイナンス、買収ファイナンス）不動産ファイナンス、買収ファイナンス）不動産ファイナンス、買収ファイナンス）不動産ファイナンス、買収ファイナンス）

" 優先株優先株優先株優先株Exit戦略の検討等、企業再生の推進戦略の検討等、企業再生の推進戦略の検討等、企業再生の推進戦略の検討等、企業再生の推進

市場型間接金融モデルの確立市場型間接金融モデルの確立市場型間接金融モデルの確立市場型間接金融モデルの確立

～～～～ 新たな収益機会の創造新たな収益機会の創造新たな収益機会の創造新たな収益機会の創造 ～～～～

" シンジケーション業務の更なる拡大シンジケーション業務の更なる拡大シンジケーション業務の更なる拡大シンジケーション業務の更なる拡大

－－－－ 圧倒的な国内マーケットシェア（約４割）の堅持圧倒的な国内マーケットシェア（約４割）の堅持圧倒的な国内マーケットシェア（約４割）の堅持圧倒的な国内マーケットシェア（約４割）の堅持

－－－－ 収益性の向上とマーケットの拡大収益性の向上とマーケットの拡大収益性の向上とマーケットの拡大収益性の向上とマーケットの拡大

（あらゆる格付層に対するシンジケーション機能の（あらゆる格付層に対するシンジケーション機能の（あらゆる格付層に対するシンジケーション機能の（あらゆる格付層に対するシンジケーション機能の

活用、クロスボーダー案件の更なる推進）活用、クロスボーダー案件の更なる推進）活用、クロスボーダー案件の更なる推進）活用、クロスボーダー案件の更なる推進）

" ローントレーディング機能の強化ローントレーディング機能の強化ローントレーディング機能の強化ローントレーディング機能の強化

---- セカンダリー市場の更なる発展に向け体制を強化セカンダリー市場の更なる発展に向け体制を強化セカンダリー市場の更なる発展に向け体制を強化セカンダリー市場の更なる発展に向け体制を強化

～～～～ ポートフォリオ価値の向上ポートフォリオ価値の向上ポートフォリオ価値の向上ポートフォリオ価値の向上 ～～～～

" ダイナミックなポートフォリオマネジメントの実践ダイナミックなポートフォリオマネジメントの実践ダイナミックなポートフォリオマネジメントの実践ダイナミックなポートフォリオマネジメントの実践

---- ローン売買、クレジット・デリバティブ、社債、ローン売買、クレジット・デリバティブ、社債、ローン売買、クレジット・デリバティブ、社債、ローン売買、クレジット・デリバティブ、社債、

証券化商品を用いたポートフォリオ価値の極大化証券化商品を用いたポートフォリオ価値の極大化証券化商品を用いたポートフォリオ価値の極大化証券化商品を用いたポートフォリオ価値の極大化

" 中期的なポートフォリオの更なる改善中期的なポートフォリオの更なる改善中期的なポートフォリオの更なる改善中期的なポートフォリオの更なる改善

---- 新新新新BISBISBISBIS規制等への対応規制等への対応規制等への対応規制等への対応

ポートフォリオマネジメントの高度化ポートフォリオマネジメントの高度化ポートフォリオマネジメントの高度化ポートフォリオマネジメントの高度化

プロダクツ・決済ビジネスプロダクツ・決済ビジネスプロダクツ・決済ビジネスプロダクツ・決済ビジネスへへへへの取組みの取組みの取組みの取組み強化強化強化強化

シンジケーションビジネスの拡大シンジケーションビジネスの拡大シンジケーションビジネスの拡大シンジケーションビジネスの拡大 ソリューション営業体制の強化ソリューション営業体制の強化ソリューション営業体制の強化ソリューション営業体制の強化

企業再生企業再生企業再生企業再生ビジネスビジネスビジネスビジネスへへへへの取組み推進の取組み推進の取組み推進の取組み推進

みずほコーポレート銀行（１）みずほコーポレート銀行（１）みずほコーポレート銀行（１）みずほコーポレート銀行（１）
経営戦略の経営戦略の経営戦略の経営戦略の
ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換
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シンジケーションビジネスの拡大シンジケーションビジネスの拡大シンジケーションビジネスの拡大シンジケーションビジネスの拡大

ローントレーディング機能の強化ローントレーディング機能の強化ローントレーディング機能の強化ローントレーディング機能の強化

投資銀行業務の強化投資銀行業務の強化投資銀行業務の強化投資銀行業務の強化
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社債受託業務社債受託業務社債受託業務社債受託業務

ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽ

不動産ﾌｧｲﾅﾝｽ不動産ﾌｧｲﾅﾝｽ不動産ﾌｧｲﾅﾝｽ不動産ﾌｧｲﾅﾝｽ

投資ﾌｧｲﾅﾝｽ投資ﾌｧｲﾅﾝｽ投資ﾌｧｲﾅﾝｽ投資ﾌｧｲﾅﾝｽ

（行内管理ﾍﾞｰｽ）

（計画）（計画）（計画）（計画）

プロダクツユニット主要部門業務粗利益推移プロダクツユニット主要部門業務粗利益推移プロダクツユニット主要部門業務粗利益推移プロダクツユニット主要部門業務粗利益推移

ﾌｧｲﾅﾝｽｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ業務ﾌｧｲﾅﾝｽｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ業務ﾌｧｲﾅﾝｽｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ業務ﾌｧｲﾅﾝｽｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ業務のののの更なる強化更なる強化更なる強化更なる強化

国際業務の強化国際業務の強化国際業務の強化国際業務の強化

市場の拡大市場の拡大市場の拡大市場の拡大

収益性の向上収益性の向上収益性の向上収益性の向上
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02年度02年度02年度02年度 03年度03年度03年度03年度 04年度04年度04年度04年度

（億円）

上期上期上期上期

下期下期下期下期

下期下期下期下期
上期上期上期上期

前年比前年比前年比前年比
++++103103103103%%%%

上期上期上期上期

下期下期下期下期
計画計画計画計画

前年比前年比前年比前年比
++++35353535%%%%

（行内管理ﾍﾞｰｽ）

シンジケーション収益推移シンジケーション収益推移シンジケーション収益推移シンジケーション収益推移

! あらゆる格付層の顧客に対するｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝ機能の活用あらゆる格付層の顧客に対するｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝ機能の活用あらゆる格付層の顧客に対するｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝ機能の活用あらゆる格付層の顧客に対するｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝ機能の活用

! クロスボーダー案件の更なる推進クロスボーダー案件の更なる推進クロスボーダー案件の更なる推進クロスボーダー案件の更なる推進

! デットリストラクチャリング・企業再生案件の取込みデットリストラクチャリング・企業再生案件の取込みデットリストラクチャリング・企業再生案件の取込みデットリストラクチャリング・企業再生案件の取込み

! ジェネラルシンジケーションの更なる強化ジェネラルシンジケーションの更なる強化ジェネラルシンジケーションの更なる強化ジェネラルシンジケーションの更なる強化

! ローントレーディング部を新設（ローントレーディング部を新設（ローントレーディング部を新設（ローントレーディング部を新設（2004年年年年10月月月月､､､､20名体制）、名体制）、名体制）、名体制）、

セカンダリー市場の更なる発展に向け体制を強化セカンダリー市場の更なる発展に向け体制を強化セカンダリー市場の更なる発展に向け体制を強化セカンダリー市場の更なる発展に向け体制を強化

! 2004年度上期実績：約年度上期実績：約年度上期実績：約年度上期実績：約30件、元本件、元本件、元本件、元本600億円弱億円弱億円弱億円弱

! 2007年度市場規模見込み：約年度市場規模見込み：約年度市場規模見込み：約年度市場規模見込み：約10兆円兆円兆円兆円
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02年年年年3月末月末月末月末 03年年年年3月末月末月末月末 04年年年年3月末月末月末月末 04年年年年9月末月末月末月末

アジアアジアアジアアジア 欧州欧州欧州欧州 米州米州米州米州
(億ﾄﾞﾙ)

海外支店対顧貸出末残推移海外支店対顧貸出末残推移海外支店対顧貸出末残推移海外支店対顧貸出末残推移

RM体制強化による貸出収益の増強体制強化による貸出収益の増強体制強化による貸出収益の増強体制強化による貸出収益の増強

下期純増計画下期純増計画下期純増計画下期純増計画

3,0003,0003,0003,000億円億円億円億円

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ営業強化による非金利収益の拡大ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ営業強化による非金利収益の拡大ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ営業強化による非金利収益の拡大ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ営業強化による非金利収益の拡大

(億円)

みずほコーポレート銀行（２）みずほコーポレート銀行（２）みずほコーポレート銀行（２）みずほコーポレート銀行（２）
経営戦略の経営戦略の経営戦略の経営戦略の
ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換

（計画）（計画）（計画）（計画）
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みずほ信託銀行の収益計画みずほ信託銀行の収益計画みずほ信託銀行の収益計画みずほ信託銀行の収益計画

0

500

1000

03年度 04年度（計画） 05年度（計画）

800億円億円億円億円
720億円億円億円億円710億円億円億円億円

みずほ信託銀行の実質業務純益の実績・計画みずほ信託銀行の実質業務純益の実績・計画みずほ信託銀行の実質業務純益の実績・計画みずほ信託銀行の実質業務純益の実績・計画(億円億円億円億円)

!顧客基盤の拡大顧客基盤の拡大顧客基盤の拡大顧客基盤の拡大

～グループ内シナジー効果の徹底追求～グループ内シナジー効果の徹底追求～グループ内シナジー効果の徹底追求～グループ内シナジー効果の徹底追求

!信託機能信託機能信託機能信託機能････専門性の更なる発揮専門性の更なる発揮専門性の更なる発揮専門性の更なる発揮

～成長分野への積極的な資源投下～成長分野への積極的な資源投下～成長分野への積極的な資源投下～成長分野への積極的な資源投下

成長分野：成長分野：成長分野：成長分野： 不動産・資産金融不動産・資産金融不動産・資産金融不動産・資産金融････プライベートバンキングプライベートバンキングプライベートバンキングプライベートバンキング

グループ内シナジー効果の徹底追求グループ内シナジー効果の徹底追求グループ内シナジー効果の徹底追求グループ内シナジー効果の徹底追求

!信託代理店制度の活用信託代理店制度の活用信託代理店制度の活用信託代理店制度の活用････共同店舗の展開共同店舗の展開共同店舗の展開共同店舗の展開
!人材交流等人材交流等人材交流等人材交流等､､､､シナジー効果を高める施策の推進シナジー効果を高める施策の推進シナジー効果を高める施策の推進シナジー効果を高める施策の推進

※ 比率表示をした部分がみずほ銀行・みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行からの紹介案件

【【【【金銭債権信託受託額金銭債権信託受託額金銭債権信託受託額金銭債権信託受託額】】】】

【【【【遺言信託受託件数遺言信託受託件数遺言信託受託件数遺言信託受託件数】】】】

37%

【【【【不動産部門粗利益不動産部門粗利益不動産部門粗利益不動産部門粗利益】】】】
（除、住宅販売）（除、住宅販売）（除、住宅販売）（除、住宅販売）

53%

30%

【【【【証券代行受託社数証券代行受託社数証券代行受託社数証券代行受託社数】】】】
（株式未公開会社）（株式未公開会社）（株式未公開会社）（株式未公開会社）

85%

上期上期上期上期
270270270270億円億円億円億円

下期下期下期下期
440440440440億円億円億円億円

上期上期上期上期
292292292292億円億円億円億円

下期下期下期下期
計画計画計画計画

2004年度上期の連携実績年度上期の連携実績年度上期の連携実績年度上期の連携実績

みずほ信託銀行（１）みずほ信託銀行（１）みずほ信託銀行（１）みずほ信託銀行（１）
経営戦略の経営戦略の経営戦略の経営戦略の
ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換

財管部門を中心とした収益増強財管部門を中心とした収益増強財管部門を中心とした収益増強財管部門を中心とした収益増強

（（（（00004444年度上期年度上期年度上期年度上期 同比率：同比率：同比率：同比率： 約４９％、前年同期比約４９％、前年同期比約４９％、前年同期比約４９％、前年同期比 ++++４％）４％）４％）４％）

2005200520052005年度年度年度年度 実質業務純益実質業務純益実質業務純益実質業務純益 ８００億円８００億円８００億円８００億円

業務粗利益業務粗利益業務粗利益業務粗利益に占めるに占めるに占めるに占める財管部門財管部門財管部門財管部門比率：比率：比率：比率： ６割６割６割６割
計
画
計
画
計
画
計
画
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成長分野への積極的な資源投下成長分野への積極的な資源投下成長分野への積極的な資源投下成長分野への積極的な資源投下

不動産業務不動産業務不動産業務不動産業務
!人員増強人員増強人員増強人員増強､､､､関連不動産会社との連携による営業体制強化関連不動産会社との連携による営業体制強化関連不動産会社との連携による営業体制強化関連不動産会社との連携による営業体制強化

資産金融資産金融資産金融資産金融（信託ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ）（信託ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ）（信託ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ）（信託ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ）業務業務業務業務
! プロダクトの開発や新規業務の展開プロダクトの開発や新規業務の展開プロダクトの開発や新規業務の展開プロダクトの開発や新規業務の展開

ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ業務ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ業務ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ業務ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ業務
!遺言業務遺言業務遺言業務遺言業務････ｱﾊﾟｰﾄﾛｰﾝｱﾊﾟｰﾄﾛｰﾝｱﾊﾟｰﾄﾛｰﾝｱﾊﾟｰﾄﾛｰﾝ････資産運用等による多面的営業の強化資産運用等による多面的営業の強化資産運用等による多面的営業の強化資産運用等による多面的営業の強化

0000

10,00010,00010,00010,000

20,00020,00020,00020,000

30,00030,00030,00030,000

02年3月末02年3月末02年3月末02年3月末 03年3月末03年3月末03年3月末03年3月末 04年3月末04年3月末04年3月末04年3月末 04年9月末04年9月末04年9月末04年9月末

(億円)

業界トップ業界トップ業界トップ業界トップ業界トップ業界トップ業界トップ業界トップ

不動産流動化受託残高不動産流動化受託残高不動産流動化受託残高不動産流動化受託残高

0000

10,00010,00010,00010,000

20,00020,00020,00020,000

30,00030,00030,00030,000

40,00040,00040,00040,000

50,00050,00050,00050,000

02年3月末02年3月末02年3月末02年3月末 03年3月末03年3月末03年3月末03年3月末 04年3月末04年3月末04年3月末04年3月末 04年9月末04年9月末04年9月末04年9月末

(億円)

業界ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙ業界ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙ業界ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙ業界ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙ業界ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙ業界ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙ業界ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙ業界ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙ

金銭債権信託受託残高金銭債権信託受託残高金銭債権信託受託残高金銭債権信託受託残高

5,0005,0005,0005,000

10,00010,00010,00010,000

02年3月末02年3月末02年3月末02年3月末 03年3月末03年3月末03年3月末03年3月末 04年3月末04年3月末04年3月末04年3月末 04年9月末04年9月末04年9月末04年9月末

(件)

業界トップ業界トップ業界トップ業界トップ業界トップ業界トップ業界トップ業界トップ

遺言信託受託件数遺言信託受託件数遺言信託受託件数遺言信託受託件数

!間接部門のｽﾘﾑ化による成長分野への人員ｼﾌﾄ間接部門のｽﾘﾑ化による成長分野への人員ｼﾌﾄ間接部門のｽﾘﾑ化による成長分野への人員ｼﾌﾄ間接部門のｽﾘﾑ化による成長分野への人員ｼﾌﾄ

!成長分野における戦略的ｼｽﾃﾑ投資の強化成長分野における戦略的ｼｽﾃﾑ投資の強化成長分野における戦略的ｼｽﾃﾑ投資の強化成長分野における戦略的ｼｽﾃﾑ投資の強化

100不動産

60資産金融

41ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

（億円）04年度上期年度上期年度上期年度上期 業務粗利益内訳業務粗利益内訳業務粗利益内訳業務粗利益内訳

成長分野成長分野成長分野成長分野: 不動産不動産不動産不動産････資産金融資産金融資産金融資産金融････ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

みずほ信託銀行（２）みずほ信託銀行（２）みずほ信託銀行（２）みずほ信託銀行（２）
経営戦略の経営戦略の経営戦略の経営戦略の
ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換
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みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行 みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行

海外日系取引成約件数海外日系取引成約件数海外日系取引成約件数海外日系取引成約件数
" ６８０件（６８０件（６８０件（６８０件（++++９％）９％）９％）９％）

みずほみずほみずほみずほ
コーポレート銀行コーポレート銀行コーポレート銀行コーポレート銀行

みずほみずほみずほみずほ
コーポレート銀行コーポレート銀行コーポレート銀行コーポレート銀行

みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行
信託代理店業務成約件数信託代理店業務成約件数信託代理店業務成約件数信託代理店業務成約件数
((((個人向け商品、証券代行他個人向け商品、証券代行他個人向け商品、証券代行他個人向け商品、証券代行他））））

" ３３０件（３３０件（３３０件（３３０件（++++７１％）７１％）７１％）７１％）
遺言信託成約件数遺言信託成約件数遺言信託成約件数遺言信託成約件数

" ３２０件（３２０件（３２０件（３２０件（△△△△２３％）２３％）２３％）２３％）

不動産（含む流動化）成約件数不動産（含む流動化）成約件数不動産（含む流動化）成約件数不動産（含む流動化）成約件数
" ７４０件（７４０件（７４０件（７４０件（++++２０％）２０％）２０％）２０％）

職域個人関連業務成約社数職域個人関連業務成約社数職域個人関連業務成約社数職域個人関連業務成約社数
((((給振、提携ローン給振、提携ローン給振、提携ローン給振、提携ローン････財形等の仕組み作り、財形等の仕組み作り、財形等の仕組み作り、財形等の仕組み作り、
一括肩代り等）一括肩代り等）一括肩代り等）一括肩代り等）

" ５８０社（５８０社（５８０社（５８０社（△△△△７％）７％）７％）７％）

みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行

みずほみずほみずほみずほ
ｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券ｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券ｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券ｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券

みずほみずほみずほみずほ
ｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券ｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券ｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券ｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券

法人法人法人法人････個人運用顧客紹介成約件数個人運用顧客紹介成約件数個人運用顧客紹介成約件数個人運用顧客紹介成約件数
" ４４４４,,,,５００件（５００件（５００件（５００件（++++４％）４％）４％）４％）

IPOIPOIPOIPO主幹事獲得件数主幹事獲得件数主幹事獲得件数主幹事獲得件数
" 前期比５倍前期比５倍前期比５倍前期比５倍

みずほ証券みずほ証券みずほ証券みずほ証券みずほ証券みずほ証券みずほ証券みずほ証券 引受業務案件手数料引受業務案件手数料引受業務案件手数料引受業務案件手数料

" 前期比前期比前期比前期比 約２．２倍の増収約２．２倍の増収約２．２倍の増収約２．２倍の増収

みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行
信託代理店業務成約件数信託代理店業務成約件数信託代理店業務成約件数信託代理店業務成約件数
((((年金、証券代行、証券管理、債年金、証券代行、証券管理、債年金、証券代行、証券管理、債年金、証券代行、証券管理、債権権権権流動化流動化流動化流動化））））

" １３０社（１３０社（１３０社（１３０社（△△△△２％）２％）２％）２％）

不動産（含む流動化）成約件数不動産（含む流動化）成約件数不動産（含む流動化）成約件数不動産（含む流動化）成約件数
" ２３０件（２３０件（２３０件（２３０件（++++５４％）５４％）５４％）５４％）

• みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行 – ＵＣカード：ＵＣカード：ＵＣカード：ＵＣカード： コーポレートカード、提携カード等獲得社数、１９０社（コーポレートカード、提携カード等獲得社数、１９０社（コーポレートカード、提携カード等獲得社数、１９０社（コーポレートカード、提携カード等獲得社数、１９０社（++++５８％）５８％）５８％）５８％）
• みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行 – 資産運用会社：資産運用会社：資産運用会社：資産運用会社： 投信投資顧問業務紹介社数、８０社（投信投資顧問業務紹介社数、８０社（投信投資顧問業務紹介社数、８０社（投信投資顧問業務紹介社数、８０社（++++５１％）５１％）５１％）５１％）
• みずほ証券みずほ証券みずほ証券みずほ証券 – 新光証券：新光証券：新光証券：新光証券： 共同営業の成果として、エクイティ主幹事２件（初）共同営業の成果として、エクイティ主幹事２件（初）共同営業の成果として、エクイティ主幹事２件（初）共同営業の成果として、エクイティ主幹事２件（初）

その他の連携実績（例）その他の連携実績（例）その他の連携実績（例）その他の連携実績（例）

新光証券新光証券新光証券新光証券新光証券新光証券新光証券新光証券 引受引受引受引受････証券売買手数料証券売買手数料証券売買手数料証券売買手数料
" 前期比前期比前期比前期比 約６倍の増収約６倍の増収約６倍の増収約６倍の増収

注： 実績数値の(  )内は前期(03年度下期）比の増減率、みずほ信託銀行関連のみ前年同期（03年度上期）比の増減率

グループ連携（シナジー）のグループ連携（シナジー）のグループ連携（シナジー）のグループ連携（シナジー）の2004200420042004年度上期実績年度上期実績年度上期実績年度上期実績 （代表例）（代表例）（代表例）（代表例）
経営戦略の経営戦略の経営戦略の経営戦略の
ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換ﾌｪｰｽﾞ転換
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６．６．６．６．2004年度業績予想年度業績予想年度業績予想年度業績予想
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経常利益経常利益経常利益経常利益

与信関係費用与信関係費用与信関係費用与信関係費用

連連連連 結結結結 3行行行行＋再生専門子会社＋再生専門子会社＋再生専門子会社＋再生専門子会社

当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益

6,100

29,000

経常利益経常利益経常利益経常利益

当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益

経常収益経常収益経常収益経常収益

（億円）（億円）（億円）（億円）

4,400

普通株式については、年間配当金として普通株式については、年間配当金として普通株式については、年間配当金として普通株式については、年間配当金として1株につ株につ株につ株につ
きききき3,500円（円（円（円（2003年度比＋年度比＋年度比＋年度比＋500円）の配当、優先円）の配当、優先円）の配当、優先円）の配当、優先

株式については、所定の配当を実施の予定。株式については、所定の配当を実施の予定。株式については、所定の配当を実施の予定。株式については、所定の配当を実施の予定。

（億円）（億円）（億円）（億円）

8,170実質業務純益実質業務純益実質業務純益実質業務純益

△△△△450

4,680

3,950

2004年度年度年度年度
業績予想業績予想業績予想業績予想

△△△△1,100

-

+1,100

当初予想比当初予想比当初予想比当初予想比

△△△△2,864

△△△△3,006

+330

前年度比前年度比前年度比前年度比

+1,900

△△△△1,285

△△△△1,380

当初予想比当初予想比当初予想比当初予想比

+1,929

△△△△1,371

△△△△3,381

前年度比前年度比前年度比前年度比

+725 △△△△529

株式等損益株式等損益株式等損益株式等損益 700 +700 △△△△1,193

2004200420042004年度業績予想年度業績予想年度業績予想年度業績予想
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1.80% 1.82% 1.83% 1.86%
1.82%

1.20%

1.40%

1.60%

1.80%

2.00%

02/上上上上 02/下下下下 03/上上上上 03/下下下下 04/上上上上

貸出金利鞘の状況（みずほ銀行）貸出金利鞘の状況（みずほ銀行）貸出金利鞘の状況（みずほ銀行）貸出金利鞘の状況（みずほ銀行）貸出金残高～前年同月比増減率貸出金残高～前年同月比増減率貸出金残高～前年同月比増減率貸出金残高～前年同月比増減率

-18%
-16%
-14%
-12%
-10%
-8%
-6%
-4%
-2%
0%

03/3 03/6 03/9 03/12 04/3 04/6 04/9

減少率は改善傾向減少率は改善傾向減少率は改善傾向減少率は改善傾向

（増減率）（増減率）（増減率）（増減率）

国内貸出（正常先＋要注意先国内貸出（正常先＋要注意先国内貸出（正常先＋要注意先国内貸出（正常先＋要注意先))))の推移の推移の推移の推移

貸出残高の減少が続く中、減少率は改善傾向貸出残高の減少が続く中、減少率は改善傾向貸出残高の減少が続く中、減少率は改善傾向貸出残高の減少が続く中、減少率は改善傾向

国内預貸金利回差国内預貸金利回差国内預貸金利回差国内預貸金利回差
（除く預保等向け貸出）（除く預保等向け貸出）（除く預保等向け貸出）（除く預保等向け貸出）

貸出の「質」追求により、利鞘の厚いミドルリスク層向け貸出の「質」追求により、利鞘の厚いミドルリスク層向け貸出の「質」追求により、利鞘の厚いミドルリスク層向け貸出の「質」追求により、利鞘の厚いミドルリスク層向け
貸出ウェイトが低下した結果、利鞘改善は伸び悩み貸出ウェイトが低下した結果、利鞘改善は伸び悩み貸出ウェイトが低下した結果、利鞘改善は伸び悩み貸出ウェイトが低下した結果、利鞘改善は伸び悩み

法人部門法人部門法人部門法人部門
リスク層別貸出比率の推移リスク層別貸出比率の推移リスク層別貸出比率の推移リスク層別貸出比率の推移

うち正常先ではうち正常先ではうち正常先ではうち正常先では
直近半年間で直近半年間で直近半年間で直近半年間で
残高は微増残高は微増残高は微増残高は微増

平均行内格付の平均行内格付の平均行内格付の平均行内格付の
改善による低下改善による低下改善による低下改善による低下

～～～～～～～～

適切なリスクコントロールに基づくボリューム・利鞘の拡大追求へ適切なリスクコントロールに基づくボリューム・利鞘の拡大追求へ適切なリスクコントロールに基づくボリューム・利鞘の拡大追求へ適切なリスクコントロールに基づくボリューム・利鞘の拡大追求へ

0.00%

貸出金残高・利鞘の状況貸出金残高・利鞘の状況貸出金残高・利鞘の状況貸出金残高・利鞘の状況
2004年度年度年度年度
業績予想業績予想業績予想業績予想

50%

100%

02/4 03/4 04/4

ローリスク層ローリスク層ローリスク層ローリスク層

ミドルリスク層ミドルリスク層ミドルリスク層ミドルリスク層
70％％％％

0％％％％50%

100%

02/4 03/4 04/4

ローリスク層ローリスク層ローリスク層ローリスク層

ミドルリスク層ミドルリスク層ミドルリスク層ミドルリスク層
70％％％％

0％％％％

2222行行行行++++再生専門子会社の月中平均残高ﾍﾞｰｽ再生専門子会社の月中平均残高ﾍﾞｰｽ再生専門子会社の月中平均残高ﾍﾞｰｽ再生専門子会社の月中平均残高ﾍﾞｰｽ
ﾛｰﾝ及び不良債権（破綻懸念先以下）を除くﾛｰﾝ及び不良債権（破綻懸念先以下）を除くﾛｰﾝ及び不良債権（破綻懸念先以下）を除くﾛｰﾝ及び不良債権（破綻懸念先以下）を除く
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0000

500500500500

1 ,0001 ,0001 ,0001 ,000

1 ,5001 ,5001 ,5001 ,500

2 ,0002 ,0002 ,0002 ,000

（億円）（億円）（億円）（億円）

（２行+再生専門子会社）

2004年度上期主要増減年度上期主要増減年度上期主要増減年度上期主要増減 （前年同期比、億円）（前年同期比、億円）（前年同期比、億円）（前年同期比、億円）

03030303年度上期年度上期年度上期年度上期 03030303年度年度年度年度下期下期下期下期 04040404年度上期年度上期年度上期年度上期

ﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ他ﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ他ﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ他ﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ他

ﾆｭｰﾋﾞｼﾞﾈｽﾆｭｰﾋﾞｼﾞﾈｽﾆｭｰﾋﾞｼﾞﾈｽﾆｭｰﾋﾞｼﾞﾈｽ
関連関連関連関連

決済決済決済決済････
外為関連外為関連外為関連外為関連

国際関連役務等国際関連役務等国際関連役務等国際関連役務等

!ニュービジネス関連ニュービジネス関連ニュービジネス関連ニュービジネス関連 ＋２７９＋２７９＋２７９＋２７９

" シンジケーションシンジケーションシンジケーションシンジケーション

" コミットメントラインコミットメントラインコミットメントラインコミットメントライン

" プロジェクトファイナンスプロジェクトファイナンスプロジェクトファイナンスプロジェクトファイナンス

" 証券証券証券証券････投資銀行業務投資銀行業務投資銀行業務投資銀行業務

" 投資信託・保険投資信託・保険投資信託・保険投資信託・保険

!決済決済決済決済････外為関連外為関連外為関連外為関連 ＋５７＋５７＋５７＋５７

" 決済関連手数料決済関連手数料決済関連手数料決済関連手数料

" 外為外為外為外為

!デリバティブ他デリバティブ他デリバティブ他デリバティブ他 △△△△ ８８８８

" 対顧デリバティブ対顧デリバティブ対顧デリバティブ対顧デリバティブ

" 融資関連手数料融資関連手数料融資関連手数料融資関連手数料

!国際関連役務等国際関連役務等国際関連役務等国際関連役務等 ＋５５＋５５＋５５＋５５

" 海外日系役務等海外日系役務等海外日系役務等海外日系役務等

" 非日系役務等非日系役務等非日系役務等非日系役務等
(注記） 上記計数は、内部管理データに基づき、各項目毎に集計した参考値

２００４年度２００４年度２００４年度２００４年度
業績予想業績予想業績予想業績予想

1,9131,9131,9131,913

2,2962,2962,2962,296

2,1092,1092,1092,109

+１９６１９６１９６１９６

+１８６１８６１８６１８６

非金利収支の状況非金利収支の状況非金利収支の状況非金利収支の状況
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0000

1 ,00 01 ,00 01 ,00 01 ,00 0

2 ,0002 ,0002 ,0002 ,000

3 ,0003 ,0003 ,0003 ,000

4 ,0004 ,0004 ,0004 ,000

5 ,0005 ,0005 ,0005 ,000

(注記）
1.上記計数は、内部管理データに基づき、グラフ中に記載の各部門毎に集計した参考値。
2.｢個人部門」｢法人部門」はみずほ銀行、「国内部門」「国際部門」はみずほコーポレート銀行、｢信託部
門」はみずほ信託銀行、｢市場部門その他」はみずほ銀行･みずほコーポレート銀行合算の数値。

3.04年度上期までの実績値については、本資料中の「3銀行の部門別収益状況」の注記ご参照。

２００４年度２００４年度２００４年度２００４年度
業績予想業績予想業績予想業績予想

[[[[経費経費経費経費]      4,375             4,198            4,205           <4,230]      4,375             4,198            4,205           <4,230]      4,375             4,198            4,205           <4,230]      4,375             4,198            4,205           <4,230>>>>

(億円）億円）億円）億円）

298298298298

部門別業務純益計画部門別業務純益計画部門別業務純益計画部門別業務純益計画

! [個人部門] 新たに打出した住宅ローン施策、オリエントコーポレーションとの

提携等を梃子にローン残高を拡大（04/9月末残対比 +3,500億円）するとともに、コ

ンサルティング営業の強化を通じた投資運用商品の販売拡大（外貨預金･投信･

保険預り資産残高：04/9月末残対比 +3,000億円）により、前期比微増を計画。

! [BK法人部門(中堅･中小企業等）] 新たに打出したミドルリスク層、スモール

層への貸出戦略を中心に、｢貸出残高の増加｣とともに収益性の高い貸出増

加による｢ポートフォリオ全体の利鞘率拡大｣を追求(要注意先以上の一般法人向け

貸出：04/9月平残対比 +8,000億円、04年度通期利鞘改善幅： +5bps程度）。好調なソリュー

ションビジネスの更なる推進と合わせ、前期比増収を計画。

! [CB国内部門(大企業等）] 貸出金収支はほぼ横這い(微増）ながら、シンジケ

ートローンを中心とする非金利収支の着実な拡大により増収を計画（シンジケ

ートローン組成関与額：04/上期対比 +約1兆円） 。

! [国際部門] 貸出金残高は第２四半期より増加に転じており、下期も更に残高

を増強（04/9月平残対比 +3,000億円）。非金利収支も貸出エクスポージャー

の拡大に連動し増加。

! [信託部門] 信託代理店制度の最大活用等、みずほグループ各社との積極

的連携を推進し、不動産や信託を活用した資産金融等の財管業務を拡大（不
動産流動化受託残高：04/3月末比 +3,000億円、金銭債権信託受託残高：04/3月末比 +8,000億

円）。信託報酬受領のタイミングによる上下差要因等を反映し前期比では大

幅増収ながら、水準的には前年同期並の収益を計画。

! [市場部門その他] 比較的安定的な足許金利環境を踏まえ、国債等債券関

係損益、トレーディング収益の改善に加え、クレジット投資等の運用多様化に

より、前年同期の水準程度までの収益回復を計画。

! [経費] みずほ信託銀行における積極的なシステム投資と、12月のみずほ銀

行システム統合プロジェクト完了を控え、下期は微増の見込み。

2004200420042004年度下期年度下期年度下期年度下期 収益計画の概要収益計画の概要収益計画の概要収益計画の概要

03030303年度上期年度上期年度上期年度上期 03030303年度年度年度年度下期下期下期下期 04040404年度上期年度上期年度上期年度上期 04040404年度下期年度下期年度下期年度下期 <<<<計画計画計画計画>>>>

270270270270
156156156156

1,3401,3401,3401,340

1,141,141,141,145555

440440440440

155155155155

1,4591,4591,4591,459

1,2261,2261,2261,226

407407407407

2,1072,1072,1072,107

292292292292

68686868
537537537537

136136136136

1,4531,4531,4531,453

1,2791,2791,2791,279

463463463463

3,6913,6913,6913,691 <4,480><4,480><4,480><4,480>4,2244,2244,2244,2245,3175,3175,3175,317

<460><460><460><460>

<430><430><430><430>

顧客部門顧客部門顧客部門顧客部門

<3,610><3,610><3,610><3,610>

BKBKBKBK法人部門法人部門法人部門法人部門

個人部門個人部門個人部門個人部門

市場部門市場部門市場部門市場部門
その他その他その他その他

国際部門国際部門国際部門国際部門

信託部門信託部門信託部門信託部門

CBCBCBCB国内部門国内部門国内部門国内部門
（大企業等）

（中堅･中小企業等）

（３行+再生専門子会社）

2004200420042004年度業績予想内訳年度業績予想内訳年度業績予想内訳年度業績予想内訳

+279+279+279+279

+308+308+308+308

+170+170+170+170

+138+138+138+138
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（ご参考）（ご参考）（ご参考）（ご参考） 主要グループ会社別主要グループ会社別主要グループ会社別主要グループ会社別施策・実績施策・実績施策・実績施策・実績

! みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行 P.42P.42P.42P.42----49494949

! みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行 P.54P.54P.54P.54

! みずほ証券みずほ証券みずほ証券みずほ証券 P.P.P.P.55555555----56 56 56 56 

! みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行みずほコーポレート銀行 P.50P.50P.50P.50----53535353

! みずほインベスターズ証券みずほインベスターズ証券みずほインベスターズ証券みずほインベスターズ証券 P.57P.57P.57P.57

! 新光新光新光新光証券証券証券証券 P.58P.58P.58P.58

! みずほの事業ポートフォリオ戦略みずほの事業ポートフォリオ戦略みずほの事業ポートフォリオ戦略みずほの事業ポートフォリオ戦略 P.41P.41P.41P.41
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国内最大の顧客基盤、グループ内にあらゆる金融サービスの提供機能国内最大の顧客基盤、グループ内にあらゆる金融サービスの提供機能国内最大の顧客基盤、グループ内にあらゆる金融サービスの提供機能国内最大の顧客基盤、グループ内にあらゆる金融サービスの提供機能

みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行

信託信託信託信託

資産管理サービス資産管理サービス資産管理サービス資産管理サービス
信託銀行信託銀行信託銀行信託銀行

UCUCUCUCカードカードカードカード

クレジットカードクレジットカードクレジットカードクレジットカード

ＤＫＡＤＫＡＤＫＡＤＫＡ

資産運用資産運用資産運用資産運用

ＦＩＭＣＯＦＩＭＣＯＦＩＭＣＯＦＩＭＣＯ

ＤＩＡＭＤＩＡＭＤＩＡＭＤＩＡＭみずほキャピタルみずほキャピタルみずほキャピタルみずほキャピタル

ベンチャーキャピタルベンチャーキャピタルベンチャーキャピタルベンチャーキャピタル

みずほ情報総研みずほ情報総研みずほ情報総研みずほ情報総研

ITITITITシステムシステムシステムシステム

みずほ総合研究所みずほ総合研究所みずほ総合研究所みずほ総合研究所

シンクタンクシンクタンクシンクタンクシンクタンク

みずほｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰみずほｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰみずほｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰみずほｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ

企業再生企業再生企業再生企業再生

他業態との柔軟かつスピーディーなアライアンス戦略他業態との柔軟かつスピーディーなアライアンス戦略他業態との柔軟かつスピーディーなアライアンス戦略他業態との柔軟かつスピーディーなアライアンス戦略

柔
軟
な
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

柔
軟
な
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

柔
軟
な
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

柔
軟
な
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

個人個人個人個人････中堅中小企業等の中堅中小企業等の中堅中小企業等の中堅中小企業等の
お客様お客様お客様お客様

大企業大企業大企業大企業････海外等の海外等の海外等の海外等の
お客様お客様お客様お客様

みずほ証券みずほ証券みずほ証券みずほ証券
みずほみずほみずほみずほ

ｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券ｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券ｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券ｲﾝﾍﾞｽﾀｰｽﾞ証券 新光証券新光証券新光証券新光証券

みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行みずほ銀行
みずほみずほみずほみずほ

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行

証券証券証券証券

銀行銀行銀行銀行

あらゆる金融サービス機能あらゆる金融サービス機能あらゆる金融サービス機能あらゆる金融サービス機能

オリエントオリエントオリエントオリエント
コーポレーションコーポレーションコーポレーションコーポレーション

クレディセゾンクレディセゾンクレディセゾンクレディセゾン

・
・
・

柔
軟
な
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

柔
軟
な
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

柔
軟
な
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

柔
軟
な
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

マネックスマネックスマネックスマネックス
ビーンズビーンズビーンズビーンズ

農林中央金庫農林中央金庫農林中央金庫農林中央金庫

・
・
・

みずほの事業ポートフォリオ戦略みずほの事業ポートフォリオ戦略みずほの事業ポートフォリオ戦略みずほの事業ポートフォリオ戦略
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みずほマイレージクラブみずほマイレージクラブみずほマイレージクラブみずほマイレージクラブ（（（（MMC））））の拡販の拡販の拡販の拡販 チャネルネットワークの再構築チャネルネットワークの再構築チャネルネットワークの再構築チャネルネットワークの再構築

サービスサービスサービスサービス････機能の拡充機能の拡充機能の拡充機能の拡充 ｺｰﾙｾﾝﾀｰ業務の集約ｺｰﾙｾﾝﾀｰ業務の集約ｺｰﾙｾﾝﾀｰ業務の集約ｺｰﾙｾﾝﾀｰ業務の集約････高度化高度化高度化高度化

! 事務省力化による営業店ｻﾎﾟｰﾄに加え事務省力化による営業店ｻﾎﾟｰﾄに加え事務省力化による営業店ｻﾎﾟｰﾄに加え事務省力化による営業店ｻﾎﾟｰﾄに加え､､､､顧客誘致顧客誘致顧客誘致顧客誘致････

電話ｾｰﾙｽを通じた営業力強化を展望電話ｾｰﾙｽを通じた営業力強化を展望電話ｾｰﾙｽを通じた営業力強化を展望電話ｾｰﾙｽを通じた営業力強化を展望

各種電話照会対応各種電話照会対応各種電話照会対応各種電話照会対応金融商品のｾｰﾙｽ金融商品のｾｰﾙｽ金融商品のｾｰﾙｽ金融商品のｾｰﾙｽ業務内容

2222拠点拠点拠点拠点､､､､330330330330名名名名5555拠点拠点拠点拠点､､､､430430430430名名名名拠点･ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ数

有人対応有人対応有人対応有人対応::::約約約約8888万件万件万件万件////月月月月約約約約40404040万件万件万件万件////月月月月コール数

取扱実績

（04/4～9）

････住所変更受付住所変更受付住所変更受付住所変更受付::::
2,0002,0002,0002,000件件件件////月月月月

････住宅ﾛｰﾝ金利固定受付住宅ﾛｰﾝ金利固定受付住宅ﾛｰﾝ金利固定受付住宅ﾛｰﾝ金利固定受付
600600600600件件件件////月月月月

････住宅ﾛｰﾝの情報獲得住宅ﾛｰﾝの情報獲得住宅ﾛｰﾝの情報獲得住宅ﾛｰﾝの情報獲得::::
3,8003,8003,8003,800件件件件/587/587/587/587億円億円億円億円

････投信の情報獲得投信の情報獲得投信の情報獲得投信の情報獲得::::
1,5001,5001,5001,500件件件件/8/8/8/8億円億円億円億円

････投信の販売投信の販売投信の販売投信の販売::::
670670670670件件件件/3/3/3/3億円億円億円億円

受電業務 (照会対応)架電業務 (ｾｰﾙｽ)

ｺｰﾙｾﾝﾀｰの業務内容と実績

ATMATMATMATMﾈｯﾄﾜｰｸの再構築ﾈｯﾄﾜｰｸの再構築ﾈｯﾄﾜｰｸの再構築ﾈｯﾄﾜｰｸの再構築

!新型ﾘﾎﾞﾙﾋﾞﾝｸﾞ機能新型ﾘﾎﾞﾙﾋﾞﾝｸﾞ機能新型ﾘﾎﾞﾙﾋﾞﾝｸﾞ機能新型ﾘﾎﾞﾙﾋﾞﾝｸﾞ機能* の導入の導入の導入の導入 （（（（11月）月）月）月）
* 毎月の支払上限額を顧客が自由に設定（自動ﾘﾎﾞﾙﾋﾞﾝｸﾞ払いｻｰﾋﾞｽ）毎月の支払上限額を顧客が自由に設定（自動ﾘﾎﾞﾙﾋﾞﾝｸﾞ払いｻｰﾋﾞｽ）毎月の支払上限額を顧客が自由に設定（自動ﾘﾎﾞﾙﾋﾞﾝｸﾞ払いｻｰﾋﾞｽ）毎月の支払上限額を顧客が自由に設定（自動ﾘﾎﾞﾙﾋﾞﾝｸﾞ払いｻｰﾋﾞｽ）

!会員専用ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ会員専用ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ会員専用ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ会員専用ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ（ｱｶｳﾝﾄｱｸﾞﾘｹﾞｰｼｮﾝ機能（ｱｶｳﾝﾄｱｸﾞﾘｹﾞｰｼｮﾝ機能（ｱｶｳﾝﾄｱｸﾞﾘｹﾞｰｼｮﾝ機能（ｱｶｳﾝﾄｱｸﾞﾘｹﾞｰｼｮﾝ機能* 、、、、11月）月）月）月）
* 1つの画面で預金つの画面で預金つの画面で預金つの画面で預金････投信投信投信投信････ｶｰﾄﾞ利用状況（含む他行ｶｰﾄﾞ利用状況（含む他行ｶｰﾄﾞ利用状況（含む他行ｶｰﾄﾞ利用状況（含む他行････他社口座）を照会他社口座）を照会他社口座）を照会他社口座）を照会

!ハローキティハローキティハローキティハローキティ デザインカードの発行デザインカードの発行デザインカードの発行デザインカードの発行（（（（11月）月）月）月）

!一般企業との提携サービスの導入一般企業との提携サービスの導入一般企業との提携サービスの導入一般企業との提携サービスの導入
"銀行だけでは提供できない機能・ｻｰﾋﾞｽの提供による会員増強銀行だけでは提供できない機能・ｻｰﾋﾞｽの提供による会員増強銀行だけでは提供できない機能・ｻｰﾋﾞｽの提供による会員増強銀行だけでは提供できない機能・ｻｰﾋﾞｽの提供による会員増強

及びｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞの利用を促進及びｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞの利用を促進及びｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞの利用を促進及びｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞの利用を促進

"提携の例提携の例提携の例提携の例: 航空会社航空会社航空会社航空会社､､､､百貨店百貨店百貨店百貨店､､､､家電量販店家電量販店家電量販店家電量販店､､､､ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ

MMCMMCMMCMMCセゾンカードの発行セゾンカードの発行セゾンカードの発行セゾンカードの発行

2004200420042004年年年年8888月月月月16161616日日日日2005200520052005年年年年4444月月月月((((予定予定予定予定))))発売時期

ﾊﾛｰｷﾃｨｶｰﾄﾞﾊﾛｰｷﾃｨｶｰﾄﾞﾊﾛｰｷﾃｨｶｰﾄﾞﾊﾛｰｷﾃｨｶｰﾄﾞ
発売開始発売開始発売開始発売開始（（（（11月）月）月）月）

ｾｿﾞﾝｶｰﾄﾞ付帯ｾｿﾞﾝｶｰﾄﾞ付帯ｾｿﾞﾝｶｰﾄﾞ付帯ｾｿﾞﾝｶｰﾄﾞ付帯
ｻｰﾋﾞｽを導入（予定）ｻｰﾋﾞｽを導入（予定）ｻｰﾋﾞｽを導入（予定）ｻｰﾋﾞｽを導入（予定）

独自機能

ﾏｽﾀｰｶｰﾄﾞﾏｽﾀｰｶｰﾄﾞﾏｽﾀｰｶｰﾄﾞﾏｽﾀｰｶｰﾄﾞVISA,JCB,AMEXVISA,JCB,AMEXVISA,JCB,AMEXVISA,JCB,AMEX国際ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ

現行現行現行現行MMCMMCMMCMMCカードカードカードカードMMCMMCMMCMMCセゾンカードセゾンカードセゾンカードセゾンカード

! 不採算不採算不採算不採算ATMの廃止の廃止の廃止の廃止（（（（2004年度上期年度上期年度上期年度上期:12拠点）拠点）拠点）拠点）と同時にと同時にと同時にと同時に
提携によるﾈｯﾄﾜｰｸの拡大を展望提携によるﾈｯﾄﾜｰｸの拡大を展望提携によるﾈｯﾄﾜｰｸの拡大を展望提携によるﾈｯﾄﾜｰｸの拡大を展望

!営業時間の見直し営業時間の見直し営業時間の見直し営業時間の見直し････機能のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ機能のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ機能のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ機能のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ
ｷｬｯｼｭｶｰﾄﾞの全面ｷｬｯｼｭｶｰﾄﾞの全面ｷｬｯｼｭｶｰﾄﾞの全面ｷｬｯｼｭｶｰﾄﾞの全面IC化、化、化、化、ICｶｰﾄﾞ対応ｶｰﾄﾞ対応ｶｰﾄﾞ対応ｶｰﾄﾞ対応ATMの設置拡大、の設置拡大、の設置拡大、の設置拡大、
ｷｬｯｼｭｶｰﾄﾞ利用限度額の任意設定ｷｬｯｼｭｶｰﾄﾞ利用限度額の任意設定ｷｬｯｼｭｶｰﾄﾞ利用限度額の任意設定ｷｬｯｼｭｶｰﾄﾞ利用限度額の任意設定､､､､等等等等

みずほ銀行～個人戦略（１）みずほ銀行～個人戦略（１）みずほ銀行～個人戦略（１）みずほ銀行～個人戦略（１） ﾏｽ顧客取引とﾁｬﾈﾙﾈｯﾄﾜｰｸﾏｽ顧客取引とﾁｬﾈﾙﾈｯﾄﾜｰｸﾏｽ顧客取引とﾁｬﾈﾙﾈｯﾄﾜｰｸﾏｽ顧客取引とﾁｬﾈﾙﾈｯﾄﾜｰｸ
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オリコとの提携によりオリコとの提携によりオリコとの提携によりオリコとの提携により､､､､無担保ローンを中心に個人ローンを増強無担保ローンを中心に個人ローンを増強無担保ローンを中心に個人ローンを増強無担保ローンを中心に個人ローンを増強

ｵﾘｺ保証による販売提携ﾛｰﾝの拡販ｵﾘｺ保証による販売提携ﾛｰﾝの拡販ｵﾘｺ保証による販売提携ﾛｰﾝの拡販ｵﾘｺ保証による販売提携ﾛｰﾝの拡販

! 商品性の強化商品性の強化商品性の強化商品性の強化:  ①①①① 金利の弾力運営による競争力向上金利の弾力運営による競争力向上金利の弾力運営による競争力向上金利の弾力運営による競争力向上
②②②②対象加盟店業種の拡大対象加盟店業種の拡大対象加盟店業種の拡大対象加盟店業種の拡大

!新規加盟店の発掘と既存加盟店活性化新規加盟店の発掘と既存加盟店活性化新規加盟店の発掘と既存加盟店活性化新規加盟店の発掘と既存加盟店活性化
" BK････CB連携対象先約連携対象先約連携対象先約連携対象先約1千社選定千社選定千社選定千社選定

－－－－CBによる大型加盟店獲得による大型加盟店獲得による大型加盟店獲得による大型加盟店獲得
（例（例（例（例: 電力会社を通じた電力会社を通じた電力会社を通じた電力会社を通じた｢｢｢｢電化ﾘﾌｫｰﾑﾛｰﾝ」の取扱開始）電化ﾘﾌｫｰﾑﾛｰﾝ」の取扱開始）電化ﾘﾌｫｰﾑﾛｰﾝ」の取扱開始）電化ﾘﾌｫｰﾑﾛｰﾝ」の取扱開始）

!みずほ銀行業績表彰への組入れみずほ銀行業績表彰への組入れみずほ銀行業績表彰への組入れみずほ銀行業績表彰への組入れ（（（（2004年度下期）年度下期）年度下期）年度下期）

無担保ﾛｰﾝ保証業務の無担保ﾛｰﾝ保証業務の無担保ﾛｰﾝ保証業務の無担保ﾛｰﾝ保証業務のUCUCUCUCからｵﾘｺへの移管からｵﾘｺへの移管からｵﾘｺへの移管からｵﾘｺへの移管

共同開発ﾛｰﾝ新商品の開発共同開発ﾛｰﾝ新商品の開発共同開発ﾛｰﾝ新商品の開発共同開発ﾛｰﾝ新商品の開発････導入導入導入導入

会社分割により会社分割により会社分割により会社分割により､､､､既存分の保証業務はｵﾘｺに全面移管既存分の保証業務はｵﾘｺに全面移管既存分の保証業務はｵﾘｺに全面移管既存分の保証業務はｵﾘｺに全面移管

! 移管金額移管金額移管金額移管金額････時期時期時期時期:  約約約約3,100億円億円億円億円････2005年年年年4月月月月（予定）（予定）（予定）（予定）

!進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況: ｵﾘｺｵﾘｺｵﾘｺｵﾘｺ････UCｶｰﾄﾞ間の基本合意書締結済ｶｰﾄﾞ間の基本合意書締結済ｶｰﾄﾞ間の基本合意書締結済ｶｰﾄﾞ間の基本合意書締結済（（（（2004年年年年9月）月）月）月）
求償債権の事前譲渡実施求償債権の事前譲渡実施求償債権の事前譲渡実施求償債権の事前譲渡実施（（（（2004年年年年11月）月）月）月）

! 無担保無担保無担保無担保: ミドル層向け新型ローンカードミドル層向け新型ローンカードミドル層向け新型ローンカードミドル層向け新型ローンカード｢｢｢｢みずほみずほみずほみずほOrico
ﾛｰﾝｶｰﾄﾞﾛｰﾝｶｰﾄﾞﾛｰﾝｶｰﾄﾞﾛｰﾝｶｰﾄﾞ （仮称）（仮称）（仮称）（仮称） ｣｣｣｣の開発の開発の開発の開発（（（（2005年度中に発売予定）年度中に発売予定）年度中に発売予定）年度中に発売予定）

!有担保有担保有担保有担保: オリコ親密宅建業者ルートでの新商品販売オリコ親密宅建業者ルートでの新商品販売オリコ親密宅建業者ルートでの新商品販売オリコ親密宅建業者ルートでの新商品販売････
顧客獲得ｽｷｰﾑの開発顧客獲得ｽｷｰﾑの開発顧客獲得ｽｷｰﾑの開発顧客獲得ｽｷｰﾑの開発････導入導入導入導入（（（（2004年度下期）年度下期）年度下期）年度下期）

参考参考参考参考

【【【【オリコの督促オリコの督促オリコの督促オリコの督促････回収体制回収体制回収体制回収体制】】】】

! 初期延滞督促初期延滞督促初期延滞督促初期延滞督促････回収体制の強化回収体制の強化回収体制の強化回収体制の強化

"延滞延滞延滞延滞1回の初期延滞督促専用ｾﾝﾀｰの設置（回の初期延滞督促専用ｾﾝﾀｰの設置（回の初期延滞督促専用ｾﾝﾀｰの設置（回の初期延滞督促専用ｾﾝﾀｰの設置（2004年年年年4月本格稼動）月本格稼動）月本格稼動）月本格稼動）

!強力な督促強力な督促強力な督促強力な督促････回収組織回収組織回収組織回収組織

"全国ﾈｯﾄの回収拠点網全国ﾈｯﾄの回収拠点網全国ﾈｯﾄの回収拠点網全国ﾈｯﾄの回収拠点網

!子会社子会社子会社子会社JCS社の回収能力社の回収能力社の回収能力社の回収能力

"国内最上位のサービサー格付を取得国内最上位のサービサー格付を取得国内最上位のサービサー格付を取得国内最上位のサービサー格付を取得

－－－－不良債権の管理回収不良債権の管理回収不良債権の管理回収不良債権の管理回収 （住宅ﾛｰﾝ）（住宅ﾛｰﾝ）（住宅ﾛｰﾝ）（住宅ﾛｰﾝ）: RSS2+（ﾌｨｯﾁ）（ﾌｨｯﾁ）（ﾌｨｯﾁ）（ﾌｨｯﾁ）
（無担保ﾛｰﾝ他）（無担保ﾛｰﾝ他）（無担保ﾛｰﾝ他）（無担保ﾛｰﾝ他）: ABSS2+（ﾌｨｯﾁ）（ﾌｨｯﾁ）（ﾌｨｯﾁ）（ﾌｨｯﾁ）

【【【【オリコの審査体制オリコの審査体制オリコの審査体制オリコの審査体制】】】】

!年中無休スピード審査年中無休スピード審査年中無休スピード審査年中無休スピード審査
" 365日日日日､､､､9時～時～時～時～20時までの審査体制（個品割賦は最大時までの審査体制（個品割賦は最大時までの審査体制（個品割賦は最大時までの審査体制（個品割賦は最大21時まで）時まで）時まで）時まで）

" インターネットによる申込受付及び貸出実行インターネットによる申込受付及び貸出実行インターネットによる申込受付及び貸出実行インターネットによる申込受付及び貸出実行

!独自のｽｺｱﾘﾝｸﾞﾓﾃﾞﾙによる自動審査体制の確立独自のｽｺｱﾘﾝｸﾞﾓﾃﾞﾙによる自動審査体制の確立独自のｽｺｱﾘﾝｸﾞﾓﾃﾞﾙによる自動審査体制の確立独自のｽｺｱﾘﾝｸﾞﾓﾃﾞﾙによる自動審査体制の確立

みずほ銀行～個人戦略（２）みずほ銀行～個人戦略（２）みずほ銀行～個人戦略（２）みずほ銀行～個人戦略（２） 個人ローンの増強個人ローンの増強個人ローンの増強個人ローンの増強
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!住宅ﾛｰﾝｾﾝﾀｰの拠点拡充住宅ﾛｰﾝｾﾝﾀｰの拠点拡充住宅ﾛｰﾝｾﾝﾀｰの拠点拡充住宅ﾛｰﾝｾﾝﾀｰの拠点拡充････人員増強人員増強人員増強人員増強

!住宅ﾛｰﾝｾﾝﾀｰの休日営業の拡大住宅ﾛｰﾝｾﾝﾀｰの休日営業の拡大住宅ﾛｰﾝｾﾝﾀｰの休日営業の拡大住宅ﾛｰﾝｾﾝﾀｰの休日営業の拡大

!職域営業ｾﾝﾀｰ（職域特化型営業拠点）の本格稼動職域営業ｾﾝﾀｰ（職域特化型営業拠点）の本格稼動職域営業ｾﾝﾀｰ（職域特化型営業拠点）の本格稼動職域営業ｾﾝﾀｰ（職域特化型営業拠点）の本格稼動

!専門ﾁｰﾑによる休日相談会の開催拡大専門ﾁｰﾑによる休日相談会の開催拡大専門ﾁｰﾑによる休日相談会の開催拡大専門ﾁｰﾑによる休日相談会の開催拡大

416416416416*

75757575

04年9月末

10010010010082828282住宅ﾛｰﾝｾﾝﾀｰ拠点（店）

住宅ﾛｰﾝｾﾝﾀｰRM数(人)
（カッコ内は当初計画比）

600600600600
（（（（+100+100+100+100））））

500500500500
(+60)(+60)(+60)(+60)

05年度計画04年度計画

審査スピード審査スピード審査スピード審査スピードNo.1No.1No.1No.1の実現の実現の実現の実現

!事前担保評価の徹底事前担保評価の徹底事前担保評価の徹底事前担保評価の徹底､､､､業務ﾌﾟﾛｾｽの見直し業務ﾌﾟﾛｾｽの見直し業務ﾌﾟﾛｾｽの見直し業務ﾌﾟﾛｾｽの見直し････ｼｽﾃﾑ化ｼｽﾃﾑ化ｼｽﾃﾑ化ｼｽﾃﾑ化

" 2004年度中に申込案件の年度中に申込案件の年度中に申込案件の年度中に申込案件の75%を即日回答（を即日回答（を即日回答（を即日回答（04年度上期年度上期年度上期年度上期:50%））））
平均審査時間も半減（平均審査時間も半減（平均審査時間も半減（平均審査時間も半減（04/3実績実績実績実績: 3.2日日日日→→→→05/3計画計画計画計画: 1.6日）日）日）日）

!超長期（超長期（超長期（超長期（20年以上）固定金利で年以上）固定金利で年以上）固定金利で年以上）固定金利で2%台の金利台の金利台の金利台の金利

!中古住宅の取扱開始中古住宅の取扱開始中古住宅の取扱開始中古住宅の取扱開始････表彰制度変更による推進表彰制度変更による推進表彰制度変更による推進表彰制度変更による推進

⇒⇒⇒⇒取扱実績は順調に拡大取扱実績は順調に拡大取扱実績は順調に拡大取扱実績は順調に拡大

15151515

04年10月

23232323

04年度2Q

実行(予定)金額（億円） 10510510510511111111

10月末時点受付分04年度1Q

審査審査審査審査････販売体制の再構築や商品戦略の見直しによる住宅ローンの増強販売体制の再構築や商品戦略の見直しによる住宅ローンの増強販売体制の再構築や商品戦略の見直しによる住宅ローンの増強販売体制の再構築や商品戦略の見直しによる住宅ローンの増強

! ローン実行額は足取りは弱いが緩やかに回復ローン実行額は足取りは弱いが緩やかに回復ローン実行額は足取りは弱いが緩やかに回復ローン実行額は足取りは弱いが緩やかに回復

" 当期の実行額は前年同期比当期の実行額は前年同期比当期の実行額は前年同期比当期の実行額は前年同期比120120120120億円増加億円増加億円増加億円増加

! ローンの質は着実に良化ローンの質は着実に良化ローンの質は着実に良化ローンの質は着実に良化

" 3ヶ月以上延滞率は着実に低下ヶ月以上延滞率は着実に低下ヶ月以上延滞率は着実に低下ヶ月以上延滞率は着実に低下
(2002年度上期末年度上期末年度上期末年度上期末: 0.5%台半ば台半ば台半ば台半ば⇒⇒⇒⇒2003年度下期末年度下期末年度下期末年度下期末: 約約約約0.4%)

2004年度上期の実績年度上期の実績年度上期の実績年度上期の実績 住宅ローン販売体制の強化住宅ローン販売体制の強化住宅ローン販売体制の強化住宅ローン販売体制の強化

住公買取型住宅ローンの推進住公買取型住宅ローンの推進住公買取型住宅ローンの推進住公買取型住宅ローンの推進

顧客ニーズに即した商品・サービスの提供顧客ニーズに即した商品・サービスの提供顧客ニーズに即した商品・サービスの提供顧客ニーズに即した商品・サービスの提供

!住宅ﾛｰﾝ商品条件の改定による申込間口の拡大住宅ﾛｰﾝ商品条件の改定による申込間口の拡大住宅ﾛｰﾝ商品条件の改定による申込間口の拡大住宅ﾛｰﾝ商品条件の改定による申込間口の拡大

" ﾘﾌｫｰﾑ費用・仲介手数料等、住宅購入時にかかる諸費用に対応ﾘﾌｫｰﾑ費用・仲介手数料等、住宅購入時にかかる諸費用に対応ﾘﾌｫｰﾑ費用・仲介手数料等、住宅購入時にかかる諸費用に対応ﾘﾌｫｰﾑ費用・仲介手数料等、住宅購入時にかかる諸費用に対応

!中長期金利固定ニーズにも対応した金利競争力のある中長期金利固定ニーズにも対応した金利競争力のある中長期金利固定ニーズにも対応した金利競争力のある中長期金利固定ニーズにも対応した金利競争力のある
キャンペーンの実施キャンペーンの実施キャンペーンの実施キャンペーンの実施

*事務人員含む

みずほ銀行～個人戦略（３）みずほ銀行～個人戦略（３）みずほ銀行～個人戦略（３）みずほ銀行～個人戦略（３） 個人ローンの増強個人ローンの増強個人ローンの増強個人ローンの増強
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みずほ銀行～個人戦略（４）みずほ銀行～個人戦略（４）みずほ銀行～個人戦略（４）みずほ銀行～個人戦略（４） コンサルティング営業の強化コンサルティング営業の強化コンサルティング営業の強化コンサルティング営業の強化

重点顧客向けｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ営業の強化による投資運用商品販売力の向上重点顧客向けｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ営業の強化による投資運用商品販売力の向上重点顧客向けｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ営業の強化による投資運用商品販売力の向上重点顧客向けｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ営業の強化による投資運用商品販売力の向上

預り資産預り資産預り資産預り資産

1千万円以上千万円以上千万円以上千万円以上

⇒⇒⇒⇒FC2････3級級級級
担当担当担当担当

預り資産預り資産預り資産預り資産

1億円以上億円以上億円以上億円以上

⇒⇒⇒⇒PB担当担当担当担当

重
点
顧
客

重
点
顧
客

重
点
顧
客

重
点
顧
客
80
万
人
万
人
万
人
万
人

預り資産預り資産預り資産預り資産

3千万円以上千万円以上千万円以上千万円以上

⇒⇒⇒⇒FC1級担当級担当級担当級担当

｢｢｢｢ﾄｰﾀﾙｳｪﾙｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾄｰﾀﾙｳｪﾙｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾄｰﾀﾙｳｪﾙｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾄｰﾀﾙｳｪﾙｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ（一生涯にわたる総資産の運用管理）（一生涯にわたる総資産の運用管理）（一生涯にわたる総資産の運用管理）（一生涯にわたる総資産の運用管理）｣｣｣｣を通じた顧客とのﾘﾚｰｼｮﾝｼｯﾌﾟ強化を通じた顧客とのﾘﾚｰｼｮﾝｼｯﾌﾟ強化を通じた顧客とのﾘﾚｰｼｮﾝｼｯﾌﾟ強化を通じた顧客とのﾘﾚｰｼｮﾝｼｯﾌﾟ強化

! ターゲット顧客の明確化・ターゲット顧客の明確化・ターゲット顧客の明確化・ターゲット顧客の明確化・PB人員の増強人員の増強人員の増強人員の増強

"成長性高い企業オーナー成長性高い企業オーナー成長性高い企業オーナー成長性高い企業オーナー････役員にフォーカス役員にフォーカス役員にフォーカス役員にフォーカス｡｡｡｡加えて地主資産家に対しては不動産を軸にアプローチ強化加えて地主資産家に対しては不動産を軸にアプローチ強化加えて地主資産家に対しては不動産を軸にアプローチ強化加えて地主資産家に対しては不動産を軸にアプローチ強化

" PB人員を倍増し人員を倍増し人員を倍増し人員を倍増し､､､､預り資産上位階層が集中する東京預り資産上位階層が集中する東京預り資産上位階層が集中する東京預り資産上位階層が集中する東京････神奈川神奈川神奈川神奈川････大阪エリアへの重点配置を検討大阪エリアへの重点配置を検討大阪エリアへの重点配置を検討大阪エリアへの重点配置を検討

! グループ総合力を生かした高度な顧客ニーズへの対応強化グループ総合力を生かした高度な顧客ニーズへの対応強化グループ総合力を生かした高度な顧客ニーズへの対応強化グループ総合力を生かした高度な顧客ニーズへの対応強化

" グループ会社との連携によりグループ会社との連携によりグループ会社との連携によりグループ会社との連携により､､､､ニーズの大きい「不動産ファンドニーズの大きい「不動産ファンドニーズの大きい「不動産ファンドニーズの大きい「不動産ファンド｣｣｣｣等のオーダーメイド型商品を提供等のオーダーメイド型商品を提供等のオーダーメイド型商品を提供等のオーダーメイド型商品を提供

"地主資産家に対しては地主資産家に対しては地主資産家に対しては地主資産家に対しては､､､､みずほ信託との連携によりみずほ信託との連携によりみずほ信託との連携によりみずほ信託との連携により､､､､不動産を軸とするコンサルティングアプローチを強化不動産を軸とするコンサルティングアプローチを強化不動産を軸とするコンサルティングアプローチを強化不動産を軸とするコンサルティングアプローチを強化

!証券仲介業務解禁に合わせ証券仲介業務解禁に合わせ証券仲介業務解禁に合わせ証券仲介業務解禁に合わせ､､､､証券サービスを直接提供証券サービスを直接提供証券サービスを直接提供証券サービスを直接提供

プライベートバンキングプライベートバンキングプライベートバンキングプライベートバンキング(PB)(PB)(PB)(PB)戦略の再構築戦略の再構築戦略の再構築戦略の再構築

! ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（FC））））:2005年度中に年度中に年度中に年度中に2,000名名名名
"外部採用の拡大（外部採用の拡大（外部採用の拡大（外部採用の拡大（2004････2005年度合計年度合計年度合計年度合計500名）名）名）名）
" FC育成のｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟと事務切分けによる育成のｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟと事務切分けによる育成のｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟと事務切分けによる育成のｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟと事務切分けによる

ｾｰﾙｽ体力の増強ｾｰﾙｽ体力の増強ｾｰﾙｽ体力の増強ｾｰﾙｽ体力の増強

－「－「－「－「FC教育制度」導入教育制度」導入教育制度」導入教育制度」導入: 独自の教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ構築独自の教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ構築独自の教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ構築独自の教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ構築

! ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ（ﾌﾟﾚﾐｱﾑｻﾛﾝ）ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ（ﾌﾟﾚﾐｱﾑｻﾛﾝ）ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ（ﾌﾟﾚﾐｱﾑｻﾛﾝ）ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ（ﾌﾟﾚﾐｱﾑｻﾛﾝ）

:2005年度中に年度中に年度中に年度中に250店に設置店に設置店に設置店に設置

! ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ特化型拠点の出店検討ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ特化型拠点の出店検討ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ特化型拠点の出店検討ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ特化型拠点の出店検討

コンサルティング営業体制の早期構築コンサルティング営業体制の早期構築コンサルティング営業体制の早期構築コンサルティング営業体制の早期構築 ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ取扱実績ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ取扱実績ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ取扱実績ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ取扱実績

入出金入出金入出金入出金
・振込・振込・振込・振込

37%
定期
・運用
相談等

63%

満足満足満足満足

77%

やや満足

17%

【来店目的】

【満足度】

諸手続のみで

来店した顧客の

取込みを実現

来店顧客の

94%が満足と
回答0

500

1,000

04年9月 04年10月

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｶｳﾝﾀｰ
対応顧客数

(人)
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ソリューションビジネスのソリューションビジネスのソリューションビジネスのソリューションビジネスの更なる推進（貸出増強のツールとしても活用）更なる推進（貸出増強のツールとしても活用）更なる推進（貸出増強のツールとしても活用）更なる推進（貸出増強のツールとしても活用）

スモール層向けオペレーションのスモール層向けオペレーションのスモール層向けオペレーションのスモール層向けオペレーションの
ローコスト化から貸出増強体制の確立へローコスト化から貸出増強体制の確立へローコスト化から貸出増強体制の確立へローコスト化から貸出増強体制の確立へ

推定マーケット 未取引マーケット

有利子負債 有利子負債

千社 兆円 千社 兆円

773 173 685 151 89%

当行
未取引先
比率

スモール層マーケットスモール層マーケットスモール層マーケットスモール層マーケット

市場開拓余地の大きい市場開拓余地の大きい市場開拓余地の大きい市場開拓余地の大きい
ポテンシャルの高いマーケットポテンシャルの高いマーケットポテンシャルの高いマーケットポテンシャルの高いマーケット

ミドルリスク層ミドルリスク層ミドルリスク層ミドルリスク層ｽﾓｰﾙ層ｽﾓｰﾙ層ｽﾓｰﾙ層ｽﾓｰﾙ層

その他要注意先その他要注意先その他要注意先その他要注意先

規模（年商）規模（年商）規模（年商）規模（年商）

高高高高

低低低低

ローリスク層ローリスク層ローリスク層ローリスク層

信用格付信用格付信用格付信用格付

１０億円１０億円１０億円１０億円

中堅中小企業部門における顧客セグメント中堅中小企業部門における顧客セグメント中堅中小企業部門における顧客セグメント中堅中小企業部門における顧客セグメント

ローリスク ミドルリスク

ミドルリスク層マーケットミドルリスク層マーケットミドルリスク層マーケットミドルリスク層マーケット

ローリスク層から収益性の高いローリスク層から収益性の高いローリスク層から収益性の高いローリスク層から収益性の高い
ミドルリスク層への重点施策を展開ミドルリスク層への重点施策を展開ミドルリスク層への重点施策を展開ミドルリスク層への重点施策を展開

信用リスクの低下により信用リスクの低下により信用リスクの低下により信用リスクの低下により
収益性が向上しているマーケット収益性が向上しているマーケット収益性が向上しているマーケット収益性が向上しているマーケット

03/903/903/903/9 04/604/604/604/6

リスク調整後収益率

ミドルリスク層・スモール層にフォーカスしたミドルリスク層・スモール層にフォーカスしたミドルリスク層・スモール層にフォーカスしたミドルリスク層・スモール層にフォーカスした貸出強化貸出強化貸出強化貸出強化

みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（１）みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（１）みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（１）みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（１）
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事業資質・取引関係・取引状況を踏まえた事業資質・取引関係・取引状況を踏まえた事業資質・取引関係・取引状況を踏まえた事業資質・取引関係・取引状況を踏まえた
中長期的な与信方針を明確化中長期的な与信方針を明確化中長期的な与信方針を明確化中長期的な与信方針を明確化

取引方針・貸出残高に応じた追求すべき取引方針・貸出残高に応じた追求すべき取引方針・貸出残高に応じた追求すべき取引方針・貸出残高に応じた追求すべき
貸出シェア（＝「指標シェア」）の明定貸出シェア（＝「指標シェア」）の明定貸出シェア（＝「指標シェア」）の明定貸出シェア（＝「指標シェア」）の明定

0%

100%

従来のシェア

今後のシェア

（シェア）
＜最重点対応先への与信対応（イメージ）＞

貸出残高小 大

個別対応

積極対応

積極対応

個別対応

～

個別対応

積極対応

＜従来の与信対応＞ ＜今後の与信対応＞

ローリスク層

ミドルリスク層

その他要注意先

ミドルリスク層への貸出強化施策（１）ミドルリスク層への貸出強化施策（１）ミドルリスク層への貸出強化施策（１）ミドルリスク層への貸出強化施策（１）

「審査工程」の標準化・稟議業務の軽量化による「審査工程」の標準化・稟議業務の軽量化による「審査工程」の標準化・稟議業務の軽量化による「審査工程」の標準化・稟議業務の軽量化による
審査のスピードアップ審査のスピードアップ審査のスピードアップ審査のスピードアップ

中堅・中小企業取引をターゲットとした中堅・中小企業取引をターゲットとした中堅・中小企業取引をターゲットとした中堅・中小企業取引をターゲットとした
業種別審査体制強化業種別審査体制強化業種別審査体制強化業種別審査体制強化

対象業種例： 外食産業・半導体商社・地方テレビ局
アミューズメント・IT・バイオ
ナノテク・コンテンツ 等

業種別審査スペシャリストの拡充

債務者分析・
事業資質の見極め

「取引方針」
策定

個別案件個別案件

事前の債務者分析・

事業資質の見極め・

「取引方針」策定により

個別案件審査を

簡潔・迅速化

大企業取引とは異なる切り口で
対象業種を選定・貸出増強をサポート

取引方針制度の導入と取引方針制度の導入と取引方針制度の導入と取引方針制度の導入と
個別取引先における貸出シェアアップ個別取引先における貸出シェアアップ個別取引先における貸出シェアアップ個別取引先における貸出シェアアップ 本部審査運営の見直し本部審査運営の見直し本部審査運営の見直し本部審査運営の見直し

みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（２）みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（２）みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（２）みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（２）
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新規専任スタッフの大幅増員による体制強化新規専任スタッフの大幅増員による体制強化新規専任スタッフの大幅増員による体制強化新規専任スタッフの大幅増員による体制強化

専任ｽﾀｯﾌ人員数

2003年度 2006年度（計画）

１８１名 ３００名３００名３００名３００名

0

3,000

6,000

9,000

12,000

０３年度 ０４年度 ０５年度 ０６年度

0

2,000

4,000

6,000

新規貸出増加額

新規貸出先数*

（億円） （社）

（計画） （計画） （計画）

専任スタッフによる新規貸出増加額は全体の約１／３

（＊行内管理ベースに限定した中長期的取引を見込める新規先）

新規取引の飛躍的拡大新規取引の飛躍的拡大新規取引の飛躍的拡大新規取引の飛躍的拡大

0000

100100100100

04年度04年度04年度04年度 05年度05年度05年度05年度 06年度06年度06年度06年度

 業務粗利益計画

0%

30%実質業務粗利益経費率（営業店人員削減効果を含む）

（億円）
ビジネス金融センターの収益計画

（計画） （計画） （計画）

スモール法人取引のスモール法人取引のスモール法人取引のスモール法人取引の
「ビジネス金融センター」への集約「ビジネス金融センター」への集約「ビジネス金融センター」への集約「ビジネス金融センター」への集約

（社）

20,000

15,000

10,000

5,000

05/3末 06/3末 07/3末

（億円）

4000

3000

2000

1000

04年度 05年度 06年度
(計画） (計画） (計画） (計画） (計画） (計画）

新規取引先数（累計） ニューマネー実行額

ローコストなマスセールス体制の確立ローコストなマスセールス体制の確立ローコストなマスセールス体制の確立ローコストなマスセールス体制の確立

積極的な「ニューマネー」取込体制の確立積極的な「ニューマネー」取込体制の確立積極的な「ニューマネー」取込体制の確立積極的な「ニューマネー」取込体制の確立

スモール層への貸出強化施策スモール層への貸出強化施策スモール層への貸出強化施策スモール層への貸出強化施策ミドルリスク層への貸出強化施策（２）ミドルリスク層への貸出強化施策（２）ミドルリスク層への貸出強化施策（２）ミドルリスク層への貸出強化施策（２）

みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（３）みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（３）みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（３）みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（３）
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法人新規法人新規法人新規法人新規

貸出金収支関連貸出金収支関連貸出金収支関連貸出金収支関連

全体収益全体収益全体収益全体収益

法人新規法人新規法人新規法人新規

貸出金収支関連貸出金収支関連貸出金収支関連貸出金収支関連

全体収益全体収益全体収益全体収益

＜０４／下＞＜０４／下＞＜０４／下＞＜０４／下＞＜０３／下＞＜０３／下＞＜０３／下＞＜０３／下＞

（みずほ銀行営業店表彰制度抜粋）

評価項目 評価項目

「貸出金関連項目」のウェイトを大幅にアップ「貸出金関連項目」のウェイトを大幅にアップ「貸出金関連項目」のウェイトを大幅にアップ「貸出金関連項目」のウェイトを大幅にアップ

「全体収益」評価：「貸出金関連項目」評価の割合「全体収益」評価：「貸出金関連項目」評価の割合「全体収益」評価：「貸出金関連項目」評価の割合「全体収益」評価：「貸出金関連項目」評価の割合

２：１２：１２：１２：１ ⇒⇒⇒⇒ １：１１：１１：１１：１ に大幅アップに大幅アップに大幅アップに大幅アップ

● ０４年度より「貸出金収支関連」評価項目に
「貸出金ボリューム評価」を追加

● 「貸出金収支」、「法人新規」の配点もアップ

インセンティブ制度の見直しインセンティブ制度の見直しインセンティブ制度の見直しインセンティブ制度の見直し

「ソリューション」提供による良質貸出増加実績（例）「ソリューション」提供による良質貸出増加実績（例）「ソリューション」提供による良質貸出増加実績（例）「ソリューション」提供による良質貸出増加実績（例）

0

3,000

6,000

02/下 03/上 03/下 04/上

(億円)
不動産・船舶・設備ファイナンス

特定法人取引支援（病院・学校等）

海外日系進出支援

事業財務アドバイザリー

本部ソリューション支援チーム３００名体制本部ソリューション支援チーム３００名体制本部ソリューション支援チーム３００名体制本部ソリューション支援チーム３００名体制

「貸出ビジネス」と「ソリューションビジネス」を「貸出ビジネス」と「ソリューションビジネス」を「貸出ビジネス」と「ソリューションビジネス」を「貸出ビジネス」と「ソリューションビジネス」を
一体とした営業推進による貸出増強一体とした営業推進による貸出増強一体とした営業推進による貸出増強一体とした営業推進による貸出増強

ｿﾘｭｰｼｮﾝの提供による貸出の拡大ｿﾘｭｰｼｮﾝの提供による貸出の拡大ｿﾘｭｰｼｮﾝの提供による貸出の拡大ｿﾘｭｰｼｮﾝの提供による貸出の拡大

ソリューションビジネスの推進ソリューションビジネスの推進ソリューションビジネスの推進ソリューションビジネスの推進

みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（４）みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（４）みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（４）みずほ銀行～中堅・中小企業戦略（４）
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2002年度2002年度2002年度2002年度 2003年度2003年度2003年度2003年度 2004年度2004年度2004年度2004年度

 地銀  62 地銀  62 地銀  62 地銀  62

第二地銀第二地銀第二地銀第二地銀

43434343系統・信託・系統・信託・系統・信託・系統・信託・

都銀 20都銀 20都銀 20都銀 20

生損保 17生損保 17生損保 17生損保 17

県信連 27県信連 27県信連 27県信連 27

外銀・その外銀・その外銀・その外銀・その

他 36他 36他 36他 36

4.2

9.8
11.8 11.9

14.7 13.8

0.2 0.5

0
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10

15

20

1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年

国内シンジケートローン市場の拡大
（兆円）

（兆円）

上期上期上期上期

下期下期下期下期

下期下期下期下期

上期上期上期上期

みずほコーポレート銀行組成関与額推移

みずほみずほみずほみずほＧＧＧＧ
42424242%%%%

CCCC行行行行 6666%%%%

BBBB行行行行 11115555%%%%

AAAA行行行行 22227777%%%%

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

[出所：トムソンフィナンシャル]

国内シンジケートローン ブックランナーリーグテーブル
<2004年度上期実績>

みずほコーポレート銀行アレンジ案件の投資家参加数
<2004年度上期実績>

地銀地銀地銀地銀・第二・第二・第二・第二

地銀地銀地銀地銀のののの９９９９割割割割

以上が参加以上が参加以上が参加以上が参加

急速に拡大するシンジケートローン市場急速に拡大するシンジケートローン市場急速に拡大するシンジケートローン市場急速に拡大するシンジケートローン市場

[出所：トムソンフィナンシャル]

<組成金額の推移>

（1-9月）

上期上期上期上期

市場拡大の市場拡大の市場拡大の市場拡大の
中中中中､､､､約約約約４４４４割の割の割の割の
ﾏｰｹｯﾄｼｪｱﾏｰｹｯﾄｼｪｱﾏｰｹｯﾄｼｪｱﾏｰｹｯﾄｼｪｱ
を堅持を堅持を堅持を堅持

～資産回転型ビジネスモデルを目指すシンジケートローン市場のマーケット・リーダー～資産回転型ビジネスモデルを目指すシンジケートローン市場のマーケット・リーダー～資産回転型ビジネスモデルを目指すシンジケートローン市場のマーケット・リーダー～資産回転型ビジネスモデルを目指すシンジケートローン市場のマーケット・リーダー～～～～

前年比前年比前年比前年比

++++22222222%%%%

前年比前年比前年比前年比

++++30303030%%%%

下期下期下期下期
計画計画計画計画

みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行～ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大（１）みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行～ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大（１）みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行～ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大（１）みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行～ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大（１）

（計画）（計画）（計画）（計画）
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市場の拡大市場の拡大市場の拡大市場の拡大

! あらゆる格付層の顧客に対するｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝ機能の活用あらゆる格付層の顧客に対するｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝ機能の活用あらゆる格付層の顧客に対するｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝ機能の活用あらゆる格付層の顧客に対するｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝ機能の活用

#### 新規導入先の拡大、既往先の活性化新規導入先の拡大、既往先の活性化新規導入先の拡大、既往先の活性化新規導入先の拡大、既往先の活性化

! クロスボーダー案件の更なる推進クロスボーダー案件の更なる推進クロスボーダー案件の更なる推進クロスボーダー案件の更なる推進

#### 日米租税条約改正への対応日米租税条約改正への対応日米租税条約改正への対応日米租税条約改正への対応

収益性の向上収益性の向上収益性の向上収益性の向上

! デットリストラクチャリング・企業再生案件の取込みデットリストラクチャリング・企業再生案件の取込みデットリストラクチャリング・企業再生案件の取込みデットリストラクチャリング・企業再生案件の取込み

! ジェネラルシンジケーションの更なる強化ジェネラルシンジケーションの更なる強化ジェネラルシンジケーションの更なる強化ジェネラルシンジケーションの更なる強化

2004年度下期年度下期年度下期年度下期重点施策重点施策重点施策重点施策

! ローントレーディング部を新設（ローントレーディング部を新設（ローントレーディング部を新設（ローントレーディング部を新設（2004年年年年10月月月月､､､､20名体制）、名体制）、名体制）、名体制）、

セカンダリー市場の更なる発展に向け体制を強化セカンダリー市場の更なる発展に向け体制を強化セカンダリー市場の更なる発展に向け体制を強化セカンダリー市場の更なる発展に向け体制を強化

! ハイイールド債権の取扱い開始ハイイールド債権の取扱い開始ハイイールド債権の取扱い開始ハイイールド債権の取扱い開始####収益性の向上収益性の向上収益性の向上収益性の向上

! 2004年度上期実績：約年度上期実績：約年度上期実績：約年度上期実績：約30件、元本件、元本件、元本件、元本600億円弱億円弱億円弱億円弱

（（（（500件超のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝを提示）件超のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝを提示）件超のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝを提示）件超のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝを提示）

! 2007年度における市場規模約年度における市場規模約年度における市場規模約年度における市場規模約10兆円（ｼﾝｼﾞｹｰﾄﾛｰﾝ兆円（ｼﾝｼﾞｹｰﾄﾛｰﾝ兆円（ｼﾝｼﾞｹｰﾄﾛｰﾝ兆円（ｼﾝｼﾞｹｰﾄﾛｰﾝ

市場の市場の市場の市場の1/10の規模）を見込むの規模）を見込むの規模）を見込むの規模）を見込む

ローントレーディング機能の強化ローントレーディング機能の強化ローントレーディング機能の強化ローントレーディング機能の強化

みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行～ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大（２）みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行～ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大（２）みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行～ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大（２）みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行～ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大（２）

（出典） プライマリー市場：トムソンファイナンシャル
セカンダリー市場：ローンプライシングコーポレーション

（十億ドル）
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ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰ市場（左軸） ｾｶﾝﾀﾞﾘｰ市場（右軸）

（十億ドル）

米国におけるシンジケートローン市場とローン・セカンダリー市場の規模推移米国におけるシンジケートローン市場とローン・セカンダリー市場の規模推移米国におけるシンジケートローン市場とローン・セカンダリー市場の規模推移米国におけるシンジケートローン市場とローン・セカンダリー市場の規模推移

（出典） プライマリー市場：トムソンファイナンシャル
セカンダリー市場：ローンプライシングコーポレーション
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ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰ市場（左軸） ｾｶﾝﾀﾞﾘｰ市場（右軸）

（十億ドル）

米国におけるシンジケートローン市場とローン・セカンダリー市場の規模推移米国におけるシンジケートローン市場とローン・セカンダリー市場の規模推移米国におけるシンジケートローン市場とローン・セカンダリー市場の規模推移米国におけるシンジケートローン市場とローン・セカンダリー市場の規模推移
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国内シンジケートローン市場の拡大イメージ国内シンジケートローン市場の拡大イメージ国内シンジケートローン市場の拡大イメージ国内シンジケートローン市場の拡大イメージ

国内市場イメージ 今後のみずほＣＢ組成額イメージ

企業再生企業再生企業再生企業再生
M&AM&AM&AM&A案件、等案件、等案件、等案件、等

ﾀｰﾑﾛｰﾝﾀｰﾑﾛｰﾝﾀｰﾑﾛｰﾝﾀｰﾑﾛｰﾝ

ｺﾐｯﾄﾒﾝﾄﾗｲﾝｺﾐｯﾄﾒﾝﾄﾗｲﾝｺﾐｯﾄﾒﾝﾄﾗｲﾝｺﾐｯﾄﾒﾝﾄﾗｲﾝ

みずほみずほみずほみずほ
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みずほみずほみずほみずほ
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（兆円） （兆円）

みずほみずほみずほみずほ
ＣＢＣＢＣＢＣＢ

0000

20202020

40404040

60606060

80808080

100100100100

120120120120

2002200220022002 2005200520052005 2007200720072007

0000

5555

10101010

15151515

20202020

25252525

30303030

35353535

2002200220022002 2005200520052005 2007200720072007

国内シンジケートローン市場の拡大イメージ国内シンジケートローン市場の拡大イメージ国内シンジケートローン市場の拡大イメージ国内シンジケートローン市場の拡大イメージ

国内市場イメージ 今後のみずほＣＢ組成額イメージ

企業再生企業再生企業再生企業再生
M&AM&AM&AM&A案件、等案件、等案件、等案件、等

ﾀｰﾑﾛｰﾝﾀｰﾑﾛｰﾝﾀｰﾑﾛｰﾝﾀｰﾑﾛｰﾝ

ｺﾐｯﾄﾒﾝﾄﾗｲﾝｺﾐｯﾄﾒﾝﾄﾗｲﾝｺﾐｯﾄﾒﾝﾄﾗｲﾝｺﾐｯﾄﾒﾝﾄﾗｲﾝ

みずほみずほみずほみずほ
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2004年度下期計画・重点施策年度下期計画・重点施策年度下期計画・重点施策年度下期計画・重点施策2004年度上期実績年度上期実績年度上期実績年度上期実績

ﾌｧｲﾅﾝｽｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ業務ﾌｧｲﾅﾝｽｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ業務ﾌｧｲﾅﾝｽｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ業務ﾌｧｲﾅﾝｽｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ業務のののの更なる強化更なる強化更なる強化更なる強化

! No.1デットアレンジャーのポジション維持・拡大デットアレンジャーのポジション維持・拡大デットアレンジャーのポジション維持・拡大デットアレンジャーのポジション維持・拡大
（シニアからメザニンまで幅広く対応）（シニアからメザニンまで幅広く対応）（シニアからメザニンまで幅広く対応）（シニアからメザニンまで幅広く対応）

! ファンドビジネス強化ファンドビジネス強化ファンドビジネス強化ファンドビジネス強化 （みずほキャピタルパートナーズ）（みずほキャピタルパートナーズ）（みずほキャピタルパートナーズ）（みずほキャピタルパートナーズ）

買収ファイナンス買収ファイナンス買収ファイナンス買収ファイナンス買収ファイナンス買収ファイナンス買収ファイナンス買収ファイナンス

!本邦随一の実力を誇る、大型開発プロジェクトへの本邦随一の実力を誇る、大型開発プロジェクトへの本邦随一の実力を誇る、大型開発プロジェクトへの本邦随一の実力を誇る、大型開発プロジェクトへの
取組み推進・強化取組み推進・強化取組み推進・強化取組み推進・強化（都市再生案件等）（都市再生案件等）（都市再生案件等）（都市再生案件等）

! FAを起点としたを起点としたを起点としたを起点とした｢｢｢｢Deal after Deal営業営業営業営業｣｣｣｣の展開の展開の展開の展開

不動産ファイナンス不動産ファイナンス不動産ファイナンス不動産ファイナンス不動産ファイナンス不動産ファイナンス不動産ファイナンス不動産ファイナンス
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40

80
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160

03/上上上上 03/下下下下 04/上上上上 04/下下下下

社債受託業務社債受託業務社債受託業務社債受託業務

ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽ

不動産ﾌｧｲﾅﾝｽ不動産ﾌｧｲﾅﾝｽ不動産ﾌｧｲﾅﾝｽ不動産ﾌｧｲﾅﾝｽ

投資ﾌｧｲﾅﾝｽ投資ﾌｧｲﾅﾝｽ投資ﾌｧｲﾅﾝｽ投資ﾌｧｲﾅﾝｽ

プロダクツユニット主要部門業務粗利益推移プロダクツユニット主要部門業務粗利益推移プロダクツユニット主要部門業務粗利益推移プロダクツユニット主要部門業務粗利益推移

（行内管理ﾍﾞｰｽ）

（計画）（計画）（計画）（計画）

!流動化対象資産の拡大、新スキームの開発強化流動化対象資産の拡大、新スキームの開発強化流動化対象資産の拡大、新スキームの開発強化流動化対象資産の拡大、新スキームの開発強化

!顧客ニーズに則したオーダーメイドﾞ型商品の組成顧客ニーズに則したオーダーメイドﾞ型商品の組成顧客ニーズに則したオーダーメイドﾞ型商品の組成顧客ニーズに則したオーダーメイドﾞ型商品の組成
推進推進推進推進

ｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽｽﾄﾗｸﾁｬｰﾄﾞﾌｧｲﾅﾝｽ
!大型買収ﾌｧｲﾅﾝｽｱﾚﾝｼﾞ大型買収ﾌｧｲﾅﾝｽｱﾚﾝｼﾞ大型買収ﾌｧｲﾅﾝｽｱﾚﾝｼﾞ大型買収ﾌｧｲﾅﾝｽｱﾚﾝｼﾞ 〔〔〔〔実績実績実績実績〕〕〕〕DDIﾎﾟｹｯﾄﾎﾟｹｯﾄﾎﾟｹｯﾄﾎﾟｹｯﾄ 等等等等

!みずほみずほみずほみずほMBO第第第第2号ファンド組成完了（総額号ファンド組成完了（総額号ファンド組成完了（総額号ファンド組成完了（総額350億円）億円）億円）億円）

!不動産ﾌｧｲﾅﾝｽ不動産ﾌｧｲﾅﾝｽ不動産ﾌｧｲﾅﾝｽ不動産ﾌｧｲﾅﾝｽ ｱﾚﾝｼﾞｱﾚﾝｼﾞｱﾚﾝｼﾞｱﾚﾝｼﾞ/貸出実績累計：貸出実績累計：貸出実績累計：貸出実績累計：

約約約約70件件件件/約約約約1.3兆円兆円兆円兆円 〔〔〔〔実績実績実績実績〕〕〕〕防衛庁跡地再開発防衛庁跡地再開発防衛庁跡地再開発防衛庁跡地再開発等等等等

!買取債権残高（買取債権残高（買取債権残高（買取債権残高（2004年年年年9月月月月末）：約末）：約末）：約末）：約2兆円兆円兆円兆円（うち（うち（うち（うちCB1.8兆円）兆円）兆円）兆円）

!公募事業債受託シェア：約公募事業債受託シェア：約公募事業債受託シェア：約公募事業債受託シェア：約37.2%（うち（うち（うち（うちCB33.7％）％）％）％）
! シェアシェアシェアシェアNo.１維持／私募債・１維持／私募債・１維持／私募債・１維持／私募債・ABS等高収益案件取込等高収益案件取込等高収益案件取込等高収益案件取込

社債受託業務社債受託業務社債受託業務社債受託業務社債受託業務社債受託業務社債受託業務社債受託業務

主要実績主要実績主要実績主要実績

みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行～投資銀行業務の強化みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行～投資銀行業務の強化みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行～投資銀行業務の強化みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行～投資銀行業務の強化

（億円）
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•アレンジ／シンジケーション案件取組み強化によるアレンジ／シンジケーション案件取組み強化によるアレンジ／シンジケーション案件取組み強化によるアレンジ／シンジケーション案件取組み強化による
収益性向上収益性向上収益性向上収益性向上

•プロダクツ収益の拡大（プロダクツ収益の拡大（プロダクツ収益の拡大（プロダクツ収益の拡大（MBO、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾅﾝｽ等）、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾅﾝｽ等）、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾅﾝｽ等）、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾅﾝｽ等）

•市場型クレジット投資の拡大・・・ローン関連以外の市場型クレジット投資の拡大・・・ローン関連以外の市場型クレジット投資の拡大・・・ローン関連以外の市場型クレジット投資の拡大・・・ローン関連以外の
資産へのリスク分散資産へのリスク分散資産へのリスク分散資産へのリスク分散 （ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ（ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ（ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ（ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞABS他）他）他）他）

•貸出収益の反転／拡大貸出収益の反転／拡大貸出収益の反転／拡大貸出収益の反転／拡大

•キャッシュフロービジネスの強化キャッシュフロービジネスの強化キャッシュフロービジネスの強化キャッシュフロービジネスの強化

•プロダクツ営業の強化・・・債権流動化、デリバティブプロダクツ営業の強化・・・債権流動化、デリバティブプロダクツ営業の強化・・・債権流動化、デリバティブプロダクツ営業の強化・・・債権流動化、デリバティブ
取引の推進取引の推進取引の推進取引の推進

海外日系海外日系海外日系海外日系海外日系海外日系海外日系海外日系

非日系非日系非日系非日系非日系非日系非日系非日系

•中国進出アドバイザリーの強化中国進出アドバイザリーの強化中国進出アドバイザリーの強化中国進出アドバイザリーの強化

•人民元取り扱い強化人民元取り扱い強化人民元取り扱い強化人民元取り扱い強化

•債権買取業務の本格展開債権買取業務の本格展開債権買取業務の本格展開債権買取業務の本格展開

中国中国中国中国中国中国中国中国

海外日系海外日系海外日系海外日系

! GCMSGCMSGCMSGCMS獲得数：純増獲得数：純増獲得数：純増獲得数：純増259259259259社（前期末比）社（前期末比）社（前期末比）社（前期末比）

! 貸出：貸出：貸出：貸出：6666億ドル純増（前期末比）億ドル純増（前期末比）億ドル純増（前期末比）億ドル純増（前期末比）

0

200

400

600

02年年年年3月末月末月末月末 03年年年年3月末月末月末月末 04年年年年3月末月末月末月末 04年年年年9月末月末月末月末

アジアアジアアジアアジア 欧州欧州欧州欧州 米州米州米州米州

海外支店対顧貸出末残推移海外支店対顧貸出末残推移海外支店対顧貸出末残推移海外支店対顧貸出末残推移

(億ﾄﾞﾙ)

海外非日系海外非日系海外非日系海外非日系

! MBO等プロダクツ収益の拡大等プロダクツ収益の拡大等プロダクツ収益の拡大等プロダクツ収益の拡大
! 米欧におけるアービトラージ型米欧におけるアービトラージ型米欧におけるアービトラージ型米欧におけるアービトラージ型CLOの組成の組成の組成の組成
! 貸出：貸出：貸出：貸出：10億ﾄﾞﾙ純増（前期末比）億ﾄﾞﾙ純増（前期末比）億ﾄﾞﾙ純増（前期末比）億ﾄﾞﾙ純増（前期末比）

2004年度上期実績年度上期実績年度上期実績年度上期実績

国際業務の拡大に向けて国際業務の拡大に向けて国際業務の拡大に向けて国際業務の拡大に向けて

2004年度下期計画・重点施策年度下期計画・重点施策年度下期計画・重点施策年度下期計画・重点施策

中中中中 国国国国

! 中国内支店におけるデリバティブ業務の認可を外資系中国内支店におけるデリバティブ業務の認可を外資系中国内支店におけるデリバティブ業務の認可を外資系中国内支店におけるデリバティブ業務の認可を外資系
銀行としてはじめて取得銀行としてはじめて取得銀行としてはじめて取得銀行としてはじめて取得 （（（（6月）月）月）月）

! 武漢市武漢市武漢市武漢市､､､､上海市上海市上海市上海市*1､､､､北京市北京市北京市北京市*2との間で業務協力協定調印との間で業務協力協定調印との間で業務協力協定調印との間で業務協力協定調印
*1 人民政府対外経済貿易委員会、*2 投資促進局

海外日系海外日系海外日系海外日系

! 貸出収益の増強貸出収益の増強貸出収益の増強貸出収益の増強
―――― 的確なファイナンスニーズの捕捉、更なるシェア的確なファイナンスニーズの捕捉、更なるシェア的確なファイナンスニーズの捕捉、更なるシェア的確なファイナンスニーズの捕捉、更なるシェア
アップの追求アップの追求アップの追求アップの追求

! GCMS利便性向上によるキャッシュフロービジネスの利便性向上によるキャッシュフロービジネスの利便性向上によるキャッシュフロービジネスの利便性向上によるキャッシュフロービジネスの

一層の拡大一層の拡大一層の拡大一層の拡大

! プロダクツ営業強化による非金利収益の拡大プロダクツ営業強化による非金利収益の拡大プロダクツ営業強化による非金利収益の拡大プロダクツ営業強化による非金利収益の拡大

中中中中 国国国国

! 中国進出アドバイザリー要員の増強中国進出アドバイザリー要員の増強中国進出アドバイザリー要員の増強中国進出アドバイザリー要員の増強

! 人民元人民元人民元人民元ALMの高度化の高度化の高度化の高度化 （上海支店における資金為替（上海支店における資金為替（上海支店における資金為替（上海支店における資金為替
業務体制の強化）業務体制の強化）業務体制の強化）業務体制の強化）

! プロダクツ拡充、ビジネス領域拡大の為の地場銀行等プロダクツ拡充、ビジネス領域拡大の為の地場銀行等プロダクツ拡充、ビジネス領域拡大の為の地場銀行等プロダクツ拡充、ビジネス領域拡大の為の地場銀行等

との提携推進との提携推進との提携推進との提携推進 （顧客債権流動化、（顧客債権流動化、（顧客債権流動化、（顧客債権流動化、CMS等）等）等）等）

海外非日系海外非日系海外非日系海外非日系

! グローバルグローバルグローバルグローバルRM体制の推進体制の推進体制の推進体制の推進

! 市場型クレジット投資の拡大市場型クレジット投資の拡大市場型クレジット投資の拡大市場型クレジット投資の拡大

―――― ﾎｰﾑｴｸｲﾃｨﾎｰﾑｴｸｲﾃｨﾎｰﾑｴｸｲﾃｨﾎｰﾑｴｸｲﾃｨABS等取り扱い対象の拡大等取り扱い対象の拡大等取り扱い対象の拡大等取り扱い対象の拡大

みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行～国際業務の強化みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行～国際業務の強化みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行～国際業務の強化みずほｺｰﾎﾟﾚｰﾄ銀行～国際業務の強化
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みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行みずほ信託銀行
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指定単

企業年金信託

証券代行証券代行証券代行証券代行証券代行証券代行証券代行証券代行

年金年金年金年金年金年金年金年金

不動産売買取扱高不動産売買取扱高不動産売買取扱高不動産売買取扱高不動産売買取扱高不動産売買取扱高不動産売買取扱高不動産売買取扱高 証券代行受託社数（除く外国株式）証券代行受託社数（除く外国株式）証券代行受託社数（除く外国株式）証券代行受託社数（除く外国株式）証券代行受託社数（除く外国株式）証券代行受託社数（除く外国株式）証券代行受託社数（除く外国株式）証券代行受託社数（除く外国株式）

受託資産残高受託資産残高受託資産残高受託資産残高受託資産残高受託資産残高受託資産残高受託資産残高

財管部門における着実な実績の積み上げ財管部門における着実な実績の積み上げ財管部門における着実な実績の積み上げ財管部門における着実な実績の積み上げ

不動産不動産不動産不動産不動産不動産不動産不動産

資産金融資産金融資産金融資産金融資産金融資産金融資産金融資産金融

（億円） （社）
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ｽｰﾊﾟｰﾊｲｳェｲ（法人向商品）

ｵｰﾙｳｪｲｽﾞ（個人・法人向商品）
貯蓄の達人（個人向商品）

資産金融商品販売残高資産金融商品販売残高資産金融商品販売残高資産金融商品販売残高資産金融商品販売残高資産金融商品販売残高資産金融商品販売残高資産金融商品販売残高（億円） （兆円）

13.113.113.113.1兆円兆円兆円兆円

985985985985社社社社2,2342,2342,2342,234億円億円億円億円

8,2628,2628,2628,262億円億円億円億円
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みずほ証券の収益計画みずほ証券の収益計画みずほ証券の収益計画みずほ証券の収益計画

!農林中央金庫グループとの連携強化農林中央金庫グループとの連携強化農林中央金庫グループとの連携強化農林中央金庫グループとの連携強化

"農中証券からの営業譲受と系統営業部の発足（農中証券からの営業譲受と系統営業部の発足（農中証券からの営業譲受と系統営業部の発足（農中証券からの営業譲受と系統営業部の発足（3月）月）月）月）
"農林中金から農林中金から農林中金から農林中金から749億円（出資比率億円（出資比率億円（出資比率億円（出資比率18.48％）の資本参加（％）の資本参加（％）の資本参加（％）の資本参加（9月）月）月）月）

! マネックス・ビーンズグループとの業務提携マネックス・ビーンズグループとの業務提携マネックス・ビーンズグループとの業務提携マネックス・ビーンズグループとの業務提携（（（（8月）月）月）月）
" ネット取引を行う個人向け販売チャネルの整備ネット取引を行う個人向け販売チャネルの整備ネット取引を行う個人向け販売チャネルの整備ネット取引を行う個人向け販売チャネルの整備

" IPO案件中心に販売委託案件中心に販売委託案件中心に販売委託案件中心に販売委託

!証券仲介業に対する積極的な取組み証券仲介業に対する積極的な取組み証券仲介業に対する積極的な取組み証券仲介業に対する積極的な取組み

"地銀等との提携による販売チャネルの拡充地銀等との提携による販売チャネルの拡充地銀等との提携による販売チャネルの拡充地銀等との提携による販売チャネルの拡充

－－－－広島銀行と証券仲介業に関する業務委託契約の締結（広島銀行と証券仲介業に関する業務委託契約の締結（広島銀行と証券仲介業に関する業務委託契約の締結（広島銀行と証券仲介業に関する業務委託契約の締結（11月）月）月）月）

他社とのアライアンスの活用他社とのアライアンスの活用他社とのアライアンスの活用他社とのアライアンスの活用

! アジアビジネスへの取組アジアビジネスへの取組アジアビジネスへの取組アジアビジネスへの取組

"中国室の新設中国室の新設中国室の新設中国室の新設⇒⇒⇒⇒中国における証券戦略の検討中国における証券戦略の検討中国における証券戦略の検討中国における証券戦略の検討

（クロスボーダー（クロスボーダー（クロスボーダー（クロスボーダーM&A､､､､リサーチ等）リサーチ等）リサーチ等）リサーチ等）

!海外拠点の役割海外拠点の役割海外拠点の役割海外拠点の役割････機能や資本配分の見直し機能や資本配分の見直し機能や資本配分の見直し機能や資本配分の見直し

"みずほインターナショナルみずほインターナショナルみずほインターナショナルみずほインターナショナル:チューリッヒ支店開設チューリッヒ支店開設チューリッヒ支店開設チューリッヒ支店開設

" スイスみずほの減資スイスみずほの減資スイスみずほの減資スイスみずほの減資

"連結ベースの中期事業ポートフォリオ戦略の検討連結ベースの中期事業ポートフォリオ戦略の検討連結ベースの中期事業ポートフォリオ戦略の検討連結ベースの中期事業ポートフォリオ戦略の検討

グローバルビジネスの拡充グローバルビジネスの拡充グローバルビジネスの拡充グローバルビジネスの拡充

0

500

02年度 03年度 04年度（計画）

みずほ証券の経常利益の実績・計画みずほ証券の経常利益の実績・計画みずほ証券の経常利益の実績・計画みずほ証券の経常利益の実績・計画

! エクイティビジネスの一層強化エクイティビジネスの一層強化エクイティビジネスの一層強化エクイティビジネスの一層強化
" 機関投資家向け営業体制増強機関投資家向け営業体制増強機関投資家向け営業体制増強機関投資家向け営業体制増強､､､､プライマリー大型主幹事獲得プライマリー大型主幹事獲得プライマリー大型主幹事獲得プライマリー大型主幹事獲得

株式部門：株式部門：株式部門：株式部門：44%

※各部門の比率は2004年度上期の収益寄与度（管理会計ベース）

! デットビジネスにおけるトップハウス維持デットビジネスにおけるトップハウス維持デットビジネスにおけるトップハウス維持デットビジネスにおけるトップハウス維持
"顧客基盤の更なる拡充顧客基盤の更なる拡充顧客基盤の更なる拡充顧客基盤の更なる拡充････格付アドバイザリー等差別化の促進格付アドバイザリー等差別化の促進格付アドバイザリー等差別化の促進格付アドバイザリー等差別化の促進

!投資銀行部門での収益の多様化投資銀行部門での収益の多様化投資銀行部門での収益の多様化投資銀行部門での収益の多様化
" プリンシパルインベストメント業務への本格着手等プリンシパルインベストメント業務への本格着手等プリンシパルインベストメント業務への本格着手等プリンシパルインベストメント業務への本格着手等

－ﾎﾟﾗﾘｽ－ﾎﾟﾗﾘｽ－ﾎﾟﾗﾘｽ－ﾎﾟﾗﾘｽ････ﾌﾟﾘﾝｼﾊﾟﾙﾌﾟﾘﾝｼﾊﾟﾙﾌﾟﾘﾝｼﾊﾟﾙﾌﾟﾘﾝｼﾊﾟﾙ････ｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾄ（ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｴｸｲﾃｨﾌｧﾝﾄﾞ運営）の設立ｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾄ（ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｴｸｲﾃｨﾌｧﾝﾄﾞ運営）の設立ｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾄ（ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｴｸｲﾃｨﾌｧﾝﾄﾞ運営）の設立ｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾄ（ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｴｸｲﾃｨﾌｧﾝﾄﾞ運営）の設立

債券部門：債券部門：債券部門：債券部門：32%

投資銀行部門等：投資銀行部門等：投資銀行部門等：投資銀行部門等：24%

上期上期上期上期
88億円億円億円億円

下期下期下期下期
137億円億円億円億円 上期上期上期上期

219億円億円億円億円

下期下期下期下期
150億円億円億円億円

上期上期上期上期
210億円億円億円億円

下期下期下期下期
計画計画計画計画

438億円億円億円億円
370億円億円億円億円

226億円億円億円億円

連結経常利益連結経常利益連結経常利益連結経常利益500億円体制の確立（億円体制の確立（億円体制の確立（億円体制の確立（04年度）年度）年度）年度）

(億円)

みずほ証券（１）みずほ証券（１）みずほ証券（１）みずほ証券（１）
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（株式）国内ｴｸｲﾃｨ合算ﾘｰｸﾞﾃｰﾌﾞﾙ（株式）国内ｴｸｲﾃｨ合算ﾘｰｸﾞﾃｰﾌﾞﾙ（株式）国内ｴｸｲﾃｨ合算ﾘｰｸﾞﾃｰﾌﾞﾙ（株式）国内ｴｸｲﾃｨ合算ﾘｰｸﾞﾃｰﾌﾞﾙ
（（（（IPO/PO/CB/REIT合算合算合算合算､､､､2004年度上期）年度上期）年度上期）年度上期）

ｼｪｱ（％）ｼｪｱ（％）ｼｪｱ（％）ｼｪｱ（％）引受額（億円）引受額（億円）引受額（億円）引受額（億円）

（株式）株式売買シェア推移（株式）株式売買シェア推移（株式）株式売買シェア推移（株式）株式売買シェア推移

ｼｪｱ（％）ｼｪｱ（％）ｼｪｱ（％）ｼｪｱ（％）発行金額（億円）発行金額（億円）発行金額（億円）発行金額（億円）

（投資銀行）総合（投資銀行）総合（投資銀行）総合（投資銀行）総合ABSﾌﾞｯｸﾗﾝﾅｰﾌﾞｯｸﾗﾝﾅｰﾌﾞｯｸﾗﾝﾅｰﾌﾞｯｸﾗﾝﾅｰ････ﾘｰｸﾞﾃｰﾌﾞﾙﾘｰｸﾞﾃｰﾌﾞﾙﾘｰｸﾞﾃｰﾌﾞﾙﾘｰｸﾞﾃｰﾌﾞﾙ
（（（（2004年度上期）年度上期）年度上期）年度上期）

（債券）国内普通社債引受ﾘｰｸﾞﾃｰﾌﾞﾙ（債券）国内普通社債引受ﾘｰｸﾞﾃｰﾌﾞﾙ（債券）国内普通社債引受ﾘｰｸﾞﾃｰﾌﾞﾙ（債券）国内普通社債引受ﾘｰｸﾞﾃｰﾌﾞﾙ
（（（（2004年度上期）年度上期）年度上期）年度上期）

ｼｪｱ（％）ｼｪｱ（％）ｼｪｱ（％）ｼｪｱ（％）引受額（億円）引受額（億円）引受額（億円）引受額（億円）

（銀行債・自己募集を除く、条件決定日ベース）

野村證券

日興ｼﾃｨｸﾞﾙｰﾌﾟ証券

みずほ証券みずほ証券みずほ証券みずほ証券

新光証券新光証券新光証券新光証券

4,787

3,539

3,515

899

22.0

16.3

16.2

4.1

1

2

3

6

野村證券

大和証券SMBC

みずほ証券みずほ証券みずほ証券みずほ証券

4,873

4,258

939

24.1

21.0

4.6

1

2

5

日興ｼﾃｨｸﾞﾙｰﾌﾟ証券 3,545 17.53

みずほ証券みずほ証券みずほ証券みずほ証券

新生銀行

メリルリンチ日本証券

2,141

1,623

1,501

25.6

19.4

17.9

1

2

3

新光証券新光証券新光証券新光証券 918 4.56

(出所）アイ・エヌ情報センター、トムソンディールウォッチ等

（国内公募債+国内私募債+ユーロ債）

0000

2222

4444

6666

8888

10101010

02年度上期02年度上期02年度上期02年度上期 02年度下期02年度下期02年度下期02年度下期 03年度上期03年度上期03年度上期03年度上期 03年度下期03年度下期03年度下期03年度下期 04年度上期04年度上期04年度上期04年度上期

取引所外・立会外売買シェア取引所外・立会外売買シェア取引所外・立会外売買シェア取引所外・立会外売買シェア

東証売買シェア東証売買シェア東証売買シェア東証売買シェア

（％）（％）（％）（％）

3.3%

9.2%

みずほ証券（２）みずほ証券（２）みずほ証券（２）みずほ証券（２）
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0

50

100

03年9月 04年3月 04年9月 05年3月 06年3月
(目途)

! グループ連携の一層の推進による営業基盤拡充グループ連携の一層の推進による営業基盤拡充グループ連携の一層の推進による営業基盤拡充グループ連携の一層の推進による営業基盤拡充

"共同店舗化の加速共同店舗化の加速共同店舗化の加速共同店舗化の加速

－－－－銀行ﾛﾋﾞｰ内における証券相談ﾌﾞｰｽ銀行ﾛﾋﾞｰ内における証券相談ﾌﾞｰｽ銀行ﾛﾋﾞｰ内における証券相談ﾌﾞｰｽ銀行ﾛﾋﾞｰ内における証券相談ﾌﾞｰｽ(ﾌﾟﾗﾈｯﾄﾌﾞｰｽﾌﾟﾗﾈｯﾄﾌﾞｰｽﾌﾟﾗﾈｯﾄﾌﾞｰｽﾌﾟﾗﾈｯﾄﾌﾞｰｽ)のののの
出店ペースを加速し、出店ペースを加速し、出店ペースを加速し、出店ペースを加速し、2005年度中に年度中に年度中に年度中に100ヶ店達成ヶ店達成ヶ店達成ヶ店達成

"みずほ銀行との連携強化みずほ銀行との連携強化みずほ銀行との連携強化みずほ銀行との連携強化

－－－－ マイレージクラブ会員向け手数料優遇実施マイレージクラブ会員向け手数料優遇実施マイレージクラブ会員向け手数料優遇実施マイレージクラブ会員向け手数料優遇実施

－－－－証券仲介業務への取組みにおける協働証券仲介業務への取組みにおける協働証券仲介業務への取組みにおける協働証券仲介業務への取組みにおける協働

－－－－人材交流の実施人材交流の実施人材交流の実施人材交流の実施

収益拡大に向けた営業力の強化収益拡大に向けた営業力の強化収益拡大に向けた営業力の強化収益拡大に向けた営業力の強化(店)

(計画)

グループシナジーの追求グループシナジーの追求グループシナジーの追求グループシナジーの追求

!個人部門個人部門個人部門個人部門: 預り資産の拡充に向けた販売施策の実施預り資産の拡充に向けた販売施策の実施預り資産の拡充に向けた販売施策の実施預り資産の拡充に向けた販売施策の実施

"本部ｻﾎﾟｰﾄ等による個人向け商品の販売支援策本部ｻﾎﾟｰﾄ等による個人向け商品の販売支援策本部ｻﾎﾟｰﾄ等による個人向け商品の販売支援策本部ｻﾎﾟｰﾄ等による個人向け商品の販売支援策

－新証券税制対応や特定口座取扱いに関するｾﾐﾅｰ実施－新証券税制対応や特定口座取扱いに関するｾﾐﾅｰ実施－新証券税制対応や特定口座取扱いに関するｾﾐﾅｰ実施－新証券税制対応や特定口座取扱いに関するｾﾐﾅｰ実施

－調査部－調査部－調査部－調査部････投資情報室による情報提供力の強化投資情報室による情報提供力の強化投資情報室による情報提供力の強化投資情報室による情報提供力の強化

" コールセンターを活用した営業の実施コールセンターを活用した営業の実施コールセンターを活用した営業の実施コールセンターを活用した営業の実施

!法人部門法人部門法人部門法人部門: 銀行連携を通じた銀行連携を通じた銀行連携を通じた銀行連携を通じたPO､､､､IPO､､､､ｿﾘｭｰｼｮﾝ案件のｿﾘｭｰｼｮﾝ案件のｿﾘｭｰｼｮﾝ案件のｿﾘｭｰｼｮﾝ案件の
取込み強化取込み強化取込み強化取込み強化

" PO､､､､IPOの主幹事獲得に注力の主幹事獲得に注力の主幹事獲得に注力の主幹事獲得に注力

－－－－ IPO主幹事：主幹事：主幹事：主幹事：件数は前期比５倍まで拡大件数は前期比５倍まで拡大件数は前期比５倍まで拡大件数は前期比５倍まで拡大

" グループ海外現法との共同営業－グループ海外現法との共同営業－グループ海外現法との共同営業－グループ海外現法との共同営業－ CB起債等起債等起債等起債等

みずほ銀行との共同店舗（ﾌﾟﾗﾈｯﾄﾌﾞｰｽ）数みずほ銀行との共同店舗（ﾌﾟﾗﾈｯﾄﾌﾞｰｽ）数みずほ銀行との共同店舗（ﾌﾟﾗﾈｯﾄﾌﾞｰｽ）数みずほ銀行との共同店舗（ﾌﾟﾗﾈｯﾄﾌﾞｰｽ）数

22

約約約約40

100

116

みずほインベスターズ証券みずほインベスターズ証券みずほインベスターズ証券みずほインベスターズ証券

3

4

5

03年3月 03年9月 04年3月 04年9月

0

5

10

15

20預り資産残高

銀行連携預り資産の比率（右軸）

(％)(兆円)

預り資産残高預り資産残高預り資産残高預り資産残高/営業店預り資産における銀行連携資産比率営業店預り資産における銀行連携資産比率営業店預り資産における銀行連携資産比率営業店預り資産における銀行連携資産比率

～～～～～～～～
0
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! 共同営業により共同主幹事獲得（共同営業により共同主幹事獲得（共同営業により共同主幹事獲得（共同営業により共同主幹事獲得（2件）件）件）件）
! ユーロ・スイス市場での起債営業（ユーロ・スイス市場での起債営業（ユーロ・スイス市場での起債営業（ユーロ・スイス市場での起債営業（3件）件）件）件）

! 地銀等の証券仲介業参入に関して地銀等の証券仲介業参入に関して地銀等の証券仲介業参入に関して地銀等の証券仲介業参入に関して
協働でアプローチ協働でアプローチ協働でアプローチ協働でアプローチ

! 共同店舗共同店舗共同店舗共同店舗1号店（丸の内中央）の実績好調号店（丸の内中央）の実績好調号店（丸の内中央）の実績好調号店（丸の内中央）の実績好調
! 新光総研による行員研修（新光総研による行員研修（新光総研による行員研修（新光総研による行員研修（FP資格取得）資格取得）資格取得）資格取得）

みずほみずほみずほみずほ
証券証券証券証券

みずほみずほみずほみずほ
ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺｰﾎﾟﾚｰﾄ
銀行銀行銀行銀行

みずほみずほみずほみずほ
銀行銀行銀行銀行

グループシナジーの追求グループシナジーの追求グループシナジーの追求グループシナジーの追求

41

34

39

51
47

10

19

12
9

2

0

20

40

60

新光 野村 日興ｼﾃｨG 大和SMBC 三菱

引受件数

主幹事件数

(件)

新規ビジネスへの取組新規ビジネスへの取組新規ビジネスへの取組新規ビジネスへの取組

リテールリテールリテールリテール････ミドルにおける顧客基盤の拡大ミドルにおける顧客基盤の拡大ミドルにおける顧客基盤の拡大ミドルにおける顧客基盤の拡大

!市場誘導ビジネス－同業他社に先行市場誘導ビジネス－同業他社に先行市場誘導ビジネス－同業他社に先行市場誘導ビジネス－同業他社に先行

"千葉興業銀行千葉興業銀行千葉興業銀行千葉興業銀行､､､､紀陽銀行等紀陽銀行等紀陽銀行等紀陽銀行等14社と提携契約締結社と提携契約締結社と提携契約締結社と提携契約締結

－－－－具体的な協議案件も多数具体的な協議案件も多数具体的な協議案件も多数具体的な協議案件も多数

!証券仲介業－専門部署立上げ証券仲介業－専門部署立上げ証券仲介業－専門部署立上げ証券仲介業－専門部署立上げ､､､､地銀中心にアプローチ地銀中心にアプローチ地銀中心にアプローチ地銀中心にアプローチ

! ラップ口座対応－投資顧問部を新設し積極対応ラップ口座対応－投資顧問部を新設し積極対応ラップ口座対応－投資顧問部を新設し積極対応ラップ口座対応－投資顧問部を新設し積極対応

" コンサルティング営業におけるサービスの柱としての位置付けコンサルティング営業におけるサービスの柱としての位置付けコンサルティング営業におけるサービスの柱としての位置付けコンサルティング営業におけるサービスの柱としての位置付け

!中国関連株への対応－香港現法立ち上げを準備中国関連株への対応－香港現法立ち上げを準備中国関連株への対応－香港現法立ち上げを準備中国関連株への対応－香港現法立ち上げを準備

"情報収集及び売買執行拠点として年度内に設立予定情報収集及び売買執行拠点として年度内に設立予定情報収集及び売買執行拠点として年度内に設立予定情報収集及び売買執行拠点として年度内に設立予定

! ｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ: 株式引受業務を中心に好調維持株式引受業務を中心に好調維持株式引受業務を中心に好調維持株式引受業務を中心に好調維持

" IPO主幹事件数は主幹事件数は主幹事件数は主幹事件数は3位、引受金額ｼｪｱは位、引受金額ｼｪｱは位、引受金額ｼｪｱは位、引受金額ｼｪｱは8.3%（前年度（前年度（前年度（前年度4.4%））））
" PO主幹事件数は主幹事件数は主幹事件数は主幹事件数は4位、事業債の引受ｼｪｱ位、事業債の引受ｼｪｱ位、事業債の引受ｼｪｱ位、事業債の引受ｼｪｱ6位位位位

! リテールリテールリテールリテール: 市場低迷による株式委託手数料の落込みを市場低迷による株式委託手数料の落込みを市場低迷による株式委託手数料の落込みを市場低迷による株式委託手数料の落込みを

株式投信と変額保険等の販売でカバー株式投信と変額保険等の販売でカバー株式投信と変額保険等の販売でカバー株式投信と変額保険等の販売でカバー

"個人向け国債個人向け国債個人向け国債個人向け国債､､､､タンス株囲込み等による資金導入タンス株囲込み等による資金導入タンス株囲込み等による資金導入タンス株囲込み等による資金導入
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(億円)

株式投信・変額年金の販売額株式投信・変額年金の販売額株式投信・変額年金の販売額株式投信・変額年金の販売額

IPO引受件数の他社比較引受件数の他社比較引受件数の他社比較引受件数の他社比較（（（（2004年度上期）年度上期）年度上期）年度上期）

新光証券新光証券新光証券新光証券



本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証する
ものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境の変化などにより、
目標対比異なる可能性があることにご留意ください。


